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厚にかえて

 わ れ わ れ に は 「自分」 とい うもの が あ り， こ の

「自分 」 との 様 々な 関 わ りの 中 で 生 活 し て い る。

わ れ わ れ は， こ の 「自分 」 につ い て様 々 な こ とを

知 っ て お り， 「自分 」 につ い て考xを め ぐ ら す こ

とも で き る。 また ， 他 者 か ら 「自分 」 を 賞 賛 され

れ ば 喜 び ， 侮 辱 され れ ば 怒 った り沈 み 込 ん だ りす

る。 わ れ わ れ は ， 「自分 」 を高 め るた め に 努 力 す

る こ ともあ れ ば ， 自暴 自棄 に な る こ と もあ る。 こ

の よ うに ， 「自分 」 はわ れ わ れ の 日常 生 活 の 至 る

と ころ に顔 を 出 し，様 々 な形 でわ れ わ れ に影 響 を

及 ぼ して い る。

 ところ で， 「自分」 とい う もの が な くな っ て し

ま った らぽ ど うな るの で あ ろ うか 。 もち ろ ん ， わ

れ わ れ 自身 が 死 ん で しま え ぽ 「自分 」 もな くな る

の で あ ろ うが ， 特 殊 な 例 として は ，生 き な が らに

「自分 」 を 失 っ て し ま う人 もい る。 木 村(1978)は ，

あ る 離人 症 患 者 の訴 え を紹 介 して い る。 こ の患 者

は， 「自分 とい うもの が 感 じ られ ない 。 自分 とい

うも のが な くな っ て し ま った 。 自分 とい うも のが

非 常 に遠 い とこ ろ にい っ て し ま った 」(木村 ，1978，

p.17)と 訴 え てい る。 しか も， この患 者 は ， 「感

情 の 喪 失 感 ，事 物 の非 実 在 感 ，時 間的 経 過 や時 間

そ の もの の非 連 続 感 ， 自我 の非 連 続 感 ，空 間 の非

存 在 感 ， な ど」(木 村 ，1978，p.19-20)も 訴 え て

い る 。 この こ とは ， 厂自分 」 とい うもの と， 感 情 ，

事 物 の存 在 感 ， 時 間や 空 間 の知 覚 な どの基 本 的 な

経 験 との間 に ，密 接 な関 係 が あ る こ とを 示 唆 し て

い る。 あ るい は， こ の よ うな， わ れ わ れ の 基 本 的

な経 験 を 支 え てい る のが ， 「自分 」 とい う も の な

のか も知 れ ない 。

 厂自分 」 あ る い は 「私 」 に まつ わ る 様 々 な 現 象

は ，心 理 学 に お い て 厂自我(ego)」 あ る い は 「自

己(self)」 とい う用 語 を用 い て研 究 され て い る。

と ころ が ， 「自我 」 と 「自己 」 の 概 念 に は 多 くの

定 義 が あ り， こ の2つ の概 念 の区 別 も理 論 背 景 に

よっ てか な り異 な る。 そ こ で， 本 稿 で は 用 語 や 概

念 の 問 題 に つ い て は 後 に 考 察 す る こ と として ， そ

れ まで は ， 便 宜 的 に 厂自我 」 と 「自己 」 とい う用

語 を 明 確 に 区 別 せ ず に 用 い る こ とに す る 。

 Allport(1943)は ，アメリカ東部心理学会で，

「現代心理学における自我」 と題する講演を 行 な

い，心理学における自我の重要性を強調した。彼

はこの講演において，様々な心理学的事実が，自

我を考慮することなしには説明できないことを示

している。彼は，パーソナ リティ特性や態度の一
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貫性の問題や，判断，記憶，準拠枠，学習，動機

づけ，要求水準，産業心理学の問題について，実

験例や具体例を挙げて示している。以下にその説

を紹介しながら，この問題を少時考えてみたい。

 パーソナ リティ特性や態度の一貫性 につ い て

は，当時，Allport自 身も関わっていた論争があ

った。ある実験者たちは，人間行動が状況ごとに

特殊であると主張していた。例えば，ある状況で

正直な子供も，他の状況では正直でないことがあ

るとい うのである。一方，他の研究者たちは，あ

る状況で正直な人物が，他の状況でも正直である

ことを示 している。Allport自 身も，パーソナ リ

ティ特性に一般性あるいは一貫性がある とい う立

場を とっていた。KleinとSchoenfeld(1941)は ，

被験者に6つ の知能テス トを受けさせ，その結果

に対する被験者の自信を評定 させるとい う実験を

行なった。その結果，自我関与のない条件でこの

実験を受けた被験者では，6つ のテス トの評定の

間に一貫性がないのに対 し，自我関与のある条件

で実験を受けた被験者では，評定間に一貫性があ

ることを示 した。Allportは この実験結果から，

自我関与があれば一般特性が存在 し，自我関与が

ないと一般特性は存在 しないとい う仮説を導き出

している。態度に関 しては，態度の強さと一般性

との間に強い相関があるという報告も紹介してい

る。

 判断については，Marks(1943)の アメリカ黒人

の皮膚の色についての判断の実験が紹介されてい

る。それによると，中程度の色の濃さの黒人は，

比較的色の薄い黒人からは色が濃いと判断され，

比較的色の濃い黒人からは，色が薄いと判断され

た。つま り，このような色の判断は，波長 という

物理的尺度の関数であるだけでなく，社会的地位

の感覚という自己中心的な尺度の関数でもあると

いうのである。1940年 の大統領選挙の前の調査で

は， 大統領候補のWillkieを 強 く支持している

人hの71%は 彼が選挙で勝つと予測し，弱い支持

者は47%の 人 しかこのような予測をしなかった。

この場合の態度の強さは自我関与の強さと考えら

れ，自我の領域に関わるかどうかによって，予測

に違いが出ることを示 している。

 記憶の領域では，Edwards(1941)の 実験が紹

介されている。彼は1940年 のニュー・ディール政策

に対し賛成，中立，反対の各意見を持つ3群 の被

験者に，ニューデ ィール政策についての文章を聞

かせ，その直後 と3週 間後に46項 目の再認テス ト

を行なった。その結果，正しい答え と自分の態度

との間に葛藤がある時に，記憶の合理化が認めら

れた。つまり，記憶題材は，自我関与した枠組み

に適合しない と，ねじ曲げられた り，忘れ去られ

た りするとい うことを示している。

 Allportに よれぽ，準拠枠 とは，個人の態度，

習慣， 判断の多 くを相互に関連づけ，新 しい 判

断，態度，習慣の形成に影響する何らかの時間的
一空間的または文化的な方向づけを意味する。す

べての準拠枠に常に自我関与があるわけではない

が，それまで無関心であった準拠枠でも，危機に

瀕すると自我関与され，自己の身体の一部のよう

に守られることがある。その例 として，アルザス

地方の人々の二重言語の準拠枠が挙 げ られ て い

る。彼 らは2つ の言語を話すことを当 り前 として

いたが，ナチスによって ドイツ語以外を使 うこと

を禁じられると，それは中心的な重要性を持つよ

うにな り，彼 らはまるで個人的な侮辱を受けたか

のような反応をした。つま り，禁止されることに

よって，彼 らの二重言語の準拠枠が自我関与され

たのである。

 学習は心理学で最 も大きい領域を 占め て い る

が，この領域では自我や興味の重要性が全 く考慮

されてこなかった。 しかし，教育心理学を含むす

べての応用心理学の第1の ルールは，あらゆる子

供 と大人が何らかの成功の経験 と社会的是認を必

要 としているということである。ある領域での成

功は，他の多くの領域での失敗を補っても余 りあ

る。また，心の健康 と幸福は，人間がどこかに何

らかの成功の領域を見つけることにあるように思

われる。つま り，満足させられるぺきものは自我

であって，食欲や性欲などの動因ではない。ほと

んどの学習理論は複数の動因を仮定しており，し

かも，それらすべてが誘因として学習に等しく有

効であるとされることが多い。しかし，多 くの状

況で賞賛が誘因として等しく有効であることを考

慮すれば，少なくとも誇 りや是認に対する欲求な

どの自我動因が，他の動因よりも優勢であること



を認めるべ きであろう。Allportは 知能について，

自我がそれ 自身の問題を解決するための道具であ

ると述べている。従 って，子供の知能を最大限に

するには，自我を最大限に拡大 してやる必要があ

る。また，個人が全 く興味を持っていない事柄で

知能を測定することは，明らかに公正 とは言えな

い。

 ここでAllportは ，学習理論で最も有力な法則

と認められている 「効果の法則」に対する批判も

行なっている。報酬を受けた反応は繰 り返される

とい う，この法則の仮定に問題があるとい うので

ある。報酬を受けた反応は，適切な刺激があって

も，盲目的に繰 り返されるわけではないことが，

多 くの実験によって示 されている。Allportは ，

自我関与のない行動の場合に成功と反復 との間の

関係が強いと述べている。一方，自我関与した行

動の場合，目標や反応は変更 され る。つ ま り，

「効果の法則」は， 自我関与の原理に対 し二次的

なものに過ぎないのである。

 動機づけは，反応を確実なものにするためには

不可欠なものである。Allportは ，これについて，

自我関与的なもの とそ うでないものとを区別すべ

きだ と述べている。ここでは，Huntley(1940)と

Wolff(1932)が それぞれ独立に行なった実験の結

果が示 されている。被験者は，多 くの人々のパ ー

ソナ リティを，その人の筆跡，録音された声，手

の写真，話 し方などの表出行動の記録から判断す

るよう求められる。その際，被験者はごく普通に

動機づけられている。そして，実験の途中で，被

験者は自分自身の表出行動の記録を見せられるの

だが，ほ とんどの被験者はそれを自分のもの と意

識の上では気づかなかった。しかし，そのときの

評定は，よく似た他者の表出行動に比べて，非常

に好意的になった り，ひどく非好意的になった り

して，決して無関心な評定 とは な らな い。さら

に，被験者が自分の記録であることに半ば気づく

と，評定は一層偏ったものとなるが，完全に気づ

くと評定はどっちつかずのものとなる。この結果

は，自我関与システムが，被験者がその理由を知

らないのに，極端に判断に影響することを示して
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い る。 また ， 自我 関 与 の識 閾 が ， 自己 認 識 の識 閾

よ り低 い こ とも示 され てい る。 さ ら に， 動 機 づ け

に関 し て重 要 な こ とは， 自我 に関 わ った 動 機 づ け

とそ うで ない 動 機 づ け とが 異 な る とい うこ とで あ

る。

 要 求 水 準 の 多 くの 研 究 者 は ， 自我 の 概 念 を 全 く

使 用 し て い な い 。 しか し， 要 求 水 準 の 研 究 結 果

は ， 被 験 者 が 自己 評 価 を 可 能 な限 り高 い 水 準 に 維

持 し よ う とす る とい うHoppe(1930)の 仮 説 を ，

直 接 的 あ るい は 間 接 的 に 支 持 して い る。 例 え ぽ ，

Frank(1935 a)に よ る と， 状 況 に 強 く関 与 した 被

験 者 は ， そ うで な い 被験 者 に比 べ て ，達 成 を 望 ん

だ り期待 した りした 目標 と実際 の結 果 との差 が ，

3倍 か ら7倍 も大 き い。 さ ら に ，Frank(1935b)

は， 自我 関 与 した被 験 者 が要 求水 準 を能 力 に合 わ

せ る前 に試 行 を繰 り返 す こ と を 示 し た。 競 争 心

は， お そ ら く自我 関 与 の徴 候 で あ り， 通 常 ， 高 く

一 貫 した 要 求 水 準 を 生 み 出 す
。 しか し， 競 争 を 恐

れ る被 験 者 は ， 恥 を か く危 険 を 避 け るた め に ， 一

貫 して 要 求 水 準 を 低 くす る。 い ず れ に して も， 要

求 水 準 を 決定 す る の は ， 自我 の 要 求 な の で あ る。

 最 後 に ，産 業 心 理 学 の 領 域 に 関 して，Roethlis・

bergerとDickson(1939)やWatson(1939)ら

の結 果 が示 され て い る。 それ に よる と， 従業 員 が

何 よ りも望 ん で い る の は ，仕 事 に対 す る信 用 ， 興

味 の持 て る仕 事 ， 感 謝 ，是 認 ，雇 用 者 や 仲 間 との

息 の合 った 関 係 で あ った 。 従 業 員 は， これ ら の満

足 を 高 い 賃 金 や 仕 事 の安 全 以 上 に望 ん で い る。 つ

ま り， 従 業 員 は ， 以 前 に 考}xら れ て い た よ う な

「経 済 的 人 間(economic men)」 とい うよ りも，

「自我 と して の人 間(ego men)」 なの で あ る。

 以上 の よ うに ，Allportは 心 理 学 の 様 々 な 領 域

で の 自我 の重 要性 を示 して い る 。 こ こで は ， 自我

の概 念 に つ い て の 明確 な定 義 を行 なわ ず に実 験 例

や 具 体 例 を示 した が ，Allportの 用 い る 「自我 」

あ る い は 「自我 関 与 」 とい う概 念 の 二.zア ソ ス

は， こ の よ うな例 か ら汲 み 取 る こ とが で きた の で

は ない だ ろ うか 。 ま さ に， こ の よ うな様hな 現 象

に関 与 し， わ れ わ れ に影 響 を 及 ぼ す もの こそ が ，

心 理 学 が 研 究対 象 とす べ き 「自我 」 な の で あ る。
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 自我については，多 くの哲学者や心理学者が考

察を重ねてきた。特に，19世紀の末か ら20世紀の

前半にかけて，今日の自我研究に大きな影響を与

えているいくつかの理論が生まれている。この章

では，その中でも特に強い影響力を持つ，James

らの自我理論，精神分析学的自我理論，Rogers，

Allportの 自我理論について述べる。 さらに，近

年大きな発展を遂げている実験社会心理学での成

果についても言及 したい。

1.Jamesら の 自我 理論

William Jamesは ， プ ラ グマ テ ィズ ムの 哲 学 者

として 著 名 で あ るが ， 自我 を 最 初 に 心理 学 に お い

て 体 系 的Y'取 り上 げ た心 理 学 者 で もあ る(James，

1890)。James(1892)に よる と，各 個 人 に とっ て

の 宇 宙 は ， 自我 と非 自我 に二 分 され ，す べ て の人

が 各 自の 自我 に唯 一 無 二 の興 味 を抱 い て い る こ と

は ，根 本的 な心 理 学 的 事 実 で あ る。 さ ら に ，他 人

の 自我 に対 して は ， 自分 の 自我 に対 す る の と同様

の 興 味 を 持 つ こ とは で き な い とも述 べ て い る。

 彼 は ， 自我 の分 析 を始 め る に あ た っ て， 自我

(the self)を 主 我(the I)と 客 我(the Me)と に

分けている。Jamesに よれば，全自我は，いわば

二重構造になっていて，半ば被知者であ り半ば知

者であ り，半ば主体であ り半ば客体である。そこ

で彼は，被知者または客体 と'しての自我を客我 と

呼び，知者または主体 としての自我を主我 と呼ぶ

ことにした。 しかし，この両者は識別できる二方

面であるとい うだけで，両者の同一性は否定困難

な常識上の定説であると述べている。

 客我は，考え得 る最も広義においては，人が自

らのもの と呼び得 るものすべての総和を指す。彼

は，客我の構成要素 として，物質的客我(the ma・

terial me)， 社会的客我(the social me)， 精神的

客我(the spiritual me)の3つ を挙げている。

物質的客我には，身体，衣服，直接近親の家族，

住居，財産が含まれてお り，その核心は身体であ

る。われわれはすべて，身体を保護し，美しい服

を着て，自分の家族を養育し，自分のための住居

を見つけて住み，それを改善しようとする盲目的

衝動を持っている。また同じように，財産を集め

ようともする。

 社会的客我は，その人が周囲の他者から受ける

認識である。従って，社会的客我は，その人を認

める個人の数だけ存在することになる。しかし実
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際には，そのような個人はいくつかの集団に分け

られるので，その人の所属する集団の数だけ社会

的客我が存在することになる。その結果 として，

人間はいくつかの自我に分裂 し，場合に よっては

相互に調和 しないこともある。社会的客我の中で

最 も特殊なものは，その人が愛する人の心の中に

あるものである。この自我が認められるか否かに

よって，その人の満足は大きく左右される。

 精神的客我は，自分の様々な意識状態，心的能

力，諸傾向を具体的に集めた全体を意味する。精

神的客我の中では，能動的な感じを伴 う意識状態

ほど中心的である。従って，感覚的なものよりも

情緒や欲望の方が中心的であり，知的過程 よりも

意志決定の方が中心的 となる。

 Jamesは ，客我の構成要素が喚起する感情や情

緒 として，自己評価(self-appreciation)を 挙げて

いる。これには，自己に対する満足と不満足 との

2種 類がある。自慢，自負，虚栄，自尊，尊大，

虚飾は， 自己に対する満足の同意語 で あ り，遠

慮，卑下，当惑，自疑，羞恥，屈辱，悔恨，不名

誉感，失望は，自己に対する不満足の同意語であ

る。このような自己感情の正常な起因は，その人

の実際の成功や失敗，世の中での地位の上下 など

である。しかし，自己満足や不満足は，原始的な

情緒 と考えられ，内臓的 ・有機的な条件によって

も左右 される。

 客我の構成要素は，感情や情緒を喚起するだけ

でなく，人に様々な行為をとらせる。それが自己

追求(self・seeking)と自己保存(self-preservation)

である。Jamesは ，これ らの中に根本的な本能的

衝動が多 く含まれていると述べている。例えぽ，

身体的自己保存の行為には，有用な反射運動，消

化運動，防御運動などがすべて含まれ，身体的 自

己追求の衝動には，狩猟，獲得，家庭建設，機具

製作の本能が含まれている。また，恋愛，友情，

他人の注 目と賞賛 を求 め る欲望や，競争心，妬

嫉，栄誉，影響力，権力を愛することなどの社会

的自己追求も，純粋な本能 と見ることが可能であ

るとしている。一方，精神的自己追求は，1心的発

達に至るすぺての衝動を含み，知的，道徳的，宗

教的向上心などが含まれる。

 このようv'客我には複数の構成要素があるが，

Jamesは ，これらの相互関係についても言及 して

いる。まず，様hな 諸客我は必ず しも並存が可能

とは限 らないので，われわれはそのうちの一つを

選択 し，他を放棄しなけれぽならない こ とが あ

る。その場合，選択 された客我のみが，われわれ

にとっての実在 となる。そして，選択された客我

の失敗は真の失敗 となり羞恥を引き起こし，その

成功は真の成功 となり喜びをもたらすのである。

ところで，成功や失敗 に つ い ての自己感情 とし

て，自尊心(self・esteem)に ついても述べられて

いる。Jamesは ，「自尊心=成 功(success)/願 望

(pretensions)」 と定式化 している。つま り，自尊

心の増大は，大きな成功をおさめることによって

も，願望を小さくすることによっても達成できる

のである。選択された客我 とは，この場合の願望

にあた り，誇 りであると同時に重荷でもある。

 次に，様hな 客我間の階層性について述べ られ

ている。それによると，身体的客我が最 も底辺Y'

あ り，精神的客我が頂上にある。そして，身体以

外の物質的客我 と社会的客我が，その間に位置 し

ている。この階層性 とは，上位の客我の自己追求

や自己保存のために，下位の客我の自己追求や自

己保存が放棄されることを意味している。さらに

Jamesは ，各客我を現実的なもの と可能的なもの

とに区別し，後者の方が重要視される傾向がある

ことも指摘している。例えば，身体の健康のため

に現在の快楽を止めることなどが挙 げ られ て い

る。

 最後に，主我についてのJamesの 理論を見て

みよう。Jamesは ， 主我が 「考える主体」であ

り，これを意識の経過的状態であると考えた。意

識は，一瞬間前の意識を，その所有していたとこ

ろのもの と共に包摂する。つまり，このような意

識の流れを 「考える主体」 と考えたのである。そ

れまでの多くの哲学者は，経過的意識状態の背後

に不変の実体や行為者を想定 している。そして，

「霊魂」，「先験的自我」，「精神」な どは， この不

変的な 厂考える主体」に与えられた名称なのであ

る。 しか し，Jamesは ，自然科学的見地の範囲内

では，この ような実体を仮定 せず，「考 え」それ

自体が 「考えの主体」であるとい う暫定的な解決

を とるべきだ と述ぺている。



 以 上 が ，Jamesの 自我 論 の あ ら ま し で あ る。

Jamesの 理 論 は ，以 後 の多 くの研 究 者 に大 き な影

響 を 与xた 。 中 で もC.H. CooleyとG.H. Mead

は，Jamesの 正 統 な後 継 者 と言xる で あ ろ う。 そ

こ で， こ の2人 の理 論 に も若 干 触 れ て お くこ とに

す る。

 Cooley(1902)は ， 社 会 的 な側 面 を 大 き く取 り

上 げ て 自我 論 を 展 開 した 。 そ うい う意 味 で は，

Jamesの 社 会 的 客 我 を 発 展 させ た とも言 うこ とが

で き る。Cooleyの 理 論 に よ る と， 社 会 か ら離 れ

た 個 人 や ， 個 人 を 離 れ た社 会 は ， 実 際 の経 験 では

あ りえず ， 個 人 の 自己 も ま た他 の人 々 に 対 す る

関 係 を 含 む もの で あ る。 従 って ， 自己 とは 社 会 的

自己 とい う こ と に な る。Cooleyは ，この 社 会 的

自己 の性 質 を説 明 す る た め に ， 反 映 的 自己 ， あ

る い は， 鏡 映 的 自己(the reflected or looking

glass self)と い う概 念 を提 唱 して い る。 鏡 映 的 自

己 は ， 自分 が 他者 の心 に どの よ うに 映 って い るか

を ，他 者 の言 動 や態 度 な どか ら想 像 す る こ とに よ

って形 成 され る一 種 の 自己 観(self-idea)で あ る。

これ に は ，3つ の主 要 な 要 素 が 認 め られ る。 第1

は ，他 の人hの 目に 映 った 自分 の 姿 に つ い て の 想

像 で あ り，第2は ， そ の姿 に対 す る他 の 人hの 判

断 に つ い て の想 像 で あ る。 そ して 第3は ， そ れ に

伴 う誇 り，満 足 ， 屈 辱 な どの 自己 感 情 で あ る。 こ

の 中 で も第2の 要 素 ，即 ち ， 他 の人 々の 判 断 に つ

い て の想 像 は特 に重 要 で あ る。 とい うの も，個 人

に誇 りや 恥 を抱 か せ る の は ，機 械 的 に 映 った 自分

の姿 で は な く， そ の人 に対 す る他 の人 の評 価 や 判

断 の想 像 だか ら で あ る。 この意 味 で は ，社 会 的 自

己 を 鏡 映 像 に た とxる の は， 必 ず し も適 当 で は な

い こ とに な る。 また ， 個 人 の 自己 感 情 は， 彼 の姿

の 映 っ てい る相 手 の性 格 に よっ て も変 化 す る。 率

直 な人 の 前 で は ， ご まか しの 多 い 自 分 の 姿 を 恥

じ， 勇 敢 な人 の 前 では ， 自分 の姿 が 臆 病 に 見axる

こ とを 恥 じ る。 この よ うにCooleyは ， 個 人 に対

す る周 囲 の 人 々 の態 度 や 行 動 に よっ て， そ の個 人

の 自己 概 念 や 自己 感 情 が 規 定 され る こ とを 強 調 し

た 。

G.H. Mead(1934)も ， Cooleyの よ うに 自 我 の
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社会的側面を強調 した学者である。彼は，James

のように，広義の自己(the self)を主体 としての

自己(the I)と 客体 としての自己(the Me)と の

2つ に分けて考えている。人は，他の人々を彼の

対象 とするように，自分自身を自分にとっての客

体 とすることによって，社会の一員 として合理的

で効果的な活動を為 し，適切な態度を とることが

できる。こうした客体的自己を生じさせる基礎 と

なる経験は，身振 りを含む言語活動である。他の

人々との会話の際には，身振 りや発言は，聞き手

に対するの と同じような効果を，話 し手自身にも

及ぼしている。話 し手は，このような自分の側に

映 し出している聞き手の反応を考慮 しながら，自

分の話すことを コソ トロールしてい くのである。

このように，言語活動の際，聞き手の反応を自分

の内に感じ取るところに，自己の生じる基礎があ

る。

 次に客体的自己の発達の土台 となるのは，役割

遊技 とゲームである。 ゴヅコ遊びで何かの役割を

演じている子供は，その振舞いが相手の子供たち

に与えるの と同様の効果を，自分自身の中にも呼

び起こす必要がある。子供は，その役割を演じて

いる自分を客体 として見て，それに対応する態度

を とらなけれぽならない。つまり， 子 供 の中 で

は，自分 とそれに対応するもう一人の自分 との間

で，一種の会話が進行するのである。ここに，主

体 としての自己 と，客体 としての自己の萌芽が認

められる。trｰr.ムになると，参加者は，他のすべ

ての参加者の態度を内的に演ずる必要がある。例

えば野球では，各選手の行動は，他のすべてのポ

ジショソの選手の行動を推測することに基づいて

規定 されている。Meadは ，このような一連のプ

ロセスに含まれる人々の態度の組織的なまとま り

を他者(the other)と 呼び，さらに広い社会での

様々な態度や行動の組織体を，一般化された他者

(the generalized other)と 呼んだ。そして，この
一一般化された他者が，個人の中に自己 という統一

体をつ くると考えたのである。つま り，自己は，

社会の他の人々の，様hな 場面における態度を身

につけることによって形成されるのである。

 それに対 し主体 としての自己は，個人の行動に

個人性や独自性を生じさせる。主体 としての自己
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の行動には不確定的な ところがあ り，実際に行動

に うつされるまでは，当の本人でさえもどのよう

に行動が実行されるかは不確かである。そしてそ

こには，新奇で予測不可能なものが含まれている

のである。それ故，客体 としての自己が，社会の

行動の基準や習慣などの内的に組織された態度 と

して存在していても，主体 としての自己によって

行動が実行に うつされる時には，一種の独 自性が

見 られることになる。全体 としての自己は， この

ような社会的共通性を持った客体的自己 と個性的

な主体的自己 との2つ の側面を持ち，この両者が

一つ となって一個のパーソナ リティを形作ってい

ると考えられるのである。

2.精 神分析の 自我理論

  精神分析学の始祖であるSigmund Freudの 自

我理論が形を整えたのは，1923年 の「自我 とエス」
'にお

いてであ り，それが完成に至ったのは，1934

年の 厂続精神分析入門」においてである。Freud

(1934)は ，意識性を意識，前意識，無意識の3つ

の質に分け，心を超自我，自我，エスの3つ の領

域に分けている。ここでは，主に 「続精神分析入

門」(Freud著 懸田 ・高橋訳，1971)に 基づい

て，これらの性質や機能 と，その相互関係につい

て見ることにする。

 まず意識性の問題について見ると，記述的意味

で 「無意識的」 と呼ぼれるものとは，例えば，作

用の結果から見てその存在を仮定せざるを得ない

が， しか しそれについて，われわれが何も知らな

い ところの，ある心的過程のことである。 ところ

が力動的意味では，無意識的なものを2種 類に区

別するヒ とができる。1つ は，容易に意識的なも

のへ と変えられるもので，もう1つ は，意識的な

ものへの変換が起 こりにくく，それは非常な努力

め結果可能になるか，場合によっては決して可能

にならない とい う無意識である。Freudは ，用語

の意味の曖昧さを避けるために，後者のみを 嘸

意識的」 と呼び，きわめて容易に意識的 となる前

者を 「前意識的」 と呼ぶことにした。 こめようv'

して，意識，前意識，無意識 という3つ の述語を

・用いて，心的現象を記述するに至ったのである。

  しかし，精神分析研究においては，「無意識的」

という述語がさらに第3の 意味で使われる必要が

生じた。それは，通常，自我が心の営みの重要な

一領域を認知することができない とい うことに発

している。この領域における諸過程は，力動的な

意味において無意識的 とい うことができる。そこ

で，「無意識的」 とい う述語を局所的あるいは体

系的な意味にも解 し，心的なものの質 とい うより

も，むしろ次第にある心理的な領域 とい う意味を

持たせるようになったのである。 ところが，この

領域だけが無意識的だ とい うわけではないため，

この領域を 「無意識体系」 と呼ぶこ とはで きな

い。そこで，「無意識的」 とい う語を体系的 な意

味では使用せず，この領域に新しい名称を与xる

ことにした。それが 厂エス(Es)」 である。この語

は， ドイツ語の非人称代名詞で，心理的領分の自

我無縁性をあらわすのに適していると考えられた

のである。

 エスは人格の暗い，近寄 りがたい部分であ り，

自我の対立物である。比喩的に表現するならば，

エスは混沌，沸き立つ興奮に満ちた釜 な ので あ

る。エスはもろもろの欲動からくるエネルギーで

充満しているが，いかなる組織も持たず，いかな

る全体的意志をも示さず，快感原則の厳守のもと

にただ欲動欲求を満足させ ようという動きしか持

っていない。エスにおける諸過程には，論理的思

考法則は通用しないし，エスの中には時間的観念

に相当するものも見出せない。つまり，放出を待

ち望んでいる欲動充当がエスのすぺ て なの で あ

る。

 Freudは ，本来の自我の性格を記述するのにあ

たって，心の最上部層の知覚意識体系に注目して

いる。この体系は外界に向けられていて，外界の

知覚を媒介する。知覚』意識体系は，心全体の感

覚器官であって，外から近寄 って くる刺激だけで

な く，心の営みの内部からくる刺激 を も感受 す

る。自我は，この知覚一意識体系の媒 介 の も と

で，1外界の影響によって変化したエスの一部分で

ある。自我は，刺激を受け入れた り防いだ りする

ようにできている。そして，エスのためになるよ

うに，エスに対し外界を代弁するとい う任務を引

き受けている。自我はこの任務を果たすために，



外界を観察し，外界の忠実な模像を知覚の記憶痕

跡の中に沈澱 させる。また，自我は運動性への通

路を支配しているが，自我は欲求 と行動 との間に

思考作業をはさみ込む ことによって，エスにおい

て支配的な快感原則を王座から退け，その代わ り

に現実原則を据えるのである。このように，エス

が心の営みにおいて無制限な情欲を代表するのに

対 し，自我は理性 と分別を代表することになる。

 超 自我は，これに対 し，良心 と自己監視の機能

を持つ法廷と言 うことができる。精神分析理論で

は，欲動生活の諸欲求 とそれに逆 らう抵抗 との間

の葛藤を，様々な症状の原因と考えてきた。そし

て，このように抵抗し，拒絶 し，抑圧する法廷が

存在すると考えたのである。例}xば ，注察妄想に

悩む患者は，未知の力に絶えず 自分の内密な言動

に至るまで監視されていて，その監視の結果を告

げ知らせる声が幻聴 として聞こえて くる と訴 え

る。この監視の前提 となっているのは，自分が人

に疑われていて，犯せぽ罰せられる厳禁行為の現

場を取 り押さえてやろ うと待ち伏せられていると

い うことである。Freudは ， この 注察妄想の患

者の病像に強い印象を受け，刑罰をもって嚇かす

ような監視の法廷がわれわれの自我の中にあ り，

それは自我の他の部分 と分離しているとい うこと

が，自我の構造上の通例の特色なのではないか と

考えるようになった。そして，われわれが良心 と

呼んでいるものが，実はこの法廷の別の一機能だ

と推測したのである。われわれは，良心がそれを

許さない とい う理由で，快楽を約束して くれる行

為を中止した り，あるいは，その行為の後に良心

から痛烈な非難を持って罰せられ，その行為を行

なったことを後悔する。発達的に見 ると，超 自我

は主に両親 との同一化によって形成 される。そし

て，子供が両親から感じとる完全性は，超 自我に

自我理想 とい う機能を持たせることになる。 自我

は，この自我理想に照 らして自己を測 り，.これを

模倣 しようとし，完全になれ という自我理想の要

求を満たそうとする。 このように，超 自我は，良

心，自己監視， 自我理想 という3つ の機能を担 っ

ていることになる。

 ここで，意識，前意識，無意識 という3つ の意

識性 と，エス， 自我，超 自我 という3つ の領域 と
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の関係について見ることに しよう。エスは，先に

も述べたような概念の形成過程から見ても，無意

識的である。Freudは ，自我 と超自我についてあ

ま り明確には述べていないが，共に前意識的であ

り，若干部分は無意識的であると考えるのが一一般

的である。

 自我 とエスの関係を見ると， 自我は，エスに対

する外界の影響 とエスの意図を有効にはたらかせ

るよう努め，エスの中で拘束されずに支配 してい

る快感原則の位置に現実原則を置 こうと努めてい

る。その一方で，力動的な点におい て 自我 は弱

く・そのエネルギーをエスか ら借 りている。 自我

は，エスからエネルギーを吸い上げるために，例
rxば

，対象との同一化を行ない，エスの リビドー

を自己に向けようとする。 自我は一生涯の うちに

多数の対象充当の沈澱物を自己の中に取 り込んで

いる。自我のエスに対する関係は，馬に対する騎

手の関係に例えられる。馬は動 くためのエネルギ

ーを供給 し，騎手は目的地を定め，馬とい う強い

動物の動きを御する特権を持つ。しかし，しばし

ば，騎手は馬自身の行こうとする方向へ馬を勝手

に行かせな くてはならないこともある。エスと自

我 との間には，このような密接な関係が存在して

いるのである。

 一方，自我はいかなる場合でも厳しい超 自我に

監視されている。超自我は，自我に対 して一定の

規範を突きつけ，自我がそれに従わない場合には

劣等性 と罪悪意識 とい う緊張感情をもって自我を

罰する。さらに，自我はそもそも知覚体系の諸経

験から出てきたものなので，外界の諸要求を代弁

するのは自我の宿命となる。つ ま り自我 は，エ

ス，超 自我，外界とい う3人 の君主に仕え，それ

ぞれの注文 と要求をお互に調和 させようと骨を折

るのである。そして，自我は自分の弱みをさらけ

出さざるを得なくなると，突如として不安状態に

陥る。外界に対 しては現実不安を発生させ，超 自

我に対 しては良心 と不安を発生させ，エスにおけ

る情欲の強 さに対 しては神経症的不安を発生させ

るのである。

 以上のように，Freudの 自我理論は，それぞれ

独 自の役割や機能を持 った 自我，エス，超 自我 と

いう3つ の基本概念に基づき構成されている。精
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神 分 析学 は ，Freud以 降 も発 展 し， 自我 の 問 題 に

つ い て も精 神 分 析 学 的 な立 場 か ら研 究 が進 め られ

て い るが ， 自我 ， エ ス， 超 自我 とい う概 念 は基 本

的 に は継 承 され てい る。 但 し，Freudの 言 う自我

が ， エ ス， 超 自我 ， 現 実 の3者 の要 求 の調 整 役 と

し て受 動 的 に振 舞 うも の であ る の に対 し，Freud

以 降 は ， 自我 を よ り自律 的 な もの と見 る傾 向が 強

くな る 。 例 え ぽ ，Freudの 娘 ， A. Freud(1936)

は，防 衛 機 制 に 注 目 し，自我 の 防衛 的 側 面 に つ い て

明確 に系 統 立 て て論 述 して い る 。ま た，Hartmam

(1939)は ， 自我 が エ スか ら発 達 す る わ け で は な

く， 自我 もエ ス も共 に 共 通 の母 胎 か ら分 化 す る と

考 えた 。 こ こ で は， 精 神 分 析 学 的 自我 心 理 学 者 の

中 で も， 心 理 ・社 会 的 側 面 か ら 自我 の 発 達 に 注 目

したE・H.Eriksonの 理 論 に つ い て 述 べ て お こ

う。

 Erikson(1950，1959)は ， 人 間 の誕 生 か ら死 に

至 る ライ フ サ イ クル を8つ の発 達 段 階 に 分 け ，人

生 の 中 で発 達 さ せ られ るべ き精 神 的 健 康 の構 成 要

素 を8つ 挙 げ て い る。8つ の発 達 段 階 とは，1口

唇 ・感 覚 期 ， 皿筋 肉 ・肛 門 期 ， 皿移 動 ・性 器 期 ，

IV潜在期， V思 春期と青年期， VI若い成年期， VII

成年期，V皿円熟期である。一方，8つ の精神的健

康の構成要素とは，1基 本的信頼の感覚，2自 律

的意志の感覚，3自 発性の感覚，4生 産の感覚，

5同 一性の感覚，6親 密さの感覚，7生 殖性，8

完全性である。そして，1か らVIQの発達段階 と1

から8の 構成要素 との間には対応関係が存在 し，

Eriksonは ，それ を 「漸 成 的 図式(epigenetic

diagram)」 に表している(図2-1参 照)。これによ

ると，各構成要素は，対応する発達段階において

発達させられるべ きもので，例えぽ，1の 基本的

信頼の感覚は，1の 口唇 ・感覚期において発達 さ

せられるぺき構成要素 ということになる。正常な

状態では，すべのの構成要素は初めから何らかの

形で存在しているが，対応する発達段階に至って

初めて優勢にな り，その危機に直面し，永続的解

決を見出す。赤ん坊はきつ く抱かれると怒って自

由に手を動かそ うとするといった特有の振舞い方

をするが，そこには 「自律性」に類似したものが

示されている。 しか し，正常な状態では，赤ん坊

は2歳 になって初めて，自律的存在か，依存的存

在かのどちらかを選ぶ とい う，全体 としての危機



的な選択を経験し始める。また，そ の とき初 め

て，環境 との決定的出会いをするための準備態勢

が整 うのである。各段階ごとに記述されなければ

ならないのは，まさにこの出会いであ り，それに

よってもたらされる危機であるとEriksonは 述

べている。

 精神的健康の構成要素の中で特に重要なのは，

同一性(identity)あ るいは自我同一性(ego iden・

tity)の 感覚である。 この同一性の感覚とは，内

的な不変性 と連続性を維持する能力が，他者に対

する自己の意味の不変性 と連続性に合致する経験

から生まれた自信のことである。人間生活の社会

のジャソグルの中では，この自我同一性の感覚が

なければ生 きているとい う感覚がな くなってしま

う。 自我同一性は，それ以前のすべての同一性の

漸進的な統合か ら発達する。 この発達では，全体

は部分の総和以上の独 自の特質を獲得する。そし

て，最終的な同一性は，青年期の終わ りに確立さ

れる。 このため社会は，各個人の要求に応 じて何

らかの形で公認された子供時代 と大人時代の媒介

期間，即ち，制度化された心理 ・社会的猶予期間

(psychosocial moratorium)を 提供している。最

終的な同一性は，すべての重要な同一化を包括す

るが，それらの同一化群から独自で適切なまとま

りを持った全体を形成している。青年期の終わ り

は，はっきりした同一性の危機の段階であ り，こ

の時，同一性 と対極をなすのが役割混乱あるいは

同一性拡散である。同一性拡散は，自我同一性を

確立する能力を失 うとい う結果 を生 じる。そ し

て，急性の同一性拡散の状態は，通常，青年が肉

体的親密さや，決定的職業選択，激 しい生存 競

争，心理 ・社会的な自己定義などに，同時に身を

賭けることを要求するような一連の諸経験に身を

さらす自分に気づ く時に顕在化する。発生的な見

地から見ると，同一性形成過程は，生得的，体質

的要因，その個体特有な リビドー欲求，恵まれた

能力，重要な同一化，効果的な防衛，成功 した昇

華，ニー貫 した役割などを統合 して行 く構造化の過

程 と言 うことができる。つま り，自我同一性の形

成過程は，自我を統合 していく過程なのである。

 以上のようにEriksonは ，自我同一性 という概

念を用いて，自我あるいはパーソナ リティの発達
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について考察 している。彼はこの概念を通じて，

自我 と社会の相互的な関係や，自我の統合の問題

について示唆に富んだ見解を示していると言える

であろう。

3.RogersとAllportの 自我 理 論

 上 記 の2つ の研 究 の流 れ 以 外 に も数 多 くの 自我

理 論 が あ るが ， こ こ で は，C.R. R6gersとG.W.

Allportの 自我理 論 に つ い て 述 べ る こ とに す る。

こ の2人 の 自我 理 論 は ， 必 ず し も類 似 し てい るわ

け で は ない が ， 個 人 の内 的 な視 点 を 重 視 し， 包 括

的 な視 点 か らパ ー ソナ リテ ィを 捉 え た とい う点 で

共 通 点 を 持 つ 。

 C・R・Rogersは ， ク ライ エ ン ト中 心 療 法 を 提 唱

し， 臨 床 心理 学 に 大 きな 足 跡 を 残 した 人物 として

著 名 で あ る。 こ の療 法 を 裏 付 け る彼 の パ ー ソナ リ

テ ィあ るい は 行動 に つ い て の理 論 に お い て は ，

現 象 の場(phenomenal field)に お け る 自己 構 造

(self structure)あ るい は 自己 概 念(self-concept)

が大 きな意 味 を持 って い る。 以 下 ，Rogers(1951)

の パ ー ソナ リテ ィや 行 動 の理 論 を見 て い く こ とに

し よ う。

 彼 は ，個 人 の経 験 や 知 覚 を重 視す る立 場 を と っ

て い る。 この よ うな考 え方 に よる と， す ぺ て の個

人 が ， 自分 が 中心 で あ る と ころ の， 絶 え間 な く変

化 して い る経 験 の世 界(world of experience)Yこ

存 在 す る こ とに な る。 この経 験 の世 界 は， 現 象 の

場(phenomenal field)と か 経 験 の 場(experiential

且eld)と 呼 ぼ れ ， 有 機 体 に よ っ て経 験 され るす べ

てを 包 含 す る。 そ して，有 機体 は ， この場 を知 覚 ・

体 験 した ま ま の も の と して， この 場 に 対 し反 応 す

る。 す なわ ち， こ の知 覚 の場 が ， 有 機 体 に とっ て

の現 実(reality)な ので あ る。 これ は ， 有 機 体 が

絶 対 的 な現 実 に 反 応 す るの で は な く， 知 覚 され た

現 実 に 反 応 す る こ とを 意 味 して い る。 さ らに ， こ

の 有 機 体 は ，1つ の組 織 化 され た 全 体(an orga・

nized whole)と して ， この現 象 の 場 に反 応 す る

の で あ る。 有 機体 は ，常 に 全体 的 に組 織 化 され た

体 系 で あ り， そ の体 系 に お い て は ， あ る 部 分 の 変

化 は ， 必 ず 他 の 部 分 に 何 らか の変 化 を もた らす 。

 次 に ，要 求(need)， 行 動 ，情 動 の関 係 に つ い て
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見てみよう。彼によると，有機体には1つ の基本

的な希求 、(striving)がある。 それは， 自分 自身

を現実化 し，維持し，強化することである。この

現実化 とは，有機体の指向的な側面について述べ

たもので，有機体が成長，成熟，自己実現などを

目指すことを意味 している。すべての要求は，こ

のような有機体が自己を維持し，強化しようとす

る傾向から生起し，すべての要求は，このような

基本的な傾向 と結び付いている。人間とい う有機

体の場合は若干異なるが，行動 とは，知覚された

場において，噛自分が経験 した要求を満足させ よう

とする目標指向的な企てである。そして，情動 と

は，このような 目標指向的な行動に 伴 った も の

で，一般的にはこのような目標指向的な行動を促

進するものである。情動は，基本的には2つ のグ

ループに分けられる。1つ は不快あるいは興奮し

た感情で，もう1つ は平穏なあるいは充足 した情

動である。前者は，有機体の行動 という目標追求

的な努力に伴い，後者は，要求の充足，す なわ

ち，完成的な経験に伴 う傾向がある。情動の強さ

は，有機体の維持 と強化に対 して持つ行動の意味

の知覚によって変化する。有機体の生死を決定す

ると知覚されるような行動は強い情動を伴い，噛有

機体にとってわずかな意味しか持たないと知覚さ

れた行動は穏やかな情動を伴 う。そして，行動を

理解するために最 も有利な観点は，その個人 自身

の内的な準拠枠(internai frame of reference)

から得られる。個人の経験の場を十分に知ること

のできる唯一の個人は，その個人自身である。従

って，できる限 りその個人の目を通して経験の世

界をながめることにより，その個人の行動は最も

よく理解されることになる。しかし，その個人の

準拠枠についての知識は，その個人とのコミュニ

ケーショソに依存 してお り，そのコミュニケーシ

ョソは常に誤 りを含んでいる。従って，準拠枠の

理解も不正確なものとなる。

 彼はジこのような基本的な考え方 を示 した 上

で，自己についての理論を展開している。まず，

自己は，全体的な知覚の場の一部が分化したもの

として述ぺられている。これは，自己の発達につ

いて述べたもので，幼児が発達するにつれて，全

体的な私的世界の一部が，次第に 「私(me，1，

myself)」 として認識されるようになることを意

味している。さらに，環境，特に他者 との相互作

用の結果 として，自己の構造(the structure of

self)が 形成される。この自己の構造は，「私」の

特質や関係についての知覚が組織化された，層流動

的だが首尾一貫 した概念のパターソである。そし

て，これらの概念に結び付けられている価値も自

己の構造の中に組織化されている。この自己の構

造は自己概念 とほぼ等価なもの と考えて差 し支え

ないであろ う。様hな 経験に結び付けられている

価値や 自己構造の一部である価値は，ある場合Y”

は有機体によって直接経験されるが，ある場合に

は他人から取 り入れられた り受け継 が れ た りす

る。しかし後者の場合でも，あたかも直接体験さ

れたかのように，歪めた形で知覚され るの で あ

る。様hな 経験が自己 との関連でどのように扱わ

れるかについては，3つ の場合が考xら れる。1

つめは，何らかの自己 との関係へ と象徴化され，

知覚され，組織化されるとい う場合で，2つ めは，

自己構造 との関係が全然知覚されないため無視さ

れる とい う場合である。そして3つ めは，その経

験が自己の構造と矛盾するため，象徴化を拒否さ

れるか，あるいは，歪曲されて象徴化をされる場

合である。この中で特に注意を必要 とするのは3

番 目の場合である。これには意識的な知覚の拒否

の場合もあるが，それ よりも重要 なの はFreud

の言 う抑圧(repression)に あたる場合である。こ

のような場合には，有機的な経験はあるが，この

経験の象徴化が存在しないか，あるいは，歪曲さ

れた象徴だけが存在すると考rxら れる。それは，

有機的な経験の適切な意識的な表象が，自己の概

念と完全に矛盾すると考xら れるためである。自

己と行動の関係については，次のように述ぺ られ

ている。有機体によって採択される行動の仕方は

ほとんど，自己概念 と首尾一貫 している。これに

は例外もあるが，有機体が，何 とかして自分の要

求を満足させようとする時にとる形式は，自己概

念 と首尾一貫している形式でなければならない。

これは，自己概念が行動の形式を統制しているこ

とを意味している。 ところが，行動は象徴化され

ていない有機的な経験や要求から起こる場合もあ

り，このような行動は自己の構造と矛盾すると考



えられる。しかし，このような行動はその人自身

によって，自分のものとは認められないのである。

 Rogersは ，このような自己の理論に基づいて，

心理的不適応の問題についても考察している。そ

れによると，心理的不適応は，有機体が重：要な感

官的 ・内臓的経験を意識することを拒否 し，その

ような経験が象徴化されず，自己構造のゲシュタ

ル トへ と組織化されない時に存在する。そしてこ

のような状態が存在する時には，基本的あるいは

潜在的な心理的な緊張が存在する。これは，現に

あるがままの自分を体験 している有機体 と，行動

に対 して統治的な影響を及ぼしている自己概念 と

の間に食い違いがあることを意味している。それ

に対し心理的適応 とは，自己概念が象徴のレベル

において，有機体の感官的 ・内臓的経験をことご

とく自己概念と首尾…貫 した関係に同化 している

か，あるいは，同化するであろう時に存在する。

つまり，心理的適応は，自己概念が，少なくとも

おおざっぱに有機体の一・切の経験 と一致する時に

存在するとい うことである。また，自己の構造 と

矛盾 ・対立するあらゆる経験は，何 らかの脅威と

して知覚され， このような知覚が多 くなるほど，

自己構造はそれ 自体を維持するように強固に組織

化される。これは，脅威 とそれに対する防衛につ

いての記述 と言える。このような防衛によって，

象徴化を拒否された り歪曲されて象徴化される感

官的 ・内臓的経験が多 くなるほど誤った構造が維

持されるようにな り，新 しい経験が脅威として知

覚される見込み も大きくなる。結果 として，個人

において防衛的な行動が拡大することになるので

ある。

 それでは次に，このような不適応に対するセラ

ピィについての考え方を見 ることにしよう。それ

によるとまず， 自己の構造に対 しての基本的に何

らの脅威も含んでいない条件のもとでは，自己構

造 と矛盾 ・対立する経験は，知覚され，検討され

るようにな り，自己構造は，このような経験を同

化し包含するように修正されるようになる。つま

り，このような条件のもとで自己構造の再組織化

が行なわれるのである。そして，個人が自分の感

官的・肉体的経験の一切を知覚し，それを首尾一貫

した統合された1つ の体系へ受容するならぽ，必
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  図2-2CombsとSnyg9(1959)の 現象の場

然的に他の人々を より一層理解 し，独立 した個人

として受容できるようになる。これは，セラピィ

の結果，より一層気楽に自分自身のままであ り，

より一層自分自身に確信を持った人が，他人 との

関係においてより一層現実的にな り，より良い相

互的な人間関係を発展させるという彼の臨床経験

に基づいている。自己構造の再組織化の過程にお

いて，自分の有機的な経験を，ますます多 く自己

構造へ と知覚し受容するにつれて，個人は，歪曲

されて象徴化 されていた自分の内面への投影に大

きく基礎づけられた，現在の価値体系を，次々と

起 こっている有機体的な価値づけの過程へ と置き

換えていくのである。

 このようにRogersの 自己理論では，現象的な

場における自己の知覚 や，組織化 され た自己構

造 ・自己概念と有機体 としての感官的 ・内臓的な

経験 との関係が問題 とな っ てい る。現象的な場

と，自己の知覚あるいは現象的自己については，

CombsとSnyg9(1959)の 考え方 とよく似てい

る(図2-2参 照)。しかし，彼らが明確に意識され

た知覚を中心に理論を展開したのに対 し，Rogers

は感官的 ・内臓的な経験 という曖昧な知覚体験や

抑圧の問題を扱っている点で異なる。これは，彼

が意識にのぼったものだけを問題 としているので

はな く，広い意味での経験すべてを問題 としてい

ることのあらわれ と言えるであろ う。Rogersの

セラピィの考え方は，大 ざっぱ に言って し まえ
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ば ， 自分 の感 官 的 ・内 臓 的 経 験 を 知 覚 し， 受 容 す

る こ とに よ っ て， 自己 構 造 を再 組 織 化 す る こ とに

あ る。 これ は，Freudの 治 療 法 とも通 じ る も のが

あ るが ，Freudが 自我 そ れ 自体 の構 造 を ほ とん ど

問 題 に しな か った のに 対 し，Rogersが 自己 自体

を構 造 化 され た も の とし て捉x， そ の再 組 織 化 を

セ ラ ピ ィの 中心 問 題 に据 え て い る こ とは， 注 目に

値 す る で あ ろ う。

次 に ，G.W. Allportの 自我 理 論 につ い て見 る

こ とに し よ う。Allport(1943)は ，第1章 で も取

り上 げ た よ うに ， 自我 ・自己 の現 代心 理 学 に 置 け

る重 要 性 を 指 摘 した 。 この 中 で彼 は ， 自我 あ る い

は 自己 の 概 念 の 多 様性 を示 した 。 しか し，Allport

(1955)は ， 自我 ・自己 の 概 念 が 何 で も屋 と して い

い 加 減 に 使 用 され ，結 果 とし て 自我 ・自己 の 研 究 に

害 を 及 ぼ す こ とを 憂 慮 した 。 ま た ，心 理 学 が 最 初

に や る べ き こ とは ， 個 人 に と って 重 要 な こ とを弁

別 す る こ とで あ る と主 張 して い る。彼 は ， この よ

うな 考 え 方 に 基 づ い て ， プ ロ プ リウ ム(proprium)

とい う概 念 を 用 い る こ とに した 。 これ は ， わ れ わ

れ が 特 に 自分 の もの だ とみ な す ， わ れ わ れ の 生 活

の す べ て の 領 域 を 指 す 。 そ して ， この プ ロ プ リウ

ムの 主 要 な 機 能 と特 性 を 以 下 の よ うに8つ に 分 け

て述 べ てい る。

① 身体感覚(bodily sense)： これは発達的に見

 て，我々が最初に出会 う客我(me)で ある。こ

 れは，内臓や筋肉などの有機体の中で起 こる感

 覚の流れで構成されている。この感覚の流れは

 通常はぼんや りとしか経験されず，しぼ しぼ全

 く気づかれないが，身体的な運動に伴 う興奮や

 感覚的な喜びや痛みの瞬間には意識にあらわれ

 る。身体感覚は，自己の感覚すべてを説明する

 ものではないが，自己意識の生涯を通 じての基

 盤 となるものである。

② 自己同一性(self-identity)： われわれは，昨

 日の思考の一部を今日覚sxて いて，今日の思考

 の一部を明日も覚えている。そして，それらが

 同一人物のものであることを主観的に確信 して

 いる。このような状況は，神経筋 システムの器

 官的な連続性が主要な要因になっているが，こ

 の過 程 に は， 神 経 に よ っ て可 能 とな る記 憶 力 以

 上 の もの が含 まれ て い る。 幼 児 は， 自分 の着 衣

 や 名 前 ，社 会 的 な相 互作 用 に よっ て 自他 の分 離

 を行 な い ， 徐 々 に この 感 覚 を発 達 さ せ る。 しか

 し， 自己 同一 性 の 発 達 に は 困 難 が 伴 い ，4，5

 歳 に な る ま で は 安定 しな い 。

③ 自我 高 揚(ego・enhancement)： これ は ， プ ロ

 プ リウ ムに お い て 最 も有 名 な 特 性 で あ り， 厚 か

 ま しい 自己 追 求(self-seeking)を 意 味 す る 。

 わ れ わ れ は， 本 質 的 に 自己 主 張 の 衝 動 や 自己 満

 足 ， 誇 りの感 情 を 持 っ て お り， 自我 高 揚 は ， 生

 存 の要 求 と結 び付 い て い る も の と考xら れ る。

④ 自我 拡 大(ego-extension)： 学 習 の結 果 ， 子

 供 は所 有 や 愛 の対 象 物 ，や が て は， 理 想 とな る

 主 義 ・主 張 や 忠 誠 心 に 関 心 を 持 つ 。 つ ま りこれ

 らは ，個 人 が 「私 の も の(mine)」 と呼 ぶ 対 象

 で あ り， 重 要 と思 う対 象 であ る。 わ れ わ れ は ，

 成 長 す るに 従 っ て， 集 団， 近 隣 ， 国 家 と同 一 視

 し， それ らが わ れ わ れ に とっ て重 要 な問 題 とな

 る。 しか し， 他 の人 々 の家 族 ， 国家 ，所 有 物 は

 そ うな らな い。

⑤ 合 理 的 な対 処者(rational agent)： これ は ，

 内 界 の 要 求 と外 界 の現 実 とを総 合 す る 自我 の特

 性 を 指 して い る。 こ れ は ，Freudの 言 う自我

 (ego)と ほぼ 同義 で， 防衛 機 制 を 行 な う。 しか

 し， 真 の問 題解 決 ， 適 切 な 適 応 ， 正 確 な 計 画 ，

 比 較 的 誤 りの 少 な い 人 生 の方 程 式 の解 決 な ど も

 行 な うこ とが で き る。

⑥ 自己 像(self-image)： これ は 現 象 的 自己 とも

 呼 ぼ れ ， 現 在 の セ ラ ピィで は ， こ の 自己 像 の精

 査 ， 矯 正 ， 拡 大 に 患 者 を 導 くこ とが 行 な わ れ て

 い る。 自己 像 に は， 自分 の現 在 の能 力 ， 地 位 ，

 役 割 とい う側 面 と， 自分 が な りた い も の， 自分

 に とっ て の要 求(aspirations)と い う側 面 との2

 つ が あ る。 後 者 は， 理 想 的 自己 像 とも呼 ば れ ，

 プ ロプ リウム の想 像 的 な側 面 とな っ て い る。

⑦ 固有 的 希 求(propriate striving)： 動 機 づ け

 に は ， 固有 的 な も の と周 辺 的 な も の との2種 類

 が あ る が ， これ らを弁 別 す る こ とは難 しい。 し

 か し， 自我 関 与 した 行 動 は ， そ うで な い行 動 と

 明 か に 異 な る。 固有 的 希 求 の 特徴 は ，平 衡 に抵

 抗 し，緊 張 が維 持 され る こ とで あ る。 また これ



 は ， 葛藤 に取 り囲 まれ た時 に ， パ ー ソナ リテ ィ

 の統 一 に 向か う とい う点 で も他 の動 機 づ け と異

 な る。 そ し て， 個 人 の存 在 に とっ て中 心 的 とみ

 な され る長 期 的 な 目標 の 所 有 が ， 人 間 と動 物 ，

 大 人 と子 供 ，健 康 な パ ー ソナ リテ ィ と疾 患 とを

 区 別 す るの で あ る。

⑧ 知 者(the knower)： プ ロ プ リウム の他 の機

 能 か ら超 越 した よ うな 認 識 を 行 な う 自己 ， す な

 わ ち， 知 者 が あ るか ど うか に つ い て ，James

 は ， 思 考 そ の もの が 思 考 す る者 で あ る として 存

 在 を 否定 した 。 しか し，知 者 として の 自己 は ，

 最 終的 で不 回避 的 な仮 定 と して あ ら わ れ て く

 る。 知 る こ とは， 「特 に 自分 の も の」 で あ る と

 ころ の 状 態 であ り， これ は プ ロプ リウ ムの 明確

 な 機 能 の1つ であ る。

 Allportは ，以上のようにプロプリウムを説明

しているが，後に，異なった見解を示 して い る

(Allport，1961)。 そこではまず，プロプリウムを

①から⑦ まで とし；⑧の知者を除い て考}xて い

る。そして，プロプリウムに被知者 としての客我

の位置を与えている。彼は，知者を含めた主動者

としての自己を，パーソナ リティの内部の固有の

体系から切 り放 して考えることを心理学において

は避けるべきだ と主張 しており，これはその姿勢

を反映したもの と言えるであろ う。確かに，これ

らのほ とんどは知覚，感覚の対象であ り客我 と考

えられるが，⑥の合理的対処者は，知覚や感覚の

対象ではなく，主動的な役割 も果たしている。そ

うい う意味では，なぜこれがプロプリウムに含ま

れるのか とい う疑問も残る。

 もう1つ の違いは，発達的な段階に従って，7

つのプロプ リウムの要素が提示されていることで

ある。そ れ に よる と，①身体感覚，② 自己同一

性，③自己高揚は誕生から3才 までの間にあらわ

れ，④ 自我拡大 と⑥自己像は4才 から6才 までの

間にあらわれる。その後12才 までの間に⑤合理的

な対処者があらわれて，⑦固有的希求は青年期に

あらわれるとされている。⑤ と⑥の順序が入れ替

わっていることからも，1955年 の時点でのプロプ

リウムは，明確な発達的位置づけを持っていなか

ったものと思われる。
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 全 体 的 に見 る と，プ ロ プ リウ ムは ，他 の 自我 ・自

己 の理 論 を 参 考 に し て， 包 括 的 な視 点 か ら導 き出

され た もの と考 え られ る。 しか し これ は ， 単 な る

理 論 の 寄 せ 集 め で は な く， 概 念 的 とい うよ りも感

覚的 な 統一 を 持 って い る。彼 が 自己 の こ とを 「生

活 の 暖 か い ， 中心 的 な ，私 的 な 領 域」(Allport著

今 田監 訳 ，1968，p.137)と 述 べ て い る こ とか ら

もわ か る よ うに ， こ の よ うな 統 一 は， 生 身 の個 人

の 視 点 か ら考 察 を 行 な うこ とに よ って 得 られ た も

の と言 え る で あ ろ う。

4・ 実験社会心理学での 自我 ・自己の

  研究

 第2次 大戦以降，アメリカでは実験社会心理学

が盛んにな り，現在では自我 ・自己に関する実験

的な研究が多 く為されている。 しかし，自我 ・自

己は，実験社会心理学において，はじめから中心

的なテーマであった とは言えない。先にも述ぺた

ように，Allport(1943)が 心理学における自我の

問題の重要性を指摘したのも，実証的な研究にお

いてあま り自我 ・自己が問題にされていなかった

からにほか な らな い。Allportの 講演の後，自

我 ・自己に関する実証的研究は盛んになったが，

実験社会心理学において自我 ・自己が特に大きく

問題にされるようになったのは，1960年 以降にお

いてと言えるであろ う。実験社会心理学が自我 ・

自己の問題を大 きく扱 うようになったのには，主

に2つ の理由がある。1つ は，社会心理学での重

要な領域である態度研究において， 自我 ・自己が

問題 とされるようになったためである。もう1つ

の理由は，実験社会心理学が扱 う一般的なモデル

がそれだけでは十分な説明力を持たず，個人差を

変数 としてモデルに加えるようになったためであ

る。この個人差の変数は，従来は既存のパーソナ

リティ理論から導き出されるものが用いられてい

たが，次第に，社会心理学者が独自の変数を見つ

けてモデルに加えるようになったのである。ここ

では，この2つ の理由に即して，実験社会心理学

の成果を見ることにしよう。

 まず，態度理論において非常に注 目を集めたも

の として，Festinger(1957)の 認知的不協和(COg一
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nitve dissonance)理 論 が あ る。 この理 論 の概 略

は 以下 の よ うな もの で あ る。 まず ，個 人 の認 知 要

素 間 に矛 盾(非 一 貫 性)が あ る と不 協和 が生 じる。

そ して ， この不 協和 は不 快 感 を伴 うた め ，個 人 は

不 協 和 を低 減 す る た め に認 知 自体 を変 容 させ て ，

認 知 要 素 を一 貫 した も の に す る。Festingerと

Carlsmith(1959)は ， この理 論 に基 づ い た実 験 を

行 な った 。 そ の実 験 に お い て 被験 者 は ，非 常 に退

屈 な 作業 を させ られ た後 ，作 業 に つ い て 何 も知 ら

な い 他者 に そ の作 業 を 面 白い と告 げ な け れ ば な ら

な くな る。 しか も， こ の時 巧 み な 実 験 操 作 に よ っ

て ， 被験 者 は ， 自 由意 志 に 基 づ い て こ の よ うな 発

言 を す る こ とに な る。 つ ま り， 作 業 が つ ま らな い

とい う自分 の作 業 に 対 す る態 度 と， それ を 面 白い

と他 者 に 発 言 した とい うこ と との間 に 不 協 和 が 生

じ る の で あ る。 実 験 に おい て， 被 験 者 は3つ の条

件 に 分 け られ て い て ， そ の 内 の1つ の グ ル ー プ

は， 他 者 に そ の よ うな発 言 をす る こ とに 対 し1ド

ル の報 酬 を受 け 取 り，別 の グル ー プ は報 酬 とし て

20ド ル を受 け 取 る こ とに な っ て い る。 最 後 の グル

ー プ は ，報 酬 も受 け 取 らず ，他 者 に対 し発 言 も し

な い 条件 に な っ て い る。 最 後 に被 験 者 は ，作 業 の

面 白 さ に つ い て の評 定 を 求 め られ る が，そ の結 果 ，

1ド ル を受 け た っ た 被験 者 が 最 も作 業 を面 白 い と

評 定 した 。 こ の 結 果 をFestingerとCarlsmith

は ， 次 の よ うに説 明 して い る。 作 業 が 面 白い と述

べ た とい う認 知 とそ れ は 報 酬 のた め で あ る とい う

認 知 とは 協 和 で あ る。 不 協 和 の強 さは ， 協 和 と不

協 和 を 含 め た 認 知 の総 量 に 対 す る不 協 和 の総 量 に

よ って 決 定 され る。 報 酬 を1ド ル 受 け 取 った 被 験

者 は20ド ル 受 け 取 った 被 験 者 に 比 べ て， 報 酬 のた

め に や った とい う協 和 の認 知 が 少 な くな り， 従 っ

て 不 協 和 が 強 くな る。 そ のた め に ， 作 業 が 退 屈 だ

とい う認 知 が 変 容 した の であ る。

 FestingerとCarlsmithの 実 験 に対 して ， Ne1，

Helmreich， Aronson(1969)は 別 の視 点 か ら の解

釈 を 加 え て い る。 彼 ら は，自己 概 念(self・concept)

を 変 数 と して用 い て ，解 釈 を行 な っ て い る。 それ

は ，FestingerとCarlsmithの 実 験 に お い て不 協

和 だ っ た の は ， 「作 業 が つ ま らな い 」 と い う認 知

と 「作 業 が面 白 い と他 者 に告 げ た」 とい う認 知 と

の 間 で は な く， 「自分 は 善 良 で 立 派 な 人 間 だ 」 と

い う自己 に対 す る認 知 と， 「私 は不 正 直 な 行 な い

を して ，他 者 に害 を与x.た 」 とい う認 知 との間 だ

とい う もの で あ る。 つ ま り， 自己 概 念 と自分 の行

動 との 間 に不 協和 が起 こっ た た め に ，態 度 変 容 が

起 こっ た とい うの で あ る。 彼 ら 自身 が 意 識 し てい

た か ど うか は 別 と して ，彼 らの視 点 は ，態 度 理 論

に 自我 ・自己 の 問 題 を 持 ち込 ん だ こ とに な る。 す

な わ ち ， 個 人 に とって の重 要 な態 度 の1つ と して

自分 自身 に対 す る態 度 が 存 在 して お り， そ の態 度

が 維 持 され る よ うに 他 の態 度 が 変 容 す る こ とを 意

味 して い る。 そ れ まで の態 度理 論 が態 度対 象 と し

て扱 って い た も のは ， 主 に 自己 に とって外 的 な も

の であ った が ， 態 度 対 象 として の 自我 は ， あ る意

味 で， 最 も重 要 な 態 度 対 象 と言 え るで あ ろ う。 こ

の よ うに 対 象 とし て扱 わ れ る 自我 に つ い て は ，

James(1892)の 客 我 に も通 じる もの が あ る。 こ

の場 合 の 自己 概 念 は ， お そ ら く精 神 的 客 我 と考 え

られ るべ き もの で あ ろ う。

 FestingerとCarlsmithの 実 験 の結 果 を 全 く新

しい視 点 か ら解 釈 した ものが ，Bem(1967)の 自

己 知 覚理 論(self-perception theory)で あ る。 こ

の理 論 は ，人 間 が 自分 自身 の行 動 の観 察 に基 づ い

て ， 自己 の態 度 を推 定 す る とい う もの で あ る。 彼

は ， この理 論 の 妥 当性 を示 す た め に1つ の実 験 を

行 な った 。 そ の実験 で は ， 被験 者 にFestingerと

Carlsmithの 実験 手 続 きを 描 写 した 録 音 テ ー プを

聞 か せ ， 録 音 テ ー プ の中 に 登 場 す る被験 者 の態 度

を 推 定 させ た 。そ の結 果 ，FestingerとCarlsrnith

の実 験 の結 果 と類 似 した 結 果 を得 た ので あ る。 こ

の実 験 は， 必 ず し もBemの 理 論 がFestingerの

理 論 よ りも妥 当 性 の高 い も の であ る こ とを 示 して

い る とは言xな い が ， 自我 ・自己 の問 題 に対 し興

味 深 い示 唆 を 与xて くれ る。 それ は ， 個 人 が 自分

自身 を ど れ だ け 知 っ てい る のか とい う問 題 で あ

る。 彼 の理 論 は， 態 度 の よ うな 内 面 的 な 事 柄 で あ

っ て も ，個 人 が それ を 必 ず し も 明確 に 把 握 し てい

る とは言 え な い こ とを示 唆 して い る。 これ の傍 証

と して は ，SchachterとSinger(1962)の 実 験 が

挙 げ られ る 。 この 実 験 は ，個 人 が 自分 の生 理 的 ・

情 動 的 状態 を外 的 な手 が か りに よ って解 釈 す る こ

とを示 して い る 。 この よ うな現 象 が常 に起 こる と

は 言 え な い に して も， 個 人 に とって 自分 自身 が 必



ず しも明 確 で 確 か の もの で は な く，不 確 か さ を 持

った もの で あ る と言xる で あ ろ う。

 DuvalとWicklund(1972)は ， 自己 に注 意 を

向 け る こ とが及 ぼす 様 々 な影 響 に注 目 して ， 自己

客 体 視 理 論(objective self-awareness theory；)を

提 唱 した 。 こ の理 論 に関 す る一 連 の研 究 では ， 実

験 的 な操 作 に よ っ て被 験 者 の注 意 を 自己 に 向 け さ

せ てい る。 例 え ば ， 被 験 者 自身 の声 や 姿 を 録 音 テ

ー プ
， ビデ オ ・テ ー プ， 鏡 を 用 い て 被験 者 に示 し

た り， 被験 者 の前 に テ レ ビ ・カ メ ラを 置 く とい う

よ うな操 作 が行 なわ れ て い る。 こ う して 自己 に対

す る注 意 が高 ま った 時 に 自分 につ い て の肯 定 的 な

フ ィ ー ド ・パ ッ クを受 け る と， 被 験 者 は 自己 を 高

く評 価 す るが(lckes， Wicklund，&Ferris，1973)，

フ ィー ド ・バ ッ クが 否 定 的 で あ っ た り， フ ィ ー

ド ・パ ックが な か った りす る と， 自己 を低 く評 価

す る(Wicklund，1975)。 ま た ， 自己 に対 す る注

意 が 高 い時 に は低 い時 と比 べ て ， 自分 の行 為 の結

果 を 自分 に帰 属 させ る傾 向が 強 い こ とも示 され て

い る(Duval&Wicklund，1973)。

 自己 客体 視理 論 で は ， 自己 に 注 意 が 向 け られ た

状態(states)に 注 目 した のに 対 し， Fenigstein，

Scheier， Buss(1975)は 個 人 の特 性(traits)と

い う視点 か ら分 析 を行 な った。 つ ま り， 自己 に対

す る注 意 の強 さ に おけ る個 人 差 の分 析 を 行 な った

の であ る。 彼 ら は， こ の特 性 を 自意 識(self-con-

sciousness)と 呼 び， そ れ に 関 わ る項 目で 質 問 紙

を 構成 して 因 子 分 析 を 行 な った 。 そ の結 果 ， 自意

識 が 私 的 自意 識(private self-consciousness)と

公 的 自意識(public self-consciouness)の2つ の

因 子 に分 離 で き る こ とを示 した 。 私 的 自意 識 は，

自己 の 内面 や 感 情 ， 気 分 な ど の他 者 か ら直 接 観 察

され な い 自己 の側 面 へ の注 意 の強 さを 示 し， 認 知

的 で 私 的 な 自己 へ の関 心 を 扱 って い る。 そ れ に 対

し， 公 的 自意 識 は ， 自己 の 服 装 や 髪型 ， 他者 に対

す る 言動 な どの 他者 が 観 察 し得 る 自己 の 側面 に対

す る注 意 の強 さ を示 し，社 会 的 な対 象 とし て の 自

己 に対 す る意 識 や 関 心 を 強 調 して い る。 これ は ，

個 人 の認 知 や 関 心 の対 象 とな る 自己 が ， 大 き く分

け て2つ の側 面 を 持 つ こ とを 示 唆 し て い る。 特

に ， 公 的 自意 識 は ，James(1892)の 社 会 的 客 我

やCooley(1902)， Mead(1934)の 自我 論 とも関
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連 を 持 って お り， 自我 の社 会的 側 面 の重 要 性 を実

証 的 に示 した もの と言xる 。 そ の一 方 で ，私 的 自

意 識 の存 在 は ， 自我 が社 会 的 側 面 以 外 の側 面 も持

っ て い る こ とを 示 し て い る と言 え る で あ ろ う。

 そ の ほか の研 究 の流 れ とし て 自発 的 な 自己 概 念

(spontaneous self-concept)を め ぐる 研 究 が あ る 。

これ は ，McGuireを 中 心 とし て行 な わ れ てい る研

究 で(e・9・，McGuire&McGuire，1981；McGuire，

McGuire，&Winton 1979；McGuire&Padawer-

Singer，1976)， 被 験 者 が 自発 的 に記 述 した 自己 の

特 徴 の分 析 を行 な っ て い る。 例 え ば ，McGuire

ら(1979)は ， 小 学 生 の 自発 的 な 自己 概 念 と家 族

構 成 との関 連 を 分 析 し， 女 性 が 大 多 数 を 占め る家

族 の男 子 は ， そ うで な い 男 子 に 比 べ て， 自発 的 な

自己 記 述 に お い て性 別 に よ り多 く言 及 し， 女 子 に

お い て も同 様 な結 果 が得 られ る こ とを示 した 。彼

ら の研 究 は ， 自己 概 念 を研 究 者 の視 点 か ら だ け分

析 す る の で は な く， 自発 的 で顕 在 的 な 自己 概 念 を

分 析 す る こ とに よ っ て， 被 験 者 に とっ て ど の よ う

な 側 面 が 重 要 な 意 味 を もつ のか を 実 証 的 に 示 した

も の として 評 価 で き る。 また ， こ の よ うな 自己 概

念 の 顕 在性 に つ い て は ， ほ か に も興 味 深 い 研 究 が

あ る。 そ れ は ，Markus(1977)のself-schemata

につ い て の研 究 で あ る。 これ は ， 自己 に関 す る認

知 的 な情 報 処 理 に 注 目 した も の であ る。 彼 女 に よ

る と，self-schemataは ， 過 去 の経 験 か ら導 き出

され た 自己 に 関 す る認 知 的 な 一 般 化 で ， これ は ，

自己 に 関 す る情 報 の処 理 を組 織 化 し，方 向 づ け る

もの とされ て い る。 彼 女 の実 験 で は ， 自律的(in-

dependent)な 被 験 者 が ， 自律 性 に関 連 す る特 性

を あ らわ す 形 容 詞 に よ り速 く反 応 す る こ とが 示 さ

れ て い る。 自発 的 な 自己 概 念 やself・schemataの

研 究 は ， 自己 概 念 を 含 む 自己 に 関 す る情報 が組 織

化 あ る い は構 造 化 され て お り， そ の構 造 の 中 で の

位 置 づけ に よっ て異 な る意 味 を持 つ こ とを 示 唆 し

てい る。

 以 上 が ， 実 験 社 会 心 理 学 に お け る 自我 研 究 の成

果 を 概 観 した も ので あ る。 こ こで は 主 に ， 自我 ・

自己 に つ い て の 全 く新 しい 視 点 を実 証的 な方 法 を

用 い て示 した 研究 を 中心 に言 及 した。 これ ら の研

究 は ， 自我 ・自己 を総 合 的 に扱 っ て い る とは言 え

ず ， あ る意 味 では 非 常 に 局 所 的 な 研 究 もあ る。 し
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かしながら，ここで得られた視点は，自我 ・自己

を総合的に考える上でも貴重なものと言えるであ

ろう。従って，今後このような研究の蓄積が行な

われていけば，自我 ・自己の総合的な理解が進む

ものと期待される。

 本 章 で は， 自我 ・自己 に つ い てい くつ か の理 論

を見 て きた 。 自我 ・自己 に つ い て の考 察 は 多 くの

研 究 者 に よ っ て為 され て お り， こ こで は そ のほ ん

の一部を概観 したに過ぎない。しかし，ここに挙

げた理論だけを見ても，自我 ・自己の多様性 と重

要性は理解できるのではないだろうか。自我 ・自

己については，心理学だけではなく，哲学をはじ

めとする様々な領域で理論的に考察されてきた。

そして，このような理論的考察は，益々盛んにな

る傾向を示 している。そうい う意味では，今後，

自我の理論的な研究も大きく発展するものと期待

できるであろう。
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 前章では，自我 ・自己についての様hな 理論に

ついて述べた。しかし，これらの理論の中で用い

られる自我 ・自己の概念は多様で，そこから導き

出される結論も多様である。このような混乱の1

つの理由は，実験社会心理学での研究を除いて，

これらの理論の多 くが実証的な手続きで得られた

研究結果に基づいたものではないことにある。実

証的な研究の1つ の利点は，研究者同士のコミュ

ニケーショソが容易なことにある。実証的な研究

の場合，得 られた結果は勿論のこと，研究の手続

きや理論的な前提についても具体的に示される。

そのため，ある研究者が得た結果を，他の研究者

が別の視点から解釈し直すことも可能 となる。こ

のような研究者間のコミュニケーションが，やが

ては一般性 と妥当性を持つ自我 ・自己の理解につ

ながるものと思われる。本研究の目的は，このよ

うな視点に立ち，自我 ・自己を実証的な手続きで

分析 していくことにある。そこで本章では，実証

的な分析に先立ち，自我 ・自己の概念の整理 と実

証的な研究技法の検討を行な うことにする。

1・ 自我 ・自己 の概 念 の整 理

 前章で見たように，自我 ・自己についての概念

は，研究者によって実に多様である。しかし，実

証的な研究を行な うにあたっては，研究対象 とし

ての自我をどのように捉えるか とい うことを措定

してお く必要がある。そこで，ここでは，自我の

概念の整理を行ない，具体的に何を研究対象とす

べ きかを決定するための準備をして お こ うと思

う。まずはじめに，Allport(1943)が それまでの

心理学の文献に見られる最も重要な自我(ego)の

概念を8つ にまとめているので，それを見ること

にしよう。

① 知 者 と して の 自我(the ego as knower)： こ

れ は ，Brentano流 に 言 え ば ， 世 界 との関 係 付 け

を常 に 「指 向 して い る」 何 ら か の主 体 を 意 味 し

て お り，Jamesの 主 我(the I)や 純 粋 自我(Pure

Ego)に あた る。 これ は ， James以 来 ， 心理 学者

に よ って 見過 ご され て きた が ，主 体 一 客体 の問 題

は ，現 象学 者 や パ ー ソナ リテ ィ科 学 者 に とっ て の

重 要 な問 題 と して残 って い る。 1
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② 知 識 の対 象 と して の 自我(the ego as object

 of knowledge)： これ に つ い て は ，2つ の事 実

 に お い て 合 意 が得 られ て い る。1つ は ， 幼 児 は

 自分 自身 を 個 人 と して 認 識 して い な い とい うこ

 とで あ る。 つ ま り， 幼 児 に と って 自己 と環 境 は

 未 分 化 で ， 徐hに しか も困 難 さを 伴 って ， 分 離

 した 自己 が 発 達 す る。 も う1つ は ， 我hが 意 識

 す る 自我 は ， そ れ が どの よ うな 次 元 に お か れ て

 い る か よ って 異 な る とい うこ とで あ る。 この よ

 うな 自我 は ， 身体 全体 を含 ま な い こ と も あ れ

 ば ， 身体 以上 の もの を 含 む こ と もあ る。

③ 原 初 的 利 己 心 と し て の 自 我(the ego as

 primitive selfishness)：Max Stirnerは ，人 間

 が 本質 と して不 変 的 に 自己 中心 的 で あ る とい う

 命 題 を発 展 さ せ た。 投 影 ，合 理 化 ， 防衛 機 制 の

 目的 は ， こ の よ うな 自己 中心 的 な動 機 づ け の隠

 蔽 に あ る。

④ 優 越 動 因 と して の 自我(the ego as domi-

 nance-drive)： こ の よ うな立 場 か ら見 れ ば ， 自

 我 とは ，地 位 と名 声 を望 む パ ー ソナ リテ ィの一

 部 分 と言 うこ とが で き る。 不 安 ，不 安 定 感 ，防

 衛 性 ，抵 抗 は ， 自我 が低 下 した時 に ，地 位 を守

 り回 復 し よ う とす る衝 動 の あ らわ れ で あ る。

⑤ 心 的 な過 程 の受 動 的 な組 織 とし て の 自我(the

 ego as passive organization of mental pro-

 cesses)： 精 神 分 析 学 で は ， エ ゴ イ ズ ム をego

 で は な くidか ら生 じ る衝 動 に 帰 属 して い る。

 Freudのegoは ， 精 力 的 な 力 を持 た な い受 動

 的 な知 覚 者 で あ り，id， 超 自我 ，外 的 な環 境 と

 い った 敵 対 す る力 に 気 づ い て い る 「心 的 な 過 程

 の ま とま りを 持 った 組 織 」 であ る。egoは ， で

 き る限 りこれ ら の敵 対 す る力 を 調 停 し， 操 縦 し

 よ う とす るが 失 敗 す る と不 安 に 陥 る。

⑥ 目的 追 求 者 とし て の 自我(the ego as`fighter

 for ends')： これ は ， McDougal1の 立 場 やJames

 の 目的 論 的 な 時 期 の立 場 か ら の 自我 の見方 で あ

 る。 この よ うな 見方 は ，Koffkaの 「自我 を上

 の方 に 推 進 す る力 」 が 常 に 存 在 す る とい う仮定

 ともつ な が る。

⑦ 行動 の シ ス テ ム と して の 自我(the ego as

 behavioral system)：Koffkaに よれ ば ， 自我 は

 同 質 的 な 場 に お い て 唯 一 分 離 した シス テ ムで あ

 る。 自我 の境 界 は時 に よ っ て大 き く変 化 し， ま

 た ， 自我 は あ る状 況 下 で は 出来 事 の推 移 を 決 定

 す る シ ス テ ム とし て働 く。 しか し，多 くの 場 合 ，

 行 動 は 自我 シ ス テ ム の 影 響 か ら 自由 で あ る。

 Lewinは ， 自我 が 関 与 して い る 時 に存 在 す る

 特 殊 な緊 張 を 考 慮 しなけ れ ぽ ，要 求 水 準 の変 化

 な ど の多 くの実 験 結 果 を説 明 で き な い と して い

 る。LewinもKoffkaと 同 じ よ うに ， 自我 を単

 一 の実 体 とし て考xる の を避 け ，人 間 が環 境 と

 の新 しい 危 険 な 関 係 に 入 る時 に喚 起 され る諸 力

 の可 変 的 な 組 合 せ と見 る こ とを 好 んだ 。

⑧ 主 観 的 に 組 織 され た文 化 と し て の 自我(the

 ego as the subjective organization of culture)

 Sherifに よる と， 自我 は ， 両 親 や 教 師 か ら の絶

 }ま な い 影 響 の も とで 獲得 され ，主 に社 会的 な

 価 値 に よ って作 られ て い る。 そ して彼 は ， 自我

 が 人 間 の 中 の社 会 的 な：部 分 に ほ か な らな い と結

 論 づ け て い る 。Sherifほ ど極 端 な 立 場 を 取 っ

 て い な いCantrilは ， 人 間 の 自我 と 自分 自身 を

 見 る時 の見 方 は ， 決 して まわ りの文 化 に い つ も

 完 全 に 限定 され る もの で は な い が ，大 部 分 社 会

 的 に 決定 され る こ とは否 定 で きな い と述 べ て い

 る 。彼 らは ， 自我 の社 会 的 な 内 容 を強 調 す る こ

 とに よ って ，egoと 超 自我 と のFreudの 人 工

 的 な 区別 や ，StirnerとLe Dantecの 反 社 会

 的 な唯 我 論 に反 対 して い る。

 以上が，Allportに よる自我の概念の整理であ

る。 この整理は，広範囲の理論が包括されている

ということで重要なだけでな く，8つ のまとまり

として呈示されていることにも大きな 意 味が あ

る。これらの概念は相互に関係を持っていて，そ

れらを相互に関係づけることによって，自我の概

念を考える時の次元があらわれて くる。しかし，

初めからそのような次元の上にこれらの概念を呈

示すれば，概念の予め持っていた意味が限定 され

てしまう。つまり，Allportが このような形で概

念を整理して くれたおかげで，その後の研究者は

これらを自由に関係づけることができ，自我 ・自

己の概念を広 く考えることができるのである。実

際，Allportの 整理から， 自我 ・自己の概念を考

xる 上での次元あるいは視点を示 している研究者
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  主 我

(主体と しての自我)

C一刃
(意 欲 ・行動 等 の主 体)

外 在 的視 点  ・一 …一一一・一一.・

(仮説構成体的)

1   巨劑
(反省意識に現れた主我像)

   囈 ∫ヨ
(自己に関する暗黙の諸前提)

・一 一 …一 ・一 一乃 内在 的視 点

        (現 象 的)

             客

          (客体としての自我)

図3-1主 我と客我に関する概 念整理 の基本的 枠組み(梶 田，1988)

      自己剿
(反 省 意識 に現れ た 自 己の 全体 的 イ メ ー ジ)

我

が 何 人 か い る。 例 え ば ， 北 村(1977)は ， 次 の3

つ の視 点 か らAllportの 整理 を 再 分類 して い る 。

な お ，Allportの 分 類 は 番 号 で 示 して お い た 。

(1)主 体 としての自我 ：①⑤⑥

  客体 としての自我 ：②③④⑦⑧

(2)個 人の意識的事実 として本人に体験されてい

 るもの ：①②

  人の行動を説明するために仮定または推定さ

 れた構成概念 ：③④⑤⑥⑦⑧

(3)個 人内の心身の諸機能に即 して捉えられてい

 るもの ：①②⑤⑥⑦

  他者または社会あるいは外界の事物に対する

 対立，関係交渉において捉xら れているもの ：

 oｮｮ

 梶田(1988)は ，2つ の視点のみに注目して概

念の整理を行なっている。1つ は，「認識 や行動

の主体 として考えられるものか，それとも自分自

身に対する反省的意識の内容，すなわち認識の対

象 として考えられるものか」(梶 田，1988，p.29)

という視点である。前者にはAllportの ①知者が

分類 され，後者には②知識の対象，⑦行動のシス

テム，⑧主観的に組織された文化が分類されてい

る。 もう1つ の視点は，「外在的視点から， つま

り主体の外側から，その主体の意識や行動を統一

的に理解するために要請されるものであるか，そ

れ とも，内在的視点から，つまりその主体の実際

の意識体験 として現われ るものである のか」(梶

田，1988，p.29)と いう視点である。後者には②

知識の対象が分類されるが，それ以外は前者の色

彩が強いとしている。

 彼は，さらにこの2つ の視点を用いて，図3-1

のような自我に関する基本概念の整理を行なって

いる。この枠組みでは，自我全体が 「主我」，「主

我意識」，「自己意識」，「自己概念」 とい う4つ の

下位概念によってあらわされている。主我は，身

体的精神的諸機能の統合的主体であ り，主我意識

は主我の働きについて意識化されたものである。

Jamesの 主我でほ，知者としての認識機能だけが

問題とされているが，ここでは身体的精神的諸機

能の統合主体 としての，より広い意味づけが為さ

れている。つま り，このような主我は，運動機能

と，意欲，感情，興味 ・関心なども含めた精神的

機能の統合的な主体 として考えられるのである。

自己意識は，自分 自身に対 して現に抱 く意識で，

自分の身体的 ・精神的特性，社会的 な 関係や 役

割，所有物や所属などに対する現時点での気づき

やイメージである。自己概念は，この よ うな 自

己意識を暗黙のうちに支}xて いると想定される基

盤的な概念構造である。従って，自己概念はその

時点で必ずしも全体が意識されているわけではな

く，外在的な視点に立 った1つ の仮説構成体であ

る。

 梶田のこの枠組みは，実証的に自我の分析を行

な うのに際 して有効なものとなる。とい うのは，

自我を実証的に測定するためにどのような側面に

注 目すべ きかを，この枠組みから理解することが
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できるからである。まず，梶田がこれら4つ の概

念の関係について述べているので，それについて

見てみよう。それによると，主我意識は，自己意

識の一部を構成するもので，しかも，自己概念の

重要な一部 として組み込まれていると述べられて

いる。つまり，主我意識 とは主我そのものの働き

が意識化されたものであ り，自己意識の一形態に

ほかならない。また，自己概念は，生活史を通じ

て形成 された，様々な自己意識の沈澱物 と考える

ことができる。従って，自己意識の一形態である

主我意識 も自己概念の中に組み込まれることにな

る。このように考えると，主我をめ ぐり様hな 意

識，イメージ，概念構造が形成 されていることに

なる。そして，それ らは主我 と独立 して存在 して

いるのではなく，主我のあり方を反映 しつつ存在

している。しかも，それらは，主我そのもののあ

り方にも影響を及ぼしていると考えられる。

2.分 析 の対 象

 それでは，実証的に自我を分析するには，何を

分析の対象 としたらよいのであろうか。主我は，

身体的精神的諸機能の統合的主体であ り，自我 と

呼ぼれるものの核心はこれにあると言える。主我

そのものを実証的な方法で捉えるとすれぽ，直接

的には，その個人の身体的精神的な機能の活動を

総合的に測定する必要がある。 しかも，主我は絶

xず 変化 しているものなので，長期間にわたって

そのようなデータを収集 し，集められた膨大なデ

ータを分析 して，主我の姿を捉xる ことになる。

しか し，行動はまだ しも精神的な活動を絶}xず 長

期間にわたって総合的に測定することは不可能で

ある。また，もしそのような測定が可能だとして

も，得 られた多様で大量のデータの分析の過程に

おいては，研究者の先入観やア ・プ リオ リな枠組

みがデータを歪めてしまう可能性 もある。

 ところがある意味では，各個人はそのような測

定 とデータの分析を自分自身で行なっている。そ

のあらわれが主我意識，自己意識，，自己概念であ

る。もちろんすべてではないが，主我の活動は主

我意識にあらわれて くる。また，その時は主我意

識 にあらわれていな くても，自分の行動の結果は

自己意識 という形で意識されることになる。つま

 り，このような 「測定」が覚醒状態では絶えず行

なわれていることになる。そして，得られた 厂デ

ータ」の一部は，他のデータと関連づけられ，分

析され，自己概念 としてその後の主我の活動に影

響を及ぼすことになるのである。このような 「測

定」や 「分析」の主体は，もちろん主我そのもの

である。つまり，主我は，自らの活動 を 主我 意

識，自己意識，自己概念などを通 じてモニターし

ていることになる。以上のように考えると，主我

意識， 自己意識，自己概念を測定し分析すること

で，主我を含めた自我の分析も可能 と言 うことに

なる。

 しかし，主我意識，自己意識，自己概念から自

我の分析を行なう場合にいくつかの間題がある。

その1つ は，主我意識，自己意識，自己概念がどの

程度正確に自我全体を反映しているのか とい うこ

とである。実際には，主我は膨大な自己に関する

情報を知覚し分析しなければならない。しかし，

すべての情報を漏れなく処理することは不可能で

あ り，そこでは自ず と情報の選択が行なわれるこ

とになる。その時の選択には動機づけが働いてお

り，おそらく生存や適応に とって必要な情報が選

択されることになる。つまり，広い意味でその個

人に とって重要な情報が選択されることになる。

そ うい う意味では，主我意識，自己意識，自己概念

は，自我全体を完全に反映してはいないものの，

代表性のあるデータとなるであろう。 ところが，

情報の選択の時に働 く動機づけはそれだけではな

い。例えぽ 「自分を立派な人間 と思いたい」 とい

う思いは，誰にでも多かれ少なかれあるものだが，

そのような動機づけが，抑圧，合理化，投影などの

形を とって，自己についての情報にバイアスをか

けることになる。このようなバイアスは，その個

人のパーソナ リティについての情報からある程度

は修正できるかも知れないが，それには限界があ

る。 しか し，各個人は，そのようなバイアスのか

かった姿を自らの姿 として生活している。各個人

に とっての自己 とは，自分が知っているところの

「私」にほかならない。 そ う考えると， たとえバ

イアスを含んでいても，それがその個人の主我意

識，自己意識，自己概念である以上，分析に値す
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 もう1つ の問題点は，実際に主我意識，自己意

識，自己概念をどのように測定するか とい うこと

である。主我意識 と自己意識は意識にあらわれる

ものである。意識にあらわれる以上，それらは被

験者に言語化させることによって測定 可能 とな

る。しかし，これらは時間的経過に伴い常に変化

している。そのため，これらから自我を捉xる 場

合には，主我そのものを測定する場合 と同様の問

題が起こって くる。つま り，絶えず長期間にわた

って測定を行な うことが必要となるのである。そ

れに対 し，自己概念は自己意識を支える基盤的な

概念構造であ り，生活史の中で徐々に変化 して行

くものである。 しかも，主我意識 と自己意識の沈

澱物であ り，これらの重要な要素を反 映 して い

る。従って，自己概念を測定することによって自

我の重要な構成要素を捉xる ことが可能 となるで

あろう。 ところが，自己概念は必ずしも意識化さ

れ てい る もの とは限らない。むしろ，自己概念

そのものは意識化されているものではな く，自己

概念は自己意識 として時hあ らわれてくるものに

過ぎない。つまり，実際に測定が可能なのは，こ

のような自己意識にあらわれた自己概念なのであ

る。問題は，自己概念をどのようにして自己意識

として意識化させ，時間経過に伴って変化する自

己意識の中からどのようにして自己概念を選び取

るか とい うことである。次節では，自己意識にあ

らわれる自己概念を測定するための技法について

の検討を行な う。

3. 自我の実証的分析のための技法

 自己概念(self-concept)は ，自我 ・自己につい

ての実証的な研究において最もよく扱われる概念

の1つ である。先に述ぺた梶田の見 方 か らす れ

ば，このような研究において測定され て い る の

は，自己概念そのものとい うよりも自己意識にあ

らわれた自己概念 と言 うべきであろ う。また，測

定の結果得られるものには，概念 として確立した

ものだけでな く，一時的な自己意識も含まれてい

る。そ うい う意味では，厳密に自己概念を測定す

ることは不可能であ り，自己概念に近い自己意識
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を 捉 え る こ としか で きな い 。 自己 概 念 に 近 い 自己

意 識 とし て，self-ilnage(自 己 像)が 挙 げ られ る。

これ は， 各 個 人 に とっ て の 自分 の 姿 で あ る。 但

し， 自己 概 念 の よ うな ， 恒 常 的 な 構 造 を 持 った も

の とは 限 らず ， そ こに は 一 時 的 な 自己 の イ メ ー ジ

も含 まれ てい る。 自己 概 念 を 測 定 して い る従 来 の

研 究 も， 多 くの場 合 ， こ のself-imageを 測定 し

て い る と考 え られ る。 ところ が ，self-imageに も

意 識 に あ らわ れ な い 潜 在 的 な もの が あ り， 各 個人

は ， そ れ らを 含 め る と膨 大 なself・imageを 持 っ

て い る こ とに な る 。 従 って 測定 技 法 の課 題 は ， そ

の よ うな 膨 大 なself-imageの 中 か ら，自己概 念 と

も呼べ る よ うな ， あ る程 度 の恒 常 性 を 持 って主 我

そ の もの の あ り方 に も影 響 を 及 ぼ す よ うなself-

imageを ， どの よ うに 自己 意 識 と して意 識 化 させ

測 定 す る か とい う こ とに な る。

 自己概 念 やself-imageを 測 定 す るた め の 技 法

は い くつ か 考 案 され て い る が ， それ ら は ，評 定 法

ま た は チ ェ ッ ク ・リス ト法 ，Q分 類 技 法 ， 自 由回

答 法 の3つ に 大 き く分 け る こ とが で き る。 こ のな

か で最 も一 般 的 な も のは ， 評 定 法 とチ ェ ッ ク ・リ

ス ト法 であ る。 これ に 属 す る技 法 は 非 常 に 多 い

が ， 基 本 的 な 手 続 きは 類 似 し てい る。 これ ら の技

法 で は， い くつ か の項 目が 質 問 紙 に 示 され ， 被 験

者 は そ の項 目が 自分 に どれ くらい あ ては ま るか を

評 定 す る。 項 目は ， 形 容 詞 の よ うな 単 語 で 示 され

る場 合 もあ る し(e.9.，Gough&H：eibrun，1980；

Sarbin&Rosenberg，1955)， 行 動 や 性 格 特 性 の

記 述 の よ うな 文 章 で示 され る 場 合 も あ る(e.9.，

Fittes，1964)。 また ， 被験 者 の反応 の仕 方 に もバ

リエ ー シ ョソが あ る。1つ は ， 「よ くあ て は ま る」

か ら 厂全 くあ て は ま らな い」 ま で が数 段 階 の尺 度

で示 され て い て ，被 験 者 は そ の間 の いず れ か を 選

択 す る とい う もの で あ る(e.9.，Fittes，1964)。 も

う1つ は，チ ェ ック ・リス ト と呼 ば れ る もの で ，項

目があ て は ま る場 合 のみ 項 目に チ ェ ッ クを 付 け る

とい うも の であ る(e.9.，Gough&Heibrun，1980；

Sarbin&Rosenberg，1955)。 そ の ほ か に ， SD

(semantic differential)法 を 用 い た も の もあ る。

これ は， 項 目を 反 対 の意 味 を 持 つ 形 容 語 の対 で 示

し て， 被 験 者 は2つ の形 容 語 の ど ち らが 自分 に あ

て は ま るか を 何 段 階 か で 評 定 す る とい うもの で あ
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る(e・9・，長 島 他 ，1966)。Q分 類 技 法 は， Stephenson

(1953)やButlerとHaigh(1954)に よ っ て使 用

され てい る。 これ は ， 被 験 者 が 行 動 や 性 格 特 性 に

つ い て の記 述 の書 か れ た100枚 の カ ー ドを ， そ れ

らが 自分 に ど の くらい あ て は ま るか に 従 って ，9

つ の群(パ イ ル)に 分 類 す る とい うもの で あ る 。

この 時 各 パ イ ル に 分 類 され る カ ー ドの数 は 予 め 決

め られ て い て ， 分類 され た カ ー ドが正 規分 布 す る

よ うに な っ て い る。

 こ の2種 類 の技 法 は ，研 究 者 が項 目を予 め用 意

す る とい う共 通 点 を 持 っ てい る。 しか し， 項 目を

予 め 決 め て被 験 者 に 呈 示 す る こ とに は い くつ か の

間 題 が あ る。 そ の1つ は， 被 験 者 のself・image

や 自己 概 念 を 測定 す るの に ， どの くらい の数 の項

目が 必要 な の か とい うこ とで あ る。 項 目数 は数 十

か ら数 百 に及 ぶ もの ま で あ る が ，個 人 の持 つ 膨大

なself-imageの 数 に 比 較 す れ ば ， い ず れ に して

も十 分 な数 とは 言 えな い であ ろ う。 か と言 っ て数

千 項 目に も及 ぶ テス トを 施 行 す る こ とは ， 被 験 者

の負 担 を 考xれ ば 不 可 能 と言 わ ざ るを得 な い 。 従

って ， 被 験 者 に 呈 示 され る項 目が ， 何 らか の基 準

で選 択 され る こ とに な る 。 そ して ， この項 目の選

択 に 第2の 問 題 が あ る 。予 備的 に収 集 され た デ ー

タ に基 づ い て帰 納 的 に項 目の選 択 を行 な っ て い る

研 究 者 もい る が ，研 究 者 の関 心 や 研 究 者 の考 え る

重 要 性 に従 っ て恣 意 的 に項 目選 択 が為 され て い る

こ とも少 な くな い。 恣 意 的 に 選 択 され た 項 目を 用

い た 研 究 の最 大 の問 題 は ， どん な 項 目を 用 い て も

何 らか の結 果 が得 られ ， そ の結 果 の妥 当性 を確 か

め る こ とが 難 しい こ とに あ る。何 らか の外 的 な基

準 を用 い て 妥 当性 を検 討 す る試 み は為 され て い る

が ， そ の時 使わ れ る外 的 な基 準 とは ，精 神 的 な疾

患 が あ るか 否 か とか ，他 のパ ー ソナ リテ ィ ・テ ス

トの結 果 で あ り， 自己 概 念 やself-imageと し て

の妥 当 性 を 調 べ るた め の も の とは 言xな い 。 以 上

2つ の問 題 点 とも関 連 す るが ， 第3の 問 題 は ， こ

れ ら の技 法 に お い て 被 験 者 は 与xら れ た 項 目に対

し受 身 的 に 反 応 して い る だ け で ， そ の 個人 に とっ

て 重 要 なself-image， す な わ ち 自己 概 念 に 近 い

self-imageを 得 られ る保 証 が全 くな い とい うこ と

で あ る。 例xぽ ， 「自律 性 の あ る人 間 で あ る」 と

い う自己 概 念 を も っ てい る個 人 は ， テ ス トに 自律

性 に 関 す る項 目が 含 まれ て いれ ば それ に 反 応 す る

こ とが で き るが ， も しな け れ ぽ ， そ の個 人 に とっ

てそ れ が い か に 重 要 な 自己 概 念 で あ って も， テス

トに は 反 映 され な い 。 また そ の反対 に ， 自分 の 自

律 性 に つ い て ま るで 考 え た こ ともな い 個 人 は ， 自

律性 に 関 す る項 目に一 時的 で 信 頼性 の な い反 応 し

か で きな い で あ ろ う。 つ ま り， そ の よ うな 個人 の

自己 概 念 やself・imageに おい て，自律性 は ほ とん

ど意 味 を持 っ て お らず ， 自律 性 に関 す る項 目の あ

る こ と 自体 が 問 題 な の で あ る。

 こ の よ うに 考 え る と， 研 究 者 が 予 め 用 意 した 項

目を 用 い る限 りは ， 被 験 者 に とっ て意 味 のあ る 自

己 概 念 やself・imageが 得 られ る保 証 は な い こ と

に な る 。 む しろ ， 被験 者 が 自発 的 に反 応 内 容 を選

択 す る場 合 に の み ， 適切 な 自己 概 念 やself-image

の測 定 が行 な え る と言xる で あ ろ う。 前 章 で 若 干

触 れ たMcGuireとPadawer・Singer(1976)も ，

個 人 が 実 験 者 に よ っ て示 され た 次 元 の ど こに 自分

を 位 置 づ け るか とい うこ とよ りも， そ の個 人 が 自

分 を 記 述 す る のに どん な 次 元 を選 ぶ か とい うこ と

に ， 自己概 念 に つ い て の 興 味深 い 情報 が あ る と述

べ て い る。 彼 らは ， この よ うな視 点 か ら， 自発 的

な反 応 を 得 るた めに ， 自由回 答 法 を 用 いた 自己 概

念 の測 定 を 行 な っ てい る。 自 由回 答 法 で は， 研 究

者 が 項 目を 用 意 す る の では な く， 被 験 者 が 自発 的

に 自分 の言 葉 で 自己 記 述 を 行 な う。 そ のた め ， 研

究 者 の 視 点 に よ って 被 験 者 の 反 応 が 左 右 され る こ

とは な く， 被験 者 の 自己概 念 ・self-imageに お い

て全 く意 味 を 持 た な い よ うな反 応 が 出 る こ と もな

い。 こ の よ うな点 を考 慮 す る と， 自己 概 念 ・self・

lmageの 測定 に は ， 評 定 法 ， チ ェ ッ ク ・リス ト

法 ，Q分 類 技 法 よ りも 自 由回 答 法 の方 が 望 ま しい

と言 え るで あ ろ う。

 自由 回 答 法 に よる 自己 概 念 ・self-imageの 測定

技 法 で 一般 的 に 用 い られ て い る も の と し て は ，

W・A・Y技 法(Bugental&Zelen，1950) ， WAI技

法(Kuhn&McPartland，1954)， “Tell Us about

Yourself” テ ス ト(McGuire&Padawer・Singer，

1976)が 挙 げ られ る。 これ ら の技 法 は ， か な り類

似 した も の であ るが ， 教 示 ， 回 答 数 ， 反 応 方 法 に

違 い が あ る。W-A・Y技 法 は ， 被験 者 が 「あ な た

は 誰 で す か?(Who are you?)」 とい う質 問 に対



す る3つ の 回答 を書 くも の で あ る。 これ は ，1950

年 に 考 案 され た もの で ，他 の2つ の技 法 の先 駆 け

とな っ た も の で あ る。 そ の4年 後 に 考 案 され た の

がWAI技 法 で あ る。 こ れ は ，20答 法(TST：

Twenty Statements Test)と も呼 ぼ れ て お り，

被験 者 が 「私 は誰 で し ょ う?(Who am I?)」 と

い う問 い に 自問 自答 して20通 りの 回答 を書 く とい

うもの で あ る。 最 後 の “Tell Us about Yourself”

テ ス トは ， 「あ な た の こ とに つ い て 私 た ちに 教 え

て下 さ い。(Tell us about yourself.)」 とい う教 示

に対 し，被 験 者 が7分 間紙 に反 応 を書 くか ， あ る

い は ，5分 間 話 し をす る とい う もの で あ る。 これ

ら の技 法 の うち どれ が最 も優 れ て い る のか は， 使

用 す る状 況 に よっ て も異 な るた め一 概 に は言 えな

い が ，W-A-Y技 法 は ，反 応 を3答 しか 得 られ な

い とい う難 点 が あ り， また ，WAI技 法 の教 示 に

よっ て多 様 な反 応 が 得 られ る こ とを 示 唆 す る報 告

も あ る(菊 地 ，1970)。 “Tell Us about Yourself”

テ ス トは， 最 も被 験 者 に 対 す る制 限 が 少 な く， 被'

験 者 の 自発 的 な 反 応 を 得 る のに は 適 し てい る。 そ

の一 方 で， こ の技 法 の場 合 ， 内 容 が 自 伝 的 に な

り， 反 応 が 冗 長 に な りが ちで あ る。 また ， 被 験 者

の反 応 の単 位 が 明 確 で な い た め ， デ ー タ の収 集 後

に 反 応 を 適 当な 単 位 に 分 割 す る必 要 が あ る。 さ ら

に ， 時 間 制 限 を 行 な っ て い るた め， 施 行 可 能 な 状

況 も限 られ る とい う問 題 もあ る。 以 上 の よ うな 点

を 考 慮 す る と， 大 量 の デ ー タを 収 集 す る こ とを 目

的 とした 場 合 ，WAI技 法 が 最 も適 して い る と言

xる であ ろ う。 実 際 に ，WAI技 法 は ， 最 も広 く

用 い られ てお り， 多 様 な 研 究 デ ザ イ ソに よ る研 究

が 為 され てい る。 例 え ば ，WAI技 法 を 自己概 念

の発 達 的 変化 の分 析 に 用 い て い る ものや(e.9.， 槇

田 ・岩 熊 ，1988b；Montemayor&Eisen，1977)，

自己概 念 の心 理 的 負 荷(psychological loading)，

つ ま り， 被 験 者 に とって の 自己 概 念 ・self・image

の 明 瞭 さ，重 要 性 ，好 悪 な どを調 べ た もの もあ る

(e.g.，西 村 ・星 野 ，1964； 高 垣 ，1974)。 そ の ほか

に は ，self・image間 の関 連 性 を 分 析 した もの もあ

る(岩 熊 ・槇 田 ，1989)。 もち ろ ん ，WAI技 法 が ，

自己 概 念 ・self・imageを 調 べ る上 で ，常 に最 善 の

技 法 で あ る とい うわ け で は な い。 使 用 の 目的 や 状

況 に よ って は ， 他 の技 法 の方 が 適 して い る場 合 も
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あ る。 ま た ，WAI技 法 に つ い て も， 今後 も教 示

や 施 行方 法 等 の 検 討 ・改 善 が進 め られ て行 くべ き

で あ ろ う。

 実 証的 な 分 析 に お い て は ， な るべ く多 くの デ ー

タを 分 析 す る こ とが ， よ り妥 当性 の あ る結 果 を得

る こ とに つ な が る。大 量 の デ ー タを分 析 す る場 合

に は ， 多 くの 場合 ， デ ー タを数 量的 な方 法 で処 理

す る こ とに な る。前 述 の評 定 法 ， チ ェ ック ・リス

ト法 ，Q分 類技 法 の 場 合 ，得 られ た デ ー タ を 直

接 ，数 量 的 に 処理 す る こ とが で きる が ，WAI技

法 で得 られ るデ ー タは ， 被験 者 自身 の言 葉 に よる

言 語 反 応 で あ るた め ，数 量的 な 処理 を直 接 施す こ

とは で きな い 。WAI反 応 を数 量的 に処 理 す る た

め に は ，反 応 を 何 らか の カテ ゴ リーに分 類 す る必

要 が あ る。 と ころ が ， この反 応 カテ ゴ リーの違 い

に よ って 分 析結 果 が大 き く異 な って しま うの で ，

反 応 カテ ゴ リーがWAI反 応 の 分 析 の 急 所 と な

る。 これ まで に ，WAI反 応 の評 価 カテ ゴ リーが

い くつ か 考 案 され て い るが ， 特 に よ く用 い られ て

い る のがGordon(1968)の カ テ ゴ リ ー とMc-

Laughlin(1966)の カテ ゴ リーで あ る(表3-1参

照)。 この2つ の カテ ゴ リーに 限 った こ と で は な

い が ， 従 来 の 評 価 カテ ゴ リーに は い くつ か の間 題

が あ る。 そ の第1は ， カテ ゴ リー数 の 問 題 で あ

る。 例 え ぽ ，GordonとMcLaughlinの カテ ゴ リ

ーは
， 両 者 ともに カ テ ゴ リー数 が30で あ る。 他 の

カ テ ゴ リーを 見 て も，100以 上 の カテ ゴ リーを持

つ も のは 少 な い 。 しか し， 被験 者 の 自発 的 な言 語

反 応 は 非 常 に 多 様 で あ り， それ を少 数 の カテ ゴ リ

ーに 分 類 して し まえ ぽ
， デ ー タの 多様 性 を 損 な う

こ とに な っ て し ま う。

 そ れ 以上 に重 大 な問 題 は ， これ らの カテ ゴ リー

の ほ とん どが研 究 者 に よっ て ア ・プ リ.オ リに 設 定

され て い る こ とで あ る。 例 えばGordonは ， 社 会

的 同一 性 とい う視 点 か ら カ テ ゴ リーを 設 定 して お

り，McLaughlinは ， C.R. Rogersの 理 論 を 参 考

に して カテ ゴ リーを設 定 して い る。 カ テ ゴ リーを

ア ・プ リオ リに設 定 した 場 合 ， 評 定 法 や チ ェ ッ

ク ・リス ト法 と同 じ よ うな問 題 が起 こっ て くる。

つ ま り， 研 究者 の 視点 に よ って分 析 結 果 が歪 め ら

れ て ， 被験 者 の反 応 が結 果 に十 分 反 映 され な くな

って し ま うの で あ る。 自由 回 答 法 の メ リ ッ トは ，
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      i& 3-1 Gordon (1968) 

Gordon(1968)o)t ~) --

  McLaughlin

A.Ascribed Characteristic 
1-Sex 
2.Age 
3-Name 
4.Ratial or National Heritage 
5-Religious Categorization

L

B.Roles and Memberships 
6-Kinship Roles 
7-Occupational Role 

8-Student Role 
9-Political Affiliation 

10-Social Status 
11-Territoriality, Citizenship 
12-Membership 

  in Actual Interacting Group

C.Abstract Identifications 
13-Existential, Individuating 
14-Membership in an Abstract Category 
15.Ideological and Belief References

D.Interests and Activities 
16-Judgements, Tasts, Likes 
17.Intelectual Concerns 
18-Artistic Activities 
19-Other Activities

E.Material References 
2O. Possessions, Resources 
21-Physical Self, Body Image

F.Major Senses of Self 
22.Sense of Competence 
23-Sense of Self-Determination 
24-Sense of Unity 
25-Sense of Moral Worth

G.Personal Characteristics 
26. Interpersonal Style 
27-Psychic Style

H.External References 

28.Judgements Imputed to Others 
29.Situational References 
3O.Uncodable Responses

(1966) a) WAI yZuv) *fj5-jij_ 

McLaughlin(1966)0 bf i'~1---

a.Roles 
 1-Male-Role 
2-Student-Role 
3.Intelectual-Role 
4-Family-Role 
5-Interpersonal-Role 
6.Social-Group-Role

b.Value and Interests 
7-Religious-Reference 
8-Political-Reference 
9-Economic-And-Status-Reference 

1O. Acsthentic-Reference 
11-Physical-Reference 
12-Recreation-And-Sports-Reference

c.Temporal and Spatial 

13-Past-Orientation 
14-Future-Orientation 
15-Place-Orientation

Orientations

d. 
16 
17 
18 
19 
20

Cognitive and Behavior Orientations 
.Acceptance-Orientation 
.Rejection-Orientation 
.Action-Orientation 
.Cognitive-Orientation 
.Achievement-Orientation

e.Self-Evaluations 
21-Positive-Self-Evaluation 
22-Negative-Self-Evaluation 
23-Neutral-Self-Evaluation

f.Psychological States 
24-Sign-Content 
25-Sign-Discontent 
26-Sign-Need

g.Expressive Modes 
27-Overstate 
28-Understate 
29.Negateve

h.Consensual Human Identity 
3O.Consensual



研究者の視点に左右されない被験者の反応が得ら

れることであ り，ア ・プ リオリに設定されたカテ

ゴリーを用いることは，この長所を殺 してしまう

ことになる。これらの問題を回避するためには，

WAI反 応の内容分析の結果に基づいて，帰納的

に反応の評価カテゴリ・一を作成する必要がある。

このような手続きでカテゴリーを作成すれぽ，反

応そのものの分類結果が評価カテゴリーとなり，

研究者の視点にほとんど左右されない分析結果を
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得ることができる。本研究においても，このよう

な視点に立ち，WAI反 応の内容分析を行ない，

その結果に基づいてWAI反 応の評価カテゴリー

の作成を行なった。

 本章では，自我 ・自己の概念の整理 と実証的な

研究のための技法の検討を行なってきた。次章で

は，WAI技 法を用いてself-imageの 収集を行な

った過程 と，WAI反 応の評価カテゴリー作成の

手続きについて述べる。
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WAI技 法 に

評 価 カテ=

よ るself・imageの 収 集 と

rリ ー・の 作 成

1.WAI技 法の施行

2. 反応の評価力テゴリw

3

4

3

0
り

 前章で述べたように，WAI技 法は， self・image

及び自我の心理学的研究において有効性の高いも

のと言えるであろ う。本章では，実際にWAI技

法を用いてデータの収集 ・分析を行 な った 過 程

と，WAI技 法で得 られた反応を分類するための

評価カテゴリー作 成の手続きについて述ぺる。

1・WAI技 法 の施行

WAI用 紙の作成

 実際にWAI技 法を施行するのにあたっては，被

験者の反応を得るための用紙が必要 となる。そこ

で，中学生以上の被験者を対象とした一般用WAI

用紙 と，小学生を対象 とした小学生用WAI用 紙

を作成 した。一般用WAI用 紙には， B 4版 の紙

が用いられ，左半分にはブェイス ・シー トと被験

者への教示が印刷され，右半分に被験者が反応を

記入するスペースが設けられている。左半分のフ

ェイス ・シ・一トには，氏名，性別，調査日時，生

年月日，年齢，現住所，未婚 ・既婚，職業，学歴

を記入する欄があ り，その下には，以下のような

被験者への教示が印刷されている。

 「私 は 誰 で し ょ う?」(Who Am I?)と い う

問 い に対 し， あ なた の こ とに つ い て ，20通 りの

異 な る答 え を 右 のペ ー ジ の1番 か ら順 に 書 い て

い って くだ さい 。 思 い つ くま まに ， 自 由に 書 い

て い って くだ さい 。書 き終 った ら，1か ら20ま

で の 答 え を見 て ，特 に 自分 ら しい と思 わ れ る答

え の番 号 を○ で囲 ん で くだ さ い。 ○ は い くつ つ

け て もか まい ませ ん。 も し， ど うし て も 最 後

(20番)ま で 答xを 思 い つ か な い 場 合 は ， 思 い つ

く ところ ま で で結 構 で す の で ， そ こま で の 内 容

で ， 自分 ら しい と思 わ れ る答xの 番 号 を○ で 囲

ん で くだ さ い。

 用紙の右半分の反応を記入する欄は，20本 の罫

線が引かれ，各行の先頭に1か ら20の番号が付け

られただけのものである。被験者は，これ らの各

行に1答 ずつ反応を記入していき，最終的に20の

回答を記入することになる。

 小学生用WAI用 紙は，一般用 と同じ大きさの

紙を用い，形式 もフェイス ・シートと教示を除い

て同じになっている。小学生用のフェイス ・シー

トの項 目は，氏名，性別，調査 日時，生年月 日，

年齢，現住所，親の職業，学校名，学年である。
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教 示 は ， 以下 の よ うに ，一 般 用 よ り も平 易 な もの

に な って い る 。

 「私 はだ れ で し ょ う?」 とい う問 い を 自分 に

して み て くだ さい 。 そ して ， そ の 問 い に 対 す

る，20通 りの そ れ ぞ れ ちが う答}xを ， 右 のペ ー

ジ の1番 か ら順 番 に 書 い て い って くだ さい 。 思

い つ くま まに ， 自由 に 書 い て い って 下 さい 。 も

し，20番 まで 答 え を 思 い つ か な い ときは ， 思 い

つ くと ころ まで で か まい ませ ん 。 答xを 書 きお

xた ら， あ な た が か い た 答xを 見 て ， 特 に 自分

ら しい と思 う答xの 番 号 を ○ で か こん で くだ さ

い 。 ○ は ， い くつ つ け て もか まい ませ ん 。

施 行

 施行に際しては，このような一一般用および小学

生用WAI用 紙を使用した。小学生の被験者(3

年生以上)に 対しては小学生用を用い，それ以上

の被験者に対しては一般用を用いた。データの収

集は，大部分の学生の場合，主に教室において集

団施行で行なわれた。この場合，用紙を配布し，

被験者全員に対し口頭で教示を行ない，その後，

被験者からの質問を受けつけた。反応に要する時

間には個人差があるため，各自が自分のペースで

反応するよう教示し，特に時間制限は設けなかっ

た。20分 から40分 程度の時間をとって施行した

が，時間内に書き終えなかった被験者 に つ い て

は，自宅で記入 して後 日提出するよう求めた。集

団施行でない場合は，個人的に被験者に依頼 して

WAIへ の反応を求めた。 その場合，用紙を手渡

して口頭で教示を行ない，自宅で記入 して提出す

るよう求めた。

被験 者

 1980年 前 後 か ら組 織 的 に デ ー タ の収 集 を始 め ，

1988年 ま で に7，520名 のWAI反 応 を 収 集 した 。

被験 者 の年 齢 は9才(小 学 校3年)か ら90才 以 上

に ま で 及 ん で い る 。性 ・年 齢 別 の サ ソ プル数 を表

4-1Y`示 す 。 これ を見 て もわ か る よ うに ，年 齢 ，

性 に よ って サ ソ プル数 に 偏 りが あ る 。1セ ル の デ

ー タ数 は
， 大 学生 以下 で 数 百 か ら1，000以 上 あ る

の に対 し，23才 以上 に な る と少 な くな り，50才 以

   表4-1 年 齢 ・性別のサ ンプル数

年…副 勇 園 ヌ ー一面一「…

小 学 生

中 学 生

高 校 生

大 学 生

23～29才

30～39才

40～49才

50～59才

60才 以上

 計

 707

 937

1，606

 382

 280

 179

 154

 65

 40

 478

 211

1，057

 863

 123

 124

 155

 91

 68

4，350 3，170

計

1，185

1，148

2，663

1，245

 403

 303

 309

 156

 108

7，520

上では1セ ルに100以 下 となっている。社会人の

データの収集は今後の課題と言えるであろう。な

お，社会人の被験者の職業は，会社員と主婦が多

い。

2.反 応 の評 価 力テ ゴ リー

WAI技 法は，被験者の持つself-imageを ，被

験者自身の言葉による自由記述の形で得 るもので

ある。そのため，研究者の視点に制約されない自

由で自発的な反応を得 ることが で き る。 ところ

が，このような自由記述のデータは，そのままの

形では数量的な分析を行な うことができない。大

量のデータを数量的に分析するためには，反応を

何らかの基準で分類する必要がある。しかし，こ

の分類の基準が，研究者の視点からア ・プリオリ

に設定されたものであれぽ，分析結果は反応の自

発性を十分に反映 しなくなってしまう。そこで，

本研究では，WAI技 法で得られた反応の内容分

析の結果に基づいて，帰納的に反応の評価カテゴ

リーを作成することにした。

1983年 度版基準書の作成

 われわれは，帰納的 な手続 きで，「基準書」 と

呼ぼれるWAI反 応の評価カテゴリーを作成する

試みを続けているが，基準書の最初の版は，1983

年に作成 されている。この1983年 度版基準書の作

成には，内容分析の手法 としてKJ法(川 喜田，

1967)が 用いられた。KJ法 とは，分析対象 とな

るものをそれぞれカー ドに書き写し，分析者が類
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似 した カ ー ドを ま とめ て クラ ス タ ーを 作 っ てい く

とい うも の で あ る。 作 られ た クラ ス タ ーに は ， ク

ラ ス タ ー内 の カ ー ド全 体 の内 容 を 包 括 す る よ うに

な ラベ ル を 付 け ， さ らに 類 似 した ク ラス タ ーを ま

とめ てい く。 い ず れ の ク ラス タ ーに も入 らな い カ

ー ドは ， そ の1枚 の カ ー ドを1つ の ク ラス タ ー と

み な して 作 業 を続 け て い く。 この 時 ， 何 らか の理

論 ， 仮説 ，予 見 な どが 極 力 入 らな い よ う に 心 が

け ， カ ー ドあ る い は クラ ス タ ー間 の類 似 性 だ け を

見 て 自然 に クラ ス タ ー を ま とめ あ げ て い く。 そ し

て こ の よ うな 作 業 の結 果 ， 分 析 対 象 の全 体 的 な構

造 が 得 られ る こ とに な る。1983年 度 版 基 準 書 は ，

こ のKJ法 に よ る内 容 分 析 を 通 じて作 成 され た 。

具 体 的 に は ，以 下 の よ うな手 続 きを と った 。

①1983年 度 まで に 収 集 され た1，123人 分 の デ ー

 タか ら， 年 齢 ， 性 別 に 偏 りのな い よ うに300人

 分 のデ ー タを 抽 出 した 。

② 各 デ ー タの20の 反 応 を そ れ ぞ れ カ ー ドに 書 き

 写 した 。 但 し，反 応 が 重 文 の 場 合 は 分 割 して2

 枚 の カ ー ドに書 き ，各 々 の カ ー ドが 単文 に な る

 よ うに した 。

③300人 分 の カ ー ド(約6，000枚)を100人 分 ず

 つ3つ の グル ー プ に分 け ，KJ法 に よる 内容 分

 析 を行 な っ た。

④3つ の グル ー プ の分 析 結 果 を 比 較 検 討 し，3

 者 に ほ とん ど差 が な い こ とを 確 認 した 。

⑤ 内 容 分 析 の結 果 を 整理 し，WAI反 応 の評 価

 カ テ ゴ リー と して使 用 で き る も のに した 。

 以上 の よ うな 手続 きで 作成 され た 基 準 書 は ， 全

部 で1，786の カテ ゴ リーを 持 ち ， これ らの 各 カテ

ゴ リーは ， 「小 項 目」 と呼 ば れ てい る
。 小 項 目は ，

334の 「中項 目」 に ま とめ られ ， さ らに ， 中項 目

は10の 「大 項 目」 に ま とめ られ てい る。 中 項 目や

大 項 目を 含 め た 項 目 の配 置 に お い て は ， 評 価 カ テ

ゴ リー と して 使 う時 の見 や す さや 使 い や す さを主

に考 慮 した 。1983年 度 版 の概 要 につ い て は，表4-2

に示 して お く。

 4.一2 1982年 度版基準書の概要

i

2

3

4

L大即矧

5

6

7

8

9

10

帰属 特性

所属 ・役割

対人 関 係

身 体

性 格

願望 ・主義 ・

信条

生活態 度

趣味 ・嗜好 ・

関心

生活の記述

自己への評

価 ・感情 ・

能力，他者

か らの評価

そ の 他

内 容

性別，年 齢，国籍 ，人種，

名前，宗教な どにっいて

の記述。

出身地 ，住所 ，未 婚 ・既

婚，職業 ，所属，役 割，

資格 な どについての記述 。

畷畷

5

12

異性，友人，家族 との関

係につい ての記述，態度，

感情。         55

対人関係一般にっい ての

記述。

体 格，容姿 ，健 康状態 ，

体 質な どにっいての記述 。
4

自分 の性格 についての記
            95述

。

願望や欲求，生活信条，

政治的な態度な どについ 32

ての記 述。

趣味や事物 についての好

き嫌い，興味関心 な どに  32

関す る記述。

日常生活 につ いての記述。

所有物につい ての記述。            22

過去や未来につい ての記

述。

自己評価や 自己の能力に

関する記述。

他 者からの評価 について

の記述。

評価で きない もの，無効

回答な ど。

67

10

24

69

260

34

555

181

252

132

229

基準書の改訂

 1983年 度版基準書を用いて，すべてのデータの

50

         pf'  133411，786

分類評価と集計を行ない，反応傾向の分析を行な

った。その結果，カテゴリーの中には反応頻度の

非常に少ないものや区別しに くいものがあ り，ま

た，カテゴリー数が多すぎて，実際の分析におい

て分類評価が難しいこともわかった。そこで，反

応頻度の少ないものや区別 しにくい ものを 併合

し，項 目の配置にも手を加えた。 このような改訂

に よって，1984年 度版が作られた。この基準書を
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図4-1 基準書 の大項 目の変遷
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表4-3パ ーソナ リテ ィの概要(棋 田 ・佐野(1965)

   よ り作成)

パ

1

ソ

ナ

リ

テ

ィ

決

定

要

因

能力的

情意的

指向的

知能，精神的分化，見通 し，評価の客

観性等。

気質，性格等情意的側面の うち，比 較

的固定的な もの，すなわち，性格類 型

(特性)等 。

目標， キ ャセ クション，生活態度，価

値観 人生観等。

一力動的i安 定一不舵 ・ンプレ・ク穐

個体的 麟 体力漣 鯔

環境的

    家族，生育歴とその環境，生家庭的

    活水準等。

社会的1社 会生活 交友関憾

用 い て ，新 た に 収 集 され た もの も含 め たす べ て の

デ ー タを 分類 評 価 し， 反 応 傾 向 の分 析 を 行 な っ

た 。 デ ー タを収 集 す る一 方 で ， この よ うな 「基 準

書 の改 訂 → 反 応 の分 類 評 価 → 集 計→ 反 応 傾 向 の分

析 → 基 準 書 の改 訂 」 とい う過 程 を 数 年 間 に わ た っ

て繰 り返 して， 基 準 書 の精 緻 化 を 進 め て きた 。 そ

して，1986年 ま でに ， 現 在 の基 準 書 とほ ぼ 同 じ も

のが 完 成 され た 。1983年 度 か ら1986年 度 に 至 る 大

項 目の 変 遷 を 図4-1に 示 して お く。

 詳 しい 改 訂 の 内 容Y'つ い て は 他 に 譲 る が(槇

田 ・岩 熊 ，1988a； 槇 田 ・岩 熊 ，1988b)，2つ の

改 訂 点 につ い て だ け触 れ て お く。1つ は ，1985年 に

行 なわ れ た 中項 目の廃 止 であ る。 カ テ ゴ リーは 多

い ほ ど細 か い反 応 傾 向を 捉 え る こ とが で き る。 そ

の一 方 で ， 全 体 の カ テ ゴ リー数 が 千 以上 もあ る と

分類 評 価 の作業 は 難 し く，評 価 に も多 くの時 間 と

労 力 を 要 す る こ とに な る。1984年 ま で の分 析 で お

お よそ の反 応 傾 向 はわ か った た め ，1985年 の改 訂

で は ， カ テ ゴ リー数 を減 ら して， 基 準 書 に よる評

価 が 容 易 に で き る よ うに した 。 具 体 的 に は ， そ れ

まで の中 項 目を 最 小 単 位 の カ テ ゴ リー とし， 以 後

そ れ を 小 項 目 と呼 ぶ こ とに した 。 な お ， そ れ まで

の小 項 目は ， 独 立 した カ テ ゴ リー として は 扱 わ な

い が ， 例 示 として基 準 書 に 記載 す る こ とに した 。

 も う1つ の 改 訂 は1986年 に行 なわ れ た もの で ，

そ こで は ， 槇 田 ・佐 野(1965)の パ ー ソナ リテ ィ

の概 要 の ス キ ーム(表4-3参 照)を 考 慮 して ，項

1

2

3

   表4-4

1大 項 目
  .        .       一

能

1988年 度版基準書の概要

4

5

6

矧 内 容
  知的能 力，専 門的能 力，対

力 人的能 力な どについての記

  述。

性格(気 質)

性格(そ の他)

自 己

自分 の性格 についての記述

の うち，精神医学的性格類

型 の気質(S，Z， E)と

いわれ るものにほぼ相当す

るもの。

性格(気 質)， 性格(力 動)

以外 の自分の性格について

の記述。

自己に対す る感情 ・評 価な

どについての記述。

欲求，願望，希望 な どにつ

いての記述。

態度， キ ャセ クシ ョンなど

につい ての記述。

「私は私」，「私は誰」，実存

的 な記述。

上位概 念，比喩的 な表現な

ど。

       自分の性格についての記述

性格(力 動) のうち，力動的側面を表す

       もの。

身 体

容姿 ・体格，健康 ・体質，

身体機能 ・身体的能力にっ

い ての記述。

1省襄

8

70

47

90

43

7rl劃

8

9

セ カ ン ダ リー

 グル ー プ

そ の 他

血縁的役割，家族，家庭に
              2ついての記述

。

名前 ，性 別，年 齢，現住所 ，

出身地 ，生年 月 日，職業，

所属 団体 ，学歴 な どにっい             28

ての記述 。

友人関係，対人関 係にっい

ての記述 。

評価で きない もの，WAIに             2

対す る批判，無効回答な ど。

Q
U

 
物

9
臼

.

l
L
h
L

十
一言
口 303

目の配 置 を 行 な った 。 こ の ス キ ー ム は， パ ー ソナ

リテ ィ診 断 の基 本 的 な 枠 組 み とな る もの で ， 広 く

人 間 を 捉 え る上 で有 効 な もの と され て い る。 と こ
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うが ，1985年 度 版基 準 書 の大 項 目を見 る と，こ のパ

ー7ナ リテ ィ ・ス キ ー ム との 対 応 関 係 が 認 め られ

る。 具 体 的 に は ， 基 準 書 の 「知 的 能 力 」 とス キ ー

ム の 「能 力 的 」 側 面 とが 対 応 し て お り， 「個 体 的

記 述 」 と 「個体 的 」 決定 要 因 ，rPrimary Group」

と 厂家庭 的 」 決定 要 因 ，rSeconday Group」 ・「社

会 学 的 記 述 」 と 「社 会 的 」 決定 要 因 とが対 応 して

い る。 さ らに ， 「性 格 」 は， ス キ ー ム の 「情 意 的 」

側 面 と 「力動 的」 側 面 に対 応 し て お り， 「自己 の

態 度 に 関 す る記 述 」， 「超 越 者 」， 「キ ャ セ ク シ ョ

ソ」 は ， ス キ ーム の 「指 向的 」 側 面 に対 応 して い

る 。 これ は ，WAI反 応 が パ ー ソナ リテ ィの あ ら

ゆ る 側面 ，決 定 要 因 に及 ぶ こ とを示 して い る。 ま

た ，WAI反 応 を帰 納 的 に ま とめ あ げ た結 果 で あ

る大 項 目 とパ ー ソナ リテ ィ ・ス キ ー ム が対 応 した

とい う こ とは ，基 準 書 とパ ー ソナ リテ ィ ・ス キ ー

ム の妥 当性 を示 して い る と言 え る で あ ろ う。 こ の

よ うな こ とか ら ，1986年 度 版 は この ス キ ー ム に 従

っ て大 項 目の設 定 を行 な い ， そ こ に各 小 項 目を配

置 す る こ とに した 。 た だ し ，配 置 さ れ た 小 項 目

は， 若 干 の変 更 は あ る も の の， 基 本 的 に は1985年

度 版 の も の と同 じ で あ る。1986年 度 以 降1988年 度

に 至 る ま で の改 訂 は ， 数 項 目 の小 項 目に 変 更 が 加

え られ た 程 度 で，1988年 度 版 基 準 書 は ， 基 本 的 に

は1986年 度 版 と変 わ っ て い な い。

1988年 度 版 基 準 書 は， 以 上 の よ うに ，WAI反

応 の 内容 分 析 の結 果 に基 づ い て作 成 され た1983年

度 版 基 準 書 を， 数 回 に わ た り改 訂 した 結 果 得 られ

た も の で あ る。 こ の基 準 書 で は，303の 小 項 目が

9つ の大 項 目に ま とめ られ てい る。1988年 度 版 基

準 書 は 巻 末 の資 料 に 掲 載 し てあ るが ， そ の 概 要 を

表4-4Y`示 して お く。

基準書による反応の分類評価

 WAI技 法で得られた反応は， 反応の評価カテ

ゴリーである基準書で分類評価され てか ら， 集

計 ・分析される。この分類評価においては，WAI

の各反応の内容を見て，等価あるいは最も内容的

に近い小項目のコー ドを割 り当ててい く。分類評

価は，原則として反応単位で行なわれる，つまり，

被験者の20の 回答を それぞれ 独立に評価 す る の

である。ただし，1つ の反応だけからでは評価が

できない場合，その被験者の前後の反応を参考に

して評価を行なった。また，1つ の反応の中に，

複数の内容が含まれている場合は，それぞれの内

容を1反 応 として評価を行なった。そのため1人

㊧被験者の反応が20を越axた ケースもあった。

 今回の分析では，大学生14人 が評価者 として，

WAI反 応の分類評価にあたった。 評価者は，分

類評価に先立ち約3ケ 月間の トレーニソグを行な

った。 トレーニソグでは，同一の反応を全員がそ

れぞれ評価し，その結果について全員で討議を行

な う。このような討議を通じて，評価者全員が同
一の基準で反応を分類評価できるようにした

。実

際の分類評価は，評価者が分担して行なったが，

評価者が1人 では判断できないものについては，

全員で討議して判断するようにした。

 以上のように本章では，WAI技 法を用いてデ
ータを収集 した手続 きと，WAI反 応の評価カテ

ゴリー作成の手続きについて述べた。次章では，'

このようにして得 られた反応の分析結果について

述べる。
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WAI反 応の分析結果

1. 大項目別に見た反応傾向

2. 小項目別に見た反応傾向

0
り

4

0
δ

4

 前章で述べたような手続きに従って，1988年 ま

でに7，520名 のWAI反 応を収集した。本章では

これらのデータを1988年 度版基準書を用いて分析

した結果について述べる。また，巻未の資料編に

は，被験者のWAI反 応をそのまま事例 として掲

載 してある。これを見れぽ，WAI技 法によって

得 られる反応がどのようなものであるかを理解 し

易いのではないかと思 う。

1.大 項 目別に見た反応傾向

 WAI反 応を基準書を用いて集計 ・分析してい

く方法は大きく分けて2つ ある。それは大項目を

単位 として集計してい く方法 と，小項目を単位 と

して集計してい く方法である。両者はそれぞれに

長所 と短所を持ち合わせているが， ここ では ま

ず，大きな反応傾向をつかむのに適した大項 目を

単位 とした分析を行な う。表5-1は ，各大項 目の

平均反応数を年齢 ・性別に分けて示 したものであ

る。そして，この表の一番右の欄には，被験者1

人当 りの総反応数が示されている。総反応数の平

均は，男性が18.26， 女性が19.26で あった。各被

験者は，原則 として20の回答をすることになって

い る が， 回答 を20答 書 か な い 被 験 者 が い た り，1

つ の回 答 に 複 数 の内 容 が 含 まれ てい るた め に 反 応

数 が20を 越 え る被 験 者 が い た りす る。 そ の た め ，

総 反 応 数 の 平 均 は20に は な って い な い 。年 齢 や性

別 で 見 る と， 傾 向 として20代 以 降 の 被験 者 の反 応

数 が 多 い 。特 に50代 は ， 男 女共 に ，最 も平 均 値 が

高 くな って い る。 そ れ に対 し小学 生 は ，最 も反 応

数 が少 な く，17反 応 以 下 に な って い る。 性 差 が最

も顕 著 な の は高 校 生 で ，女 性 の反 応 数 は 男性 を 約

2反 応 上 回 っ て い る。 そ の一 方 で， 各 大 項 目間 に

は平 均 反 応 数 に 大 きな ば らつ きが 認 め ら れ る。

「自己」 の反 応 数 が ，1人 当 り8反 応 近 く あ る の

に 対 し， 「能 力」， 「性 格(そ の他)」， 「プ ライ マ リ

ー ・グル ー プ」 で は1反 応 に 満 た な い
。 ま た ， 各

大 項 目の 平 均 反 応 数 に は ，年 齢差 や性 差 が認 め ら

れ る もの もあ る 。 そ こで ，各 大項 目 ご とに反 応 傾

向 を 分 析 して い くこ とにす る。

 「能 力 」 に は ， 知 的 能 力(e.g.，頭 が い い ・悪 い)，

専 門的 能 力(e.g.， ピア ノが得 意 ・不 得 意)， 対 人 的

能 力(e.g.，指 導 力 が あ る ・ない)，一 般 的 能 力(e.g.，

セ ン ス が あ る ・ない)と い った反 応 が 分類 され る 。

反 応 数 を 見 る と非 常 に 少 な く，0.5に も満 た な い。

つ ま り， お お まか に 言 っ て， この 大 項 目の反 応 を
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※各セルの上段の数値は平均反応数を示し，下段の括弧内の数値は標準偏差を示す。
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表5-2 各大項 目の言及率
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※各大項目の暫及率は，骸当集団内でその大項目の反応を1反 応以上 した被験者のパーセンテージを示す。

する被験者は，2人 に1人 以下であることを示 し

ているが，2反 応以上 している被験者 もい る の

で，この大項 目の反応を1反 応以上 している被験

者の割合は，50%を かな り下回ると思われる。そ

こで，実際にこの大項 目の反応を1反 応以上して

いる被験者の割合(言 及率)を 算出してみた。表

5-2は ， 各大項目の言及率を年齢 ・性別に示した

ものである。「能力」の言及率は，男性が30，5%，

女性が22.8%で あ り，男性の方が反応する割合が

高 くなっている。年齢差については，男女共に60

才以上で最も言及率が低 くなっている。このよう

に能力的測面についての言及が全般的に少ないの

一

レ

墨
6.2

は， 日本の文化 ・社会習慣によるところが大きい

ように思われる。例えぽ，アメリカのような個人

の能力を重視 す る文化 ・社会 で は，自分の能力

は，個人に とって大きな意味を持つことになるの

ではないか。

 「性格(気 質)」 は，自分の性格を記述した反応

の うち，気質的なものにほぼ相当する反応が分類

される大項目である。性格についての大項 目とし

ては，ほかに 「性格(そ の他)」と 厂性格(力 動)」

がある。後者は，性格を記述した反応の うち，ヒ

ステ リー性格や神経質などの力動的な側面につい

ての記述が分類され，前者は，上記の2つ の大項
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           図5-1 性格全体の平均反応数
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40-49才  50-59才  60才 以 上

目の中には分類できない性格記述が分類される。

「性格(気 質)」 の平均反応数は，小学生では1に

満たないが，それから年齢を追 うごとに増える傾

向があ り，20代から40代 では3反 応以上になる。

そして，50代以降では減少 している。性差につい

ては，小学生から大学生までは女性の反応の方が

多い。それ以降は男性の方が若干多いが，差は小

さなものとなっている。「性格(そ の他)」 と 「性

格(力動)」 も似た傾向を示 しているが，反応数自

体が 厂性格(気 質)」 よりも少ない。また，「性格

(その他)」 では性差はほとんど認められず，「性

格(力 動)」 で は，反応数の多い年齢層が若干低

く，大学生から30代 までとなっている。このよう

に，性格の3つ の大項 目は，平均反応数において

類似した傾向を示している。そこで，この3つ の

大項目の反応数を合計して性格全体の反応数を算

出し，その平均値の分析を行な うことにした。そ

れをグラフ化したものが図5-1で ある。これを見

る と，男女共に逆U字 形の曲線を描いている。女

性では小学生から大学生までの間増加 し，その後

減少している。一方男性では，小学生から30代 ま

で増加 して，その後減少 している。 しか も，男性

の平均反応数は，小学生から大学生まで女性を下

回っており，20代 でほぼ女性 と同じになった後，

30代以降では女性を上回っている。これは，性格

の反応数 と発達および加齢 との間に何らかの関係

が存在し，そこには性差によるずれがあることを

示唆 している。

 「自己」は，欲求 ・希望 ・願望， 自己評価， キ

ャセクショソ，趣味，超越者に対する態度，実存

的な自己意識などを示す反応が分類される大項 目

である。この大項 目に は全部 で90の 小項 目があ

り，最もカテゴリー数の多い大項 目である。反応

数も最も多 く，全体の平均は，男性が7.80， 女性

が7.93と なっている。また，言及率を見ると，全

体の98.5%の 被験者がこの大項目の反応を少な く

とも1反 応 している。年齢や性別による反応数の

変化を見ると，かな り複雑な動きを示 している。

男性は，中学生で1つ のピークがあ り，大学生で

再び増加するが，全体 としては40代 までなだらか

に減少する傾向がある。しかし，40代 から60才以

上にかけては急激に増加し，60才 以上の男性の反

応数は9.95に 達 している。一方女性では，中学生

で最高値の9.02に なった後，大学生 まで急激に減

少し，それ以降は50代 までなだらかに増加 してい

る。性差は，高校生，大学生，40代 に強 くあらわ

れている。特に，高校生 と大学生の間では男女が

入れ替わっている。高校生では女性の反応数の方
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        図5-2 「プラ イマ リー ・ゲループ」の言及率

が多いのに対 し，大学生では男性の方が多 くなっ

ている。 このような複雑な変動があるのは，この

大項 目Yrt.分類される反応が多様なものであるため

とも考えられ，より明確に理解するためには1小

項 目単位の分析が必要 と考xら れる。

 「身体」には，容姿，体格， 健康状態， 体質，

身体能力，身体機能などについての記述が分類さ

れる。平均反応数は，男女共に小学生で最も高 く

なっている。そして，大学生あるいは20代 まで減

少傾向を示 しており，その後50代 で再び高 くなっ

ている。これは加齢に伴 う身体の衰え とも関係し

ているように思われる。性差については，小学生

と中学生では男性の方が反応数が多いのに対し，

高校生 と大学生では女性の方が多 くなっている。

これは，思春期において女性が，男性 よりも身体

に対 し強い意識を持っていることを示唆 している

と言えるであろ う。

 「プライマリー・グループ」には，自分の家族や

家庭についての記述，あるいは，血縁関係や親戚

などについての記述が分類 される。この大項 目の

平均反応数は全体で1.73で あるが，被験者全体で

の言及率は46.2%で ある。言及率を性 ・年齢別に

グラフ化 したものが，図5-2で ある。これを見る

と，ほとんどの年齢層において男性 よりも女性の

方 が言 及 率 が 高 く， 特 に 大 学 生 以 下 で は そ の差 が

大 き くな っ て い る。 これ は， 女 性 に とっ て家 族 が

大 き な意 味 を持 ち ，特 に青 年 期 以 前 の ，両 親 か ら

独 立 して い な い段 階 に お い て ，女 性 は 男性 よ り も

家 族 と強 い関 係 を持 っ て い る場 合 が多 い こ とを 示

唆 して い る。 年 齢 差 につ い て は ，30代 に な る と急

激 に 「プ ライ マ リー ・グル ープ」 の反 応 を す る被

験 者 が増 加 し，30代 か ら50代 ま で は80%付 近 の言

及 率 が あ る。 しか も， こ の期 間 の性 差 は ほ とん ど

な い。30代 か ら50代 は ， 自分 の家 庭 を 築 い て子 供

を 養 育 してい る時 期 であ る。 そ うい う意 味 では ，

自分 の家 族 が 自己 概 念 ・self-imageに 反 映 され る

の は 当然 と思 わ れ る。 しか し， 女 性 は ， 一 般 的 に

男 性 よ りも家 庭 の 中 に い る場 合 が 多 く， 男 性 よ り

も言 及 率 が 高 くな る もの と予 想 され るが ， 実 際 に

は 大 きな 差 は 認 め られ な い 。 そ こで 平 均 反 応 数 を

比 較 して み る と，30代 か ら50代 に か け て0.3か ら

1.0程 度 女性 が 多 くな って い る 。 この よ うな 事 実

か ら， 家 庭 ・家 族 は ，30代 か ら50代 に か け て 大 多

数 の 男 女 のself-imageに 反 映 さ れ て い る が ， 各

個人 の 中 の 位 置 づ け を 見 る と， 女 性 に とって よ り

大 き な意 味 を 持 って い る と考 え る こ とが で きる 。

 「セ カ ソ ダ リー ・グル ー プ」 は， 氏 名 ， 性 別 ，

年 齢 な どの デ モ グ ラ フ ィ ックな 属 性 に つ い て の記
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述 や ，学 校 ， 職 業 ， 所 属 集 団に つ い て の記 述 な ど

が分 類 され る大 項 目であ る。 この 大 項 目の 平 均 反

応 数 は 「自己 」 に 次 い で 多 く， 全 被験 者 の 平 均 は

4.01と な っ てい る。 男 性 は ，50代 に5.77と な るの

を 除 い て ， 平 均反 応 数4前 後 で安 定 して い る。 そ

れ に対 し， 女性 は 小学 生 と中学 生 の 間 で4.18か ら

3.46ま で下 が り， 中学 生 か ら20代 の間 で，4.46ま

で緩 や か に 増 加 して い る。 そ して30代 に な る と再

び3.17に 減 少 し， そ の後 比 較 的 安 定 し てい る。50

代 の 男 性 に お け る急 激 な 上 昇 の理 由 に つ い て は 明

確 に は わ か らな い が ， お そ ら く， この 時 期 に起 こ

る社 会 的 な地 位 の 変動 が 関 係 して い る の で は な い

か と思 わ れ る 。 女性 の 平均 反 応 数 の変 動 は ，女 性

と社 会 との関 係 を反 映 した も の と解 釈 で き る。 小

学 生 の時 点 で は， 女 性 の社 会 との関 わ りが 男性 と

大 き く異 な る とい うこ とは な い が ， 中 学 生 や 高 校

生 の時 期 に は， 男 性 と違 う役 割 期 待 が 求 め られ る

よ うに な る。 そ の 一 方 で 女 性 の 社 会 進 出 が 様 々な

形 で 問 題 に され て お り， 就 職 の 時 期 と な る 大 学

生 ・20代 に お い て 女性 が強 い社 会 意 識 を持 つ よ う

に な る。 しか し，30代 に な る と多 くの女 性 の生 活

の 中心 が家 庭 に移 り，社 会 意 識 も それ に 伴 っ て弱

くな る も の と考 え られ る の であ る。 実 際 に ， 女 性

の 「プ ラ イ マ リー ・グル ー プ」 の 平 均 反 応 数 は ，

30代 で急 増 し て お り， 「セ カソ ダ リー ・グル ー・プ」

と 「プ ライ マ リー ・グル ー プ」 の 平 均反 応 数 の差

は ，20代 で3以 上 あ った の に対 し，30代 で は0.55，

40代 で0.13， それ 以 降 は0.1以 下 とな っ て い る。

 最 後 に 「そ の他 」 につ い て見 る こ とに し よ う。

大 項 目 厂そ の他 」 に は，WAI自 体 に 対 す る批 判

が 分 類 され る 「そ の 他 」と， 「無 回 答 」 の2つ の 小

項 目しか な い 。 しか し， 今 回 の 分 析 で は 無 回 答 を

分 析 対 象 か ら外 した た め ， 大 項 目 厂そ の 他 」 の 反

応 数 は ， 小 項 目 「そ の 他 」 の 反 応 数 と同 じ もの を

意 味 す る こ とに な る。 被 験 者 全 体 の 平 均反 応 数 は

0.22で ，9つ の大 項 目の 中 で最 も少 な い。 しか も，

小学 生 と20代 以 降 で は ，0.1以 下 とな って い る 。

つ ま り， この よ うな反 応 が 出 る の は ， 中学 生 か ら

大 学 生 に か け て の 間 とい うこ とに な る。 特 に多 い

の は高 校 生 の 男性 で ，平 均 反 応 数 は0.54と な っ て

い る。WAIに 対 す る批 判 が 出 る1つ の理 由 とし

ては ， 学校 に お い て 施 行 され た た め に ，結 果 と し

てWAIに 回答するか否かが，完全な自由意志に

基づいたものではな くなってしまったためとも考

えられる。もう1つ の理 由として，自己の発達 と

い う視点から見て，この時期には内的な葛藤が多

く，自己を直視することを嫌 う被験者が多かった

ためとも考えられる。

 以上が大項 目か ら見たWAI反 応の分析結果で

ある。このような分析から，自己概念 ・self・image

の発達的な変化をおおまかに捉えることができた

のではないか と思 う。次に小項目を用いてより細

かい分析を行な うことにする。

2.小 項目別 に見 た反応傾向

 反応傾向の分析に大項 目を用いた場合，カテゴ

リーの抽象度が高いため，WAI反 応にあらわれ

たself・imageの 細かいニュアンスは 失われてし

まう。それに対 し小項目はかな り具体的であるた

め，被験者の反応の実態を知 るのに は適 して い

る。ここでは，小項 目の言及率，すなわち，各小

項 目の反応を1反 応以上 した被験者の割合を，性

別 ・年齢に分けて算出して分析を行なうことにす

る。 しか し，基準書には303の 小項 目があ り，そ

の中には，非常に反応の少ないものも含まれてい

る。そこで今回の分析では，性別 と年齢で分けた

18の被験者集団のいずれかで，20%以 上の言及率

のあった小項目だけに言及するに とどめる。

 上記のような条件を満たす小項 目は全部で49項

目ある。 しか し，これら49項 目に対する18の集団

の言及率を一度に見ると煩雑になるので，まず，

小学生から大学生までの8つ の集団について，こ

の条件を満たす30の 小項目について見ることにし

よう。表5-3が ，30の 小項 目の言及率を小学生か

ら大学生までについて男女別 ・年齢別に示 したも

のである。この表においては，表を見やす くする

ために，言及率を数値ではなくアスタ リスクの数

で示 してある。言及率10%ご とにアスタ リスク1

つが表示されてお り，60%以 上はすべてアスタリ

スク6つ で表現され て い る。小項 目の言及率が

70%越 える場合は極めて少な く，大学生までにつ

いて言えば，中学生の女性の72.5%が 「好み」に

言及しているの と，高校生の男性の71.3%が 「学
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表5-3 小項 目の言及率(学 生)
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校 に 関す る記 述 」 に言 及 して い る。 大 項 目別 に見

る と， 「自己 」 が12項 目， 「セ カ ソ ダ リー ・グル ー

プ」 が10項 目， 「身 体 」 が3項 目， 「プ ラ イ マ リ

ー ・グル ー プ」 が2項 目， 「性 格(気 質)」， 「性 格

(力動)」， 「そ の他 」 が各1項 目 とな っ て い る。 こ

れ を見 る と，大 項 目別 の 平均 反 応 数 の分 析 で ，平

均 反 応 数 の高 い大 項 目に属 す る小 項 目が多 く含 ま

れ て い る。

 この8つ の 集 団 の いず れ か で40%以 上 の言 及 率

の あ る小 項 目は ， 「ス ポ ー ツ」， 「好 み 」， 「勉 強 」，

「上 位 概 念 ・機 能 部 分 」， 「容 姿 ・体 格」， 「身 体 機

能 ・身 体 的 能 力」， 「名 前 」， 「性 別 」， 「学 校 に 関 す

る記 述 」 の9項 目で あ る。 この うち ， 「ス ポ ー ツ」

か ら 厂上 位 概 念 ・機 能 部 分 」 ま で の4項 目は， 大

項 目 「自己 」 の小 項 目で あ る。 「ス ポ ー ツ」 は ，

ス ポ ー ツに対 す る指 向 を示 す 記 述 が分 類 され る。

ス ポ ー ツに対 す る指 向Yyは ， 自分 が行 な う場 合 と

観 戦 す る場 合 とが あ る が ，多 くの場 合 ， この両 者

をWAIの 反 応 か ら弁 別 す る こ とは 困 難 な た め ，

両 者 を 同 一 の 小項 目に 分類 して い る。 言 及 率 は ，

小 ・中学 生 で比 較 的 高 く， 高校 生 と大学 生 で 若 干

低 くな っ てい る。 「好 み 」 に は ， 好 み に 関 す る記
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述 全 般 が分 類 され るが ， ス ポ ー ツ， 趣 味 ， 食 べ 物

の好 き嫌 いな ど， 反 応 頻 度 の 多 い 反 応 は 別 に カ テ

ゴ リーが 設 け てあ り， そ れ らは 「好 み 」 に は 分 類

され な い 。 具体 的 に は ， 「白 が 好 き」 とか 「人 混

み が 嫌 い」 とい った反 応 が 分類 され る。 この 小項

目は ， 女性 の言 及 率 の方 が 高 い とい う傾 向 を示 し

て い る。 「勉 強 」 も指 向 ・キ ャセ クシ ョソ に つ い

て の項 目で ，勉 強 そ の ものや 科 目に 対 して の興 味

や 好 き嫌 いに つ い ての 記 述 が 分 類 さ れ る。 こ れ

は ， 小 学 生 に お い て は50%以 上 の 言 及 率 が あ る

が ， 年 齢 が 高 くな るに 従 って 下 が り， 大 学 生 で は

10%代 に な っ て い る。 「上 位 概 念 ・機 能 部 分」 に

は ， 「人 間 」， 「生 物 」， 「地 球 人 」 とい った 反 応 や ，

「手 が2本 あ る」 とい った 反 応 が 分 類 さ れ る。 こ

れ も年 齢 と と もに言 及 率 が下 が っ て い る が ， 「勉

強 」 ほ ど強 い下 降 傾 向 は示 し て いな い。

 「容姿 ・体 格 」 と 「身体 機 能 ・身体 的 能 力」 は ，
                      '大 項 目 「身体

」 に 属 す る3の つ 小 項 目の うちの2

項 目で あ る。 「容姿 ・体 格 」 は ，年 齢 と と も に言

及 率 が下 が って お り， ま た ，女 性 の言 及 率 の方 が

高 い。 それ に対 し 「身 体 機 能 ・身 体 的 能 力」 は ，

同 じ よ うに 年 齢 と と もに 言 及 率 が 下 が っ て い る も

の の， 男 性 の言 及 率 の方 が高 い。 これ は， 身 体 の

捉 え 方 が 年 齢 ・性 別 に よ って 異 な る こ とを 示 して

い る。 また ， 「身体 」 の 小項 目の 言 及 率 の 高 い こ

と自体 が ， 身 体 のself-imageに お け る重 要 性 を

示 唆 して い る と言 え る であ ろ う。

 「名 前 」， 「性 別 」， 「学 校 に 関 す る 記 述」 は ， 大'

項 目 「セ カン ダ リー ・グル ー プ」 の 中 の 小項 目で

あ る。 「名 前 」 に つ い ては ， 小学 生 で は40%以 上

の言 及 率 が あ るの に対 し， 中 学生 で は10%代 に

な っ て い る。 そ し て， 高 校 生 以 降 で再 び上 昇 傾 向

が 認 め られ る。 「性 別 」 は ， 中学 生 で は 両 性 共 に

30%代 で あ るが ， そ れ 以外 で は ， 男 性 が40%代 ，

女性 が50%代 とな って い る。 「学 校 に関 す る記 述 」

は ，学 校 名 ， ク ラス な どか ら教 師 に 関 す る記 述 ま

で ，学 校 全 般 に関 す る反 応 が分 類 され る。 この小

項 目の言 及 率 は， 小 学 生 か ら大 学 生 に至 る ま で ，

男 女 ともに60%以 上 の言 及 率 が あ り， この 中 で最

も言 及 す る被 験 者 の 多 い 小 項 目 とな っ て い る。

 これ らの 結 果 を 見 る と， 言 及 率 の 高 い 小 項 目に

は ， パ ー ソナ リテ ィの社 会 ・生 物 的 基 礎 に 関 す る

記述が多 く含まれてお り，しかも，それらの多 く

が年齢の上昇 とともに言及率を下げている。それ

に対 し，言及率が明確な上昇傾向を示 す 小 項 目

は，この表の中にはほ とんど見 られ ない。 これ

は，年齢の上昇に伴い反応が多様化 し，特定の小

項 目に反応が集中する傾向が弱くなるためと考x

られる。それでも，言及率が上昇傾向を示 してい

る小項 目もある。それは，大項 目 厂自己」の中の

「その他」 と大項 目 「性格(力 動)」 の 「自分勝手」

である。「自己」の 「その他」に は，自分自身に

ついての記述ではあるが，他の小項目には分類で

きない反応が分類 される。ある意味で難解，複雑

な反応が分類 されることになる。つま り，これも

年齢の上昇に伴 う反応の多様化を示 して い る。

「性格(力 動)」 の 「自分勝手」は，否定的なニュ

アンスを持った小項 目である。この小項 目の言及

率が年齢 とともに上昇する理由は，発達に伴って

自己の行動を客観的に見つめた り反省する能力が

獲得され， 自己の否定的 な側面 をもself-image

に取 り入れることできるようになるためと考えら

れる。そのほかに，女性についてのみ，高校生 と

大学生で 「血縁的役割」 と 「年齢」の言及率の上

昇が認められる。これは，この年齢層の女性に対

する社会的な役割期待 とも関連 しているものと考

えられる。

 社会人を年齢 と性別で分けた10の 集団のいずれ

かで，20%以 上の言及率のあった小項目は41項 目

ある。これらの小項 目の言及率を集団別に示した

ものが，表5-4で ある。これも表5-3の ようにア

スタ リスクで言及率が示されている。社会人の10

の集団のいずれかで40%以 上の言及率のある小項

目は，「生活習慣(生 活態度)」，「生活状態」，「審

美」，「飲食」，「スポーツ」，「その他の趣味」，「好

み」，「健康 ・体質」，「血縁的役割」，「子どもに関

する記述」，「性別」，「職場 ・職業に関する記述」

で あ る。これ と学生で言及率 の高かった小項 目

とを比較すると，両者 で共通するのは，「スポー

ツ」，「好み」，「性別」の3項 目だけ であ る。 ま

た，この条件を満たす小項 目数 も学生が9項 目で

あったのに対 し， 社会人 で は12項 目になってい

る。これは，社会人 と学生のWAI反 応が大きく

異な り，社会人の方が多様な反応をすることを示
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表5-4
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        図5-3 「容姿・体格」「健康・体質」の言及率

して い る。

 「生 活 習慣(生 活態 度)」 と 「生 活 状 態 」 は 大 項

目 「自己」 の 小 項 目で あ る。 「生 活 習慣(生 活態

度)」 に は 日常 生 活 に お け る 習慣 的 な 行動 の記 述

が主 に分 類 され る。 言 及 率 を見 る と， どの 集 団 で

も30%以 上 の言 及 率 が あ り，性 差 も ほ と ん ど な

い。 「生 活 状 態 」 に は 生 活 習 慣 以外 の 日常 生 活 の

記 述 が 分 類 され るが ， 集 団間 で の言 及 率 の違 いが

大 きい 。 男 性 に つ い て 言 え ば ， 全 体 的 に 年 齢 と と

もに下 降 す る傾 向 が あ るが ，50代 で 高 くな って い

る。 女 性 に つ い て も，20%代 か ら30%代 にか け て

変 動 して い る が ，50代 に お い て だけ40%代 に な っ

て い る。 「生 活 状態 」 の 言 及 率 が 高 くな る とい う

こ とは ，self-imageの 中 で 日常 生 活 が 顕 在 化 す る

こ とを 意 味 して い る。 お そ ら く， これ は ，50代 に

お い て 日常生 活 に 何 らか の 大 きな 変動 が あ る こ と

を示 唆 して い る もの と考 え られ る 。

 「審 美 」，「飲 食 」，「ス ポ ー ツ」，「そ の 他 の趣 味」，

「好 み 」 は ， い ず れ も大 項 目 「自己 」 の 中 の 指 向 ・

キ ャ セ クシ ョソに つ い て の 項 目で あ る 。 「審 美 」

に は， 美 術 ， 音 楽 ， 文 学 を は じ め とす る， 美 に 対

す る指 向を 示 す 記 述 全 般 が 分 類 され る。 こ の小 項

目の 言 及 率 は ，20代 では ほ とん ど性 差 は な い が ，

30代 以 降 で は 男 性 よ りも女 性 に お い て 高 い。 「飲

食」は，男性が20%代 から30%代 にかけて変動 し

ているのに対 し，女性は10%代 から40%代 にかけ

て変動 してお り，女性の年齢による変動が大きく

なっている。「スポーツ」は，50代 を除いて， 男

性の言及率が女性を大きく上回って い る。「その

他の趣味」には，他に該当する小項 目のない趣味

についての記述が分類される。この小項 目の男性

の言及率は，60才 以上のほかは30%代 で安定して

いるのに対 し，女性は年齢 とともに高 くなる傾向

を示 している。「好 み」は，年齢 による変動はほ

とんどなく，__.一して女性め言及率が高い。ただ

し，60才 以上においては女性の言及率が下降し，

男性の言及率を下回っている。

 「健康 ・体質」は，「容姿 ・体格」と「身体機能 ・

身体能力」と共に大項 目 「身体」を構成 している。

「容姿 ・体格」と 「身体機能 ・身体的能力」は，学

生においては高い言及率を示 していたが，社会人

では比較的低 くなっている。ところで，容姿と体

格，健康 と体質は，自己の身体を捉える時の2つ

の見方 と言 うことができる。つまり，目に見xる

姿 としての外面的な身体的 自己 と，身体感覚など

の自分だけがアクセスできる情報から構成された

内面的な身体的自己 との2つ である。この2つ が

年齢や性別によってどのように変化するのかを，



一一一一WAI反 応 の 分 析結 果 一 一 49

70.0

60.0

  50.0

言

及
  40.0
率

%
 30.0

20.0

10.0

o.o

x 、

 ＼ ，×_.....×/

□
丶/ 

}〆
＼

丶

 

丶口

    

/＼   ロー 一 一・男性'      丶        
×・_酌。■齢×女性      、

×、

        ＼ 、

    丶    丶×、     
＼     ＼、

      ＼      ＼

       □、 、 、ロー 一 一 首

                ＼

                  丶。
                    も×

寵 寵 纛喉r罪 翻 翻 ；穐鳶鐸鱗 鍔 繍r一
                  年 齢

             図5-4 「性別」の言及率

「容姿 ・体 格 」 と 「健 康 ・体 質 」の 言 及 率 か ら見 る

こ とに し よ う。 図5-3は ， この2つ の 小項 目の 言

及 率 の変 化 を ， 男 女別 に 小学 生 か ら60才 以 上 ま で

示 した もの で あ る。 「容 姿 ・体 格 」 に つ い て は ，

男 性 は ， 小 ・中 学 生 の45.5%か ら大 学 生 の24.9%

まで 下 降 し，20代 か ら50代 ま で30%代 で 変 動 して

お り，60才 以上 で は12.5%ま で下 降 し て い る。

女 性 で は ，30代 で 一 時上 昇 す る もの の ， 全体 的 な

傾 向 として 小学 生 の51.5%か ら60才 以上 の11.8%

ま で下 降 して い る。 男 女 を比 較 す る と，大 学 生 ま

で は女 性 の方 が高 い が ， それ 以 降 は 男性 の方 が 高

い傾 向を 示 し て い る。 一 方 ， 「健 康 ・体 質」 に つ

い て は ， 男 性 は ， 中 学 生 の37.6%か ら大 学 生 の

24.6%ま で下 降 し， そ の後60才 以 上 の55 .0%ま で

上 昇 して い る。 女 性 は ， 小 学 生 か ら 大 学 生 ま で

30%付 近 で 変 動 して い るが ，20代 で22 .0%ま で 下

降 し， そ の後50代 の40.7%ま で上 昇 して い る 。 ま

た ， 全体 的 に 男性 の 言及 率 の方 が 高 い。 ま とめ る

と，大 学 生 あ る い は20代 ま で 厂容姿 ・体 格 」 と

「健 康 ・体 質 」 の 言 及 率 は 共 に 下 降 傾 向 を示 して

い る。 これ は ， 身体 のself・imageの 中 で の位 置

づ け が ， 発 達 と ともに 中 心 的 な もの か ら周 辺 的 な

も のに な る こ とを 意 味 し てい る と思 わ れ る。 ま

た ，20代 以 降 ， 「容 姿 ・体 格 」 は 一 度 上 昇 し て か

ら下降傾向を示す の に対 し，「健康 ・体質」は上

昇傾向を示している。これは内面的の身体的自己

が年齢 とともに顕著になって くることを示してお

り，これには加齢に伴 う身体の衰えが関係してい

るものと考えられる。

 大項 目 「プライマリー ・グループ」に属する小

項目の言及率は，学生の8つ の集団のいずれにお

いても40%に 達していない。 ところボ，社会人で

は 「血縁的役割」と 「子どもに関する記述」の2

項 目がかな り高い言及率を示 してい る。「血縁的

役割」には，「親」，「子」，「夫」，「妻」な どの家

庭内における自分の役割を述べた反応が分類され

る。この小項目には女性が言及することが多 く，

特に30代 では60%以 上の女性がこのような反応を

している。「子供に関する記述」は年齢差 が大 き

く，20代 では10%以 下であるに対 し，30代か ら50

代にかけては男女共に40%以 上の言及率がある。

特に50代 の女性では，60%以 上の言及率がある。

これは，子供のいない者の多い20代 と，子育ての

時期にあたる30代 から50代 との差を明確に示 して

いる。

 「性 別 」 と 「職 場 ・職 業 に 関 す る記 述 」 は ， 大

項 目 「セ カ ソ ダ リー ・グル ー プ」 の 小 項 目 で あ

る。 性 別 は ，年 齢 と ともに 言 及 す る者 が 減 る傾 向
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を示している。性別に対する言及は性的同一性 と

も深 く関連し，その発達的変化を追 うことには大

きな意味がある。そこで小学生から60才以上に至

るまでの 「性別」の言及率を図5-4Y`示 しておい

た。これを見ると，全体的に女性の言及率が男性

より高いことがわかる。ただし，中学生 と60才以

上においては，男性の方が高 くな ってい る。ま

た，女性の方が男性よりも年齢による変化が大き

い。20代 の女性の66.7%が 性別に言及しているの

に対 し，60才 以上の女性で性別に言及する者は

11.8%に 過ぎない。これは，女性の性的同一性が

年齢 とともに大きく変化し，特に，20代 において

最 も強 くなることを示唆していると言xる であろ

う。「職場 ・職業に関する記述」は，社会人 で最

も言及率の高い小項 目である。特に50代 の男性の

言及率は，83，1%に も達 している。 これは，男性

にとって職業が大きな意味を持っていることのあ

らわれ と考えられる。20代 の女性の言及率が高い

のは，実際に就業 している女性が多いためと思わ

れるが，30代以降については 「主婦」 という反応

がこの小項 目に分類されているためであろう。

 その他の傾向としては，社会人では性格に関す

る小項 目の言及率が高 くなっていることが挙げら

れる。性格の うち，いずれかの集団で20%以 上の

言及率のある小項目として，学生では 「明るい ・

明朗 ・陽気」が挙げられているだけであったが，

社会人では 「協調性がある ・同調的」，「まじめ」，

「短気である」の3項 目が挙げられている。40代

の男性は，これら3項 目の言及率がすべて20%以

上で，「協調性がある・同調的」の言及率は31.2%

もある。協調性や同調性が社会生活の中で求めら

れる特性であることを考慮すると，社会的な役割

期待が自己の性格記述にも大きく反映されている

と考xる こともできる。

 以上が，言及率の高い小項 目からのWAI反 応

の分析結果である。ここに挙げられた小項 目を見

ただけでも，被験者の反応の多様性は理解できる

と思 う。1988年 度版基準書の小項 目は303項 目あ

り，そのすべてについて述べることはここではで

きなかった。 これらすべてについて詳細に分析す

れぽ，さらに多様なself-imageが あらわれてくる

であろ う。その一方で，実際の被験者の反応全体

は20の 自己記述であることを忘れてはならない。

つま り，被験者は個hの 反応の中で自己を表現し

ているだけでな く，20の 回答全体を通 して自己を

表現 している。 このようなことを考慮すれば，20

回答を基準書で分類評価 し，最終的には被験者の

言及した20の小項 目の組合せパターソの分析や，

自分らしさの評価(被 験者が，「特に自分らしい」

反応 として○を付 けたもの)，反応の出現順位も

含めた総合的な分析が必要 となるであろう。
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1.研 究結果の要約

 本研究の目的は，自我 ・自己を実証的に分析す

ることにあり，そのための1つ の有力な技法 とし

てWAI技 法を用いた。自我あるいは自己を実証

的に分析する際の糸口として被験者のself-image

は有効なものと考えられる。また，WAI技 法は，

研究者の視点か ら制限することなしに，被験者の

自発的なself・imageを 得られるという長所を持

っている。その一方で，WAI技 法で得られた反

応に対 しては，直接，数量的な分析を行な うこと

ができず，数量的な分析を行 うためには，何らか

の反応 カテゴリーによって反応を分類する必要が

ある。 しか し，研究者の視点から設定された反応

カテゴリーを用いれぽ，反応の持つ自発性が活か

されないことになる。 そこで本研究では，WAI

反応をKJ法 によって内容分析し，その結果に基

づいて，帰納的に反応の評価カテゴリーを作成 し

た。

 この評価 カテゴリーは基準書 と呼ぼれ，1983年

に初版が作成されて以来，数回の改訂が施されて

いる。基準書の改訂は，WAI反 応の基準書によ

る分類 ・評価 と集計の結果に基づいて行なわれて

きた。1986年 には，基準書のカテゴリーと槇田 ・

佐野のパーソナ リティ ・スキームとの間に対応が

認められたため，このスキームを参考にしてカテ

ゴリーの配置が行なわれた。そして，1986年 以降

は，基準書の大きな改訂は行なわれていない。本

研究の分析に使用 され た1988年 度版基準書は，

1986年 度版基準書 とほぼ同じもので，小項 目と呼

ぼれる303の カテゴリーを持ち，それらの小項目

は，大項 目と呼ぼれる9つ のクラスターに分類 さ

れている。

 今回の分析の対象 となった被験者は，9才(小

学校3年 生)か ら60才以上の高齢者にまで及び，

被験者数は，男女合わせて7，520名 である。大項

目を用いた反応の全体的傾向 の分析結果 を見 る

と，WAI反 応には，項 目による違いや性差 ・年

齢差が認められる。

 まず，WAI反 応に多いのは，指向的側面につ

いての記述 と，デモグラフィックな属性および社

会関係についての記述である。この2つ について

は，反応数 だ け で な く反応をする被験者数 も多

く，指向的側面についての記述はほぼ100%， デ

モグラフィックな属性 ・社会関係については80%
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から90%の 被験者が反応している。その一方で，

能力についての記述 は少 な い。年齢差について

は，性格についての記述が大学生あるいは20代 ま

で年齢 とともに増加し，それ以降減少する傾向が

ある。また，30代 から50代にかけての被験者の多

くが，家族や家庭に関する記述をしている。この

家族や家庭に関係する記述の数は，男性よりも女

性で多 くなっている。

 小項 目を用いた詳細な分析結果を見ると，小学

生から大学生にかけては，スポーツや勉強などに

対する指向，身体，名前，性別，学校などに関す

る記述をする者が多い。特に，学校に関する記述

をしている者は60%以 上にも昇る。社会人では，

日常生活，趣味などに対する指向，健康 ・体質，

血縁的な役割，子供，性別，職場や職業に関する

記述をする者が多い。学生では，多 くの小項 目の

言及率が年齢 とともに下降しており，特に勉強に

関する指向は強い下降傾向を示している。その一一

方で，難解で複雑な反応 と 厂自分勝手」 という性

格記述の言及率は年齢 とともに上昇している。社

会人では，身体に関する記述で年齢的な変動が認

められる。健康や体質に関する記述は，年齢 とと

もに言及率が上昇しているのに対し，容姿や体格

に関する記述は，40代 以降で言及率が下降してい

る。性差が最 も明確にあらわれているのは，性別

に関する記述で，ほとんどの年齢層で女性の言及

率が高 くなっている。

2.研 究結果 に対する考察

 今回の分析の=被験者は約7，500名 にも及び，従

って，今回の結果はかな り高い信頼性を持つ と言

えるであろう。今回得 られた結果から次のような

ことが考えられる。まず，WAIに は個人に とっ

て重要なもの，あるいは，重要な事柄があらわれ

る傾向があるということである。反応数や言及率

の分析で得られた結果には，ある意味で，一般的

な常識か らも当然 と考えられるものが多い。例え

ば，自分の家庭を築き自分の子供を育てている世

代において，家族や家庭v'関 する記述や子供に関

す る記述が多いとい う結果 もそれにあたる。 しか

し，一般的な常識は，家庭を築いたものが家庭や

自分の子供に対し，強い愛情あるいは関心を示す

ことを当然 としているからこそ，このような予測

を生み出すのである。つまりこれは，WAIの 反

応が個人の自我関与，あるいは，自己概念 と密接

に関連していることを示唆している。もちろんす

べての反応が，このような重要性を持つ とは言え

ないが，各個人の20の回答を総合的に分析するこ

とにより，個人の自我 ・自己を理解する際の重要

な手がか りを得ることができるであろう。

 次に，個人の指向的側面，デモグラフィックな

属性，社会関係が，self-imageの 中でも特に中心

的あるいは顕在的なものであるとい うこ とで あ

る。反応数が多い項 目を見ると，確かに指向的な

側面についてのものが多い。この理由としては，

指向的な側面についてのカテゴリー自体が多いと

いうことが挙げられる。しかし，基準書のカテゴ

リーは，帰納的に設定されたものであることを忘

れてはならない。つま り，実際にそのような反応

が多いからこそ，それらが分類されるカテゴリー

も多いのである。指向的な側面は，心理学的には

要求，動機づけ，態度，キャセクショソなどを含

んでいる。これは，個人の心が何に向いているの

か，あるいは，個人が何に生きているのかをあら

わす側面と言 うこともできるであろ う。動機づけ

や要求などを個人が内的に経験する際，それらは

非常に生 き生 きとした感覚を伴 う。おそらく，個

人はそれらの感覚を 「自分自身のもの」 として強

く感じるであろ う。 とすれぽ，そのような感覚が

比較的頻繁に経験されることにより，自己概念に

反映することも当然の帰結 と考xら れる。内的な

感覚を根底に持つことが，自我 ・自己 と呼ぼれる

ための1つ の重要な要因 となるのではないか とい

う仮説 も考えられる。それに対 し，デモグラフィ

ックな属性 と社会関係は，個人を取 り巻 く社会 と

文化の影響を示していると言xる で あろ う。自

我 ・自己に対する社会 ・文化の影響は，多 くの研

究者の指摘するところであるが，この結果はそれ

を裏付けするもの と言える。しかし細 か く見 る

と，発達段階において両者の関係に相違がある。

小学生では，名前を反応する者が 目立つが，それ

以降は極端に減少する。名前 とは，おそらく個人

が社会 ・文化から最初に受け取るものの1つ であ



り，それは，その後の社会関係の基礎となるもの

である。しかし，これはあくまでも受身的に受け

取るものであ り，そこに主体性は反映されない。

それに対 し職業生活，家庭建設などはすべて能動

的な社会参加である。このような意味では，ある

程度発達段階が進めば，個人は，社会 ・文化から

一方的に影響を及ぼされるのではな く
，社会 ・文

化 との相互作用の中で自己の意味を見い出してい

くものと考えるべきかも知れない。

 最後になるが，年齢とともにself-imageの 個

人差が拡大するということも重要 であ る。 これ

は，年齢の上昇 とともに反応が特定の項 目に集中

することが少な くなることに示されている。個人

は，発達 とともに精神的に分化して行 くものであ

る。おそらく自我 ・自己も，このような過程をた

どるもの と思われる。結果として成人の自我は，

子供に比べて非常に多くの側面を持 つ こ とに な

る。問題は，その分化の仕方である。この分化の

過程には外界 との相互作用が大きな影響を及ぼし

ており，交互作用の内容が違 う以上，個人間にも

分化の仕方に違いがあらわれるはずである。 これ

は上に述べた指向の問題 とも関係するが，様々な

交互作用を通 して様々な内的な経験をし，それが

自我 ・自己あるいは自己概念に反映されるのであ

る。つまり，その相互作用の行なわれる時の “外

界”，“内界”，そして，“その両者の関係” とい う

3つ の変数によって，個人独自の自我 ・自己が形

成されてい くと考えることもできるであろ う。

3.研 究の位置づけと今後の展望

 自我 ・自己は，誰もが持っているものであ り，

誰に とっても最も重要なものに違 い な い。 そ れ

故，古代から多 くの哲学者，思想家を悩ませてき

たのである。にもかかわ らず，自我 ・自己の実証

的な研究が盛んになったのは，最近になってのこ

とである。現在の研究状況は，成長過程で言えぽ
“育ち盛 り”で

，まさに知識 を蓄積する時期にあ

ると言えるであろ う。 ところが，実証的な科学に

おける栄養であ り財産でもあるデータとその分析

から得 られた事実は，必}し も豊かなものとは言

えない。確かに，膨大な研究が毎年世に出されて
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いるが，自我 ・自己のある特殊な側面を少ないデ

ータで研究 した ものも少なくない
。実証的研究で

最 も価値あるものは，データのもつ研究者間での

互換性である。すなわち，ある研究者が得たデー

タを他の研究者が，データを取った研究者の主観

的解釈をほ とんど経ずに受け取ることができると

言 うことである。しかし，特殊な立場から得られ

た少数のデータは，例外を除いて，た とえそれか

らどれだけ重要な結論が導 き出されたとしても，

データそのものの価値 として高いものとは言えな

い。それに対し，広い視点から取られた大量のデ

ータは，凡庸な結論しか導き出されな くても，他

の研究者に取っても貴重なものとなるであろう。

今回のわれわれの研究も，このような立場から行

なわれたものである。結局は，どこかで研究者の

主観が入るものだが，われわれはその時期を極力

遅らせるよう努めた。つま り，被験者の反応その

ものや反応の分類 ・評価に，われわれの主観が入

らないように努めたのである。また，できる限 り

広い層の多 くの人々のデータを集めるようにも努

めた。そのため，分析結果に主観が入っていた と

しても，ほとんど無垢のデータを大量に蓄積する

ことができた。 これは，他の研究者が全 く別の視

点から分析することも可能なデータとな り得るも

のである。

 しかしながら，これはまだ十分なものとは言え

ない。い くつかの課題が残されている。まず，第

1に 被験者の問題である。確かに，データ数 とし

ては大量だが，被験者の内訳は，学生に偏ったも

のとなってお り，特に高齢者のデータは少ない。

自我 ・自己がライフ ・サイクルを通じて変動して

いること，そして，自我 ・自己が，死の瞬間まで

個人に影響を及ぼし続けることを考慮すれぽ，高

齢者のデータの収集は是非 とも行な う必 要 が あ

る。第2の 問題は，分析結果の中にいかに個人を

浮かび上がらせるか という問題である。大量のデ

ータの数量的な分析では， どうしても個人 よりも

集団に焦点が行ってしまう。これらの解決策 とし

ては，数値的な解析手法を改良 ・開発することに

よって，より個人を包括的に捉えられるようにす

ることが考えられる。これは，多変量解析の進歩

から言 っても期待できるものと思われる。 もう1
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つの解決策は，もっと少数の被験者を包括的に深

く分析することであろ う。このような分析では，

反応を数値に置き換えることもな く，被験者個人

の反応をあ りのままに見ることも可能となる。そ

して，このような分析は，自我 ・自己の理解にと

って非常に示唆に富む知見をもたらすものと期待

され る。

 この モ ノ グ ラ フは ， この 研究 の 中 間的 な ま とめ

に過 ぎな い 。わ れ わ れ は ， 今後 ， デ ー タの蓄 積 と

他 の 分 析 法 も導 入 した 多 角的 な分 析 に よっ て ， 自

我 ・自己 の理 解 が よ り一 層深 ま る もの と考rxて い

る。
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1.1988年 度 版 基 準 書

 基準書は，WAI反 応のための評価カテゴリー

である。基準書は，WAI反 応の内容分析の結果

に基づいて 帰納的に作成されており，1983年 に

初版が作成されて以来，数回の改訂が施されてい

る。基準書の第6版 にあたる1988年 度版には，小

項 目と呼ばれる303の カテゴリーがあ り，それら

は大項 目と呼ぼれる9つ の上位 カテゴリーに分類

されている。

 ここには，1988年 度版基準書の全 カテゴリーの

小項 目名と例示を掲載 した。例示は，実際 どのよ

うな反応がそのカテゴリ y>分類されるかを示し

ている。また，※の付いた例示は，そのカテゴリ

ーに分類される反応 としては，例外的な反応であ

ることを 示 して い る。実際の分類評価において

は，小項 目名 と例示を総合的に見て，最も近い と

思われる カテ ゴ リ_`Y'反 応を分類することにな

る。小項 目の中には，例示を挙げていないものも

あるが，その場合は，小項 目名のみが分類評価の

基準 となる。なお，基準書の巻末には，小項 目名

の五十音順の索引を掲載してある。

 1988年 度版基準書の構成は右のようになってい

る。

大 項 目名

1.能 力

2.性 格(気 質)

3. 性格(そ の他)

4. 自己

5.

6.身 体

7.

性 格(力 動)

プ ラ イ マ リ ー・・ グ ル ー プ

8. セ カ ン ダ リー ・グル ー プ

9.そ の他

  小項目名五十音順索引

小項目番号

1010^1080

2010^一2900

ペ ー ジ

60

60

3010^一3490 1 64

4010^一4959 1 66

5010-v5560

6010～6030

70

72

7010^7120 1 73

8010^一8280

9060^一9070

Q
U

FO

ワ
置

ワ
5

76
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1.能 力

小項 目番 号
小項 目名

1010

頭 が 良 い

1020

頭 が悪 い

1030

専門的能 力が

 ある

1040

専門的能力が

 ない

1050

対人 的能 力が

 ある

1060

対人的能力が

 ない

1070

一般的能力が

 あ る

     例   示

・見通 しが きく
。

・頭 はまあまあ賢 い
。

・頭 は悪 いわけでは ない
。

・IQ(知 能指数)が 高い
。

・頭 の回転は速い方であ る
。

※客観的。

※理 性的。

・知能 が低 い。

・頭 の回転が遅 い。

※特別頭 のきれ る人間では ない。

・英語が得意
。

・ピア ノが得意。

・経営 ・営 業能 力がある
。

※本 当は食 品部 門のバイヤー向きだ。

※芸術家 に向いているよ うな気がす

 る。

・英語が不得意。

・経営 ・営業能力がない
。

・理数系が天敵である。

※あ まり特技 がない。

※仕事 の要領 はあま りよ くあ りませ

 ん。

※いい加減に 日本語が難 し くて怒 っ

 てる人。

 ・指導力があ る。

 ・組織力があ る。

 ・説得 力がある。

 ・指導 力がない。

 ・組織 力が ない。

 ・説得力が ない。

 ※人を動かす ことが苦手。

 ※人の名前を覚xる のが苦手 。

 ※人の うえに立 つのは得 意ではあ り

  ません。

 ・発 想が豊か。

 ・成績が よい。

 ・センスがあ る。

 ・想像力があ る。

 ・美的セ ンスがあ る。

 ・集中力 ・判断力がある。

勝 鵠騨 臨
1※ 人 の真似 をす るのが上手。

1080

一般的能力が

 ない

・悪趣味。

・成績が悪い。

・セ ンスがない
。

・美的セ ンスがない
。

・集中力 ・判断力がない
。

・整理整頓(片 付け)が 下手
。

※理 詰めの思考 が苦手。

※理屈 を こね回 すのが苦手。

※物事 を論理的 に考 えた りす ること

 が苦手。

2.性 格(気 質)

小項 目番号
小項 目名

2010
私はZ
そ の他

2020

外向的

2030

開放的

2040

気 さ く

2050

明るい

明朗

陽気

2060

にぎやか

騒 がしい

2070

お し ゃべ り

2080

ユ ー・モア が

 あ る

例 示

・単 純 。

※ 自分 一 人 の世 界 に と じ こ も るの が

 い や 。

・秘 密 を 持 た な い。

・思 った こ とをす ぐ顔 に 出す 。

※ 自分 の感 情 を隠 す のが 下 手 。

・愛 想 が 良 い。

・親 しみ や す い 。

・人 見 知 りしな い 。

・第 一 印 象 が よい。

※ 誰 とで も気 軽 に話 す こ とが で きる 。

・快 活 。

・笑 い上 戸 。

・お ち ゃめ
。

※い つ も ニ コ ニ コ し てい る。

・面 白い 。

・ひ ょ う きん 。

・宴 会 要 員。

※ は し ゃ ぐこ とが 好 き。

※祭 り好 き。

・お し ゃべ りを よ くす る。

・お し ゃぺ りが 好 き。

・口が 軽 い
。

・口数が多い
。

・沈 黙が嫌い
。

※人 と話 すのが好 き。

・冗談 が好 き
。

※ジ ョー クをよ く言 う。



2090

協調性があ る

同調的

2100

寛 容

2110

融通が き く

2120

温和

2130

優 しい

思 いや りが

 ある

2140

世話好 き

2150

情に もろい

同情 しやすい

2160

お人好 し

人が良い

2170

寂 しが り屋

 ・社交的。

 ・人付 き合いが よい。

 ・集団で何かす るのが好 き。

 ・争 いごとが嫌い。

 ・妥協的。

 ・他人が うれ しそ うに してい るのを

 見 るのが好 き。

※他人 を馬鹿に しない。

 ・鷹揚。

※人 のあやまちを許す。

i※ 冷徹に なれ ない。

 ・柔軟性 がある。

※臨機応変。

※頑 固でない。

・温厚。

・おだ やか。

・温かい。

・おおらか。

※感情 の動 きがゆ るやか。

・親切。

。気 だてがよい。

・面倒見 が良 い。

・人 の相 談にのるのが好 き。

※おせ っか い。

※自分 の知 っていることを他人に教

 えてあげたい。

・涙 もろ い。

・人 間 味 あふ れ る。

・人 を信 じやす い。

・人 に頼 られ るとイヤ と は 言 え な

 い。

※人 に利用 されやすい。

・一人 でいるのが嫌 い。

。男Uれカこ嫌し・o

※常 に話 し相手を求め てい る。

※人が まわ りにいない と不安。

※いっ もだれかにか まって もらいた

 い。

※時には孤独に な りたい と思 うが，

 耐 えられ ない。

2180

お っ ち ょこ

 ち ょい

そ そ っか し い

ドジ

軽 率

2200

調子にの りや

 すい

2210

飽 きっぽい

2220

せ っか ち

2230

活 発

2240

行動的

2250

物事に こだわ

 らない

小 さな事 を気

 にかけない

2260

お お ざ っぱ
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・うっか り。

・注 意 力 散 慢 。

・早 のみ こみ を す る。

・あわ て も の。

・よ く失 敗 す る。

・思 慮 深 くない 。

・無 鉄 砲 。

・考xず に 行 動 す る。

・落 ち着 きが ない 。

※ そ こつ もの。

※ ち ょっ とぬ け て い る。

※計 画 的 で な い。

・お せ じに よわ し・o

・のせ られ や す い 。

※は し ゃ ぎ過 ぎ る と きが あ る。

※お だ てに の りや す い 。

・移 り気。

・浮気 っぽい。

・熱 しやす く冷めやすい。

※細かい ことを長時間行な うのが苦

 手。

・気 ぜ わ しい 。

※ い っ もせ か せ か して い る 。

・お て んぽ 。

・元 気(性 格 的 に) 。

・エ ネル ギ ーが あ る。

※ バ イ タ リテ ィが あ る。

・実 行 型 。

・じっ と考xる のは 嫌 い 。

・行 動 しな が ら考 え る。

・や りた い と思 った こ とは た い て い

 や っ てみ る。

※有 言 実 行 し ない と気 が す まな い 。

・決 断 が 早 い 。

・物 事 を 気 軽 に 考xる 。

・くよ くよ しな い 。

・小 事 に 拘 らな い 。

。さ っぱ りして い る。

・開 き直 りが き く。

※ 物 事 に の め り込 まな い 。

※ 反 省 しな い 。

・ず ぼ ら。

・や や こ しい こ とが 嫌 い 。

・几 帳 面 で な い 。

・繊 細 さに 欠 け る 。

●哲ず力西 い諍セ炉苛ヂr
一
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2270

楽観的

2280

の ん き

2290

気分転換 が

 うまい

2300

そ う欝

2410
私 はE
その他

2420

自制心が強 い

2430

精神的 に強 い

2440

度胸がある

大 胆

2450

鈍感

無神経

2460

図 々し い

図太 い

2470

忍耐 力がある

忍耐強 い

根気が ある

・先 の こ とは余 り考 え ない 。

・将 来 は 明 る い。

・これ と い った 悩 み が な い 。

・の んび りし てい る。

・お っ と りして い る。

※脳 天 気 。

・気 持ちの き りかえが早 い。

・わ りき りが早 い。

※失敗 して もす ぐに忘れ る。

・わ け もな く落 ち込む ことがあ る
。

・一人 でいた くなることがあ る
。

※気持 ちの浮 き沈みが激 しい。

・怒 る と恐 い 。

・意 志 が強 い
。

・自分 に厳iし い
。

※甘 えは な るべ く控xて い る。

※怒 りを 感 じて も ス ト レー トに 外 へ

 は 出 さな い 。

・タ フ。

・気 丈 。

・芯 が強 い。

・逆 境 に強 い。

・動 揺 し な い。

※困 難 に 負け ず 希 望 を持 っ て暮 らせ

 る。

・あが らない。

・勇敢。

・何事に もあ ま りび くび くしない。

※我 を忘れればなんで もで きる。

※しぽ しぼ思 い切 った行動 に出る。

・に ぶ い。

・無 頓 着 。

・愚 鈍 。

・ふ てぶ て しい 。

あ っ か まし い 。

我慢強 い。

粘 り強 い。

根性 がある。

や り通す。

※最後 まで諦め ない。

※きつい ことを されて も黙 ってい ら

 れ る。

2480

強情

頑固

2490

しつ こい

執念深い

2500

凝 り性

一 途

2510

努 力 家

2520

勤 勉

2530

ま じめ

2540

几張面

2550

ま め

2560

約束を守 る

2570

きれい好 き

・融通 がきか ない
。

・切 り替 えが下手。

※納得 しない とで きない。

※気むずか しい。

※一度 思い込んだ らまげない。

・根 に もつ。

・一生懸命。

・情熱家。

・全力投球。

・物事に熱中 しやすい。

・興味のある ことには熱 中する。

※ひ とつの ことに固執 する。

※好 きな ことはや り通す。

※真剣 になった ときは視野が狭 くな

 る。

・頑 張 り家 。

・地 道(コ ツ コ ツ型) 。

※ 努 力 を す る の が好 き。

・働 き者 。

・働 くの が好 き。

※ い っ も勉 強 し てい る。

・誠実。

・杓子定規。

※清純派。

※面 白 くない人間。

※非道 徳な ことは嫌い。

※曲がった ことは嫌い。

・や りか けたこ とを残 す と気 に な

 る。

※身 の回 りのものは きちんとしてお

 く。

※服装な どに関 して几張面。

※ 厂まめな人間」 と言われる。

・パン クチ ュアル。

※時間 に遅れ るのが嫌い。

・潔癖。

・掃除好 き。

・いつ も部屋のなかを きれいに して

 いる。

※不潔になる と機 嫌が悪 くなる。



2580

慎重

2590

のろい

2600

後半 追い込

 み型

2610

気 が 長 い

2620

理 屈 っぽ い

2710

私 はS

その他

2720

内 向的

2730

孤独 が好 き

2740

まわ りを気に

 しない

2750

無愛想

2760

感 情を表 さ

 ない

・堅 実 。

・じ っ く り腰 を据xて 考xる 。

・計画 的 に行 動 す る
。

※用 意 周 到 。

※用 心 深 い。

※無 理 な こ とは し な い。

※石 橋 をた た い て 渡 る タ イ プ。

・と ろい 。

・ゆ っ く りして い る。

・ス ロ ース ター ター 。

・取 り掛 か るの が 遅 い 。

※ や り始 め るの は 遅 い が や り始 め る

 と熱心 に や る。

※馬 力 は あ る。

※待 ち合わせ に相手が遅れ ても気長

 に待 ってい られ る。

・理屈を こね るのが好 き。

・関心のあ ることには詳 しいが
，知

 らない ことには無関心。

※貴族 的高踏派。

・非社 交的。

・自分 の世界 に こもりがち
。

※排他的。

※好 きな人間以外 とは うま くや って

 いけ ない。

※人付 き合が嫌い ・下手。

※自分か ら人に話 しかけ る方ではな

 い。

・大 勢でい るのが嫌い
。

・一人でいて も平気 。

※ 自分一人の時間を大切 にしたい。

・世 間体 を気 にしない。

・回 りが気 にならない
。

※傍若無人。

・とっつ きに くい。

・あい き ょうがない。

・他人に対 してぶ っきらぼ う。

・無表情。

・喜怒哀楽が顔に出ない
。

※人か ら 「よく分 か らない人 だ」 と

 言われる。
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2770

執着心がない

 
て

 
し

 
関
動

 
に
感

80
事
無

27
物

2790

怠け者

面倒 くさが

 り屋

2800

非行動的

2810

気 力r禾Jカ、なし・

2820

口が 堅 い

2830

冷 静

2850

冷 たい

冷 めている

2860

繊細

敏感

 
が事

 
い
き

70
か
好

28
細

2880

聞 き役に ま

 わる

2890

口数 が少ない

・淡 泊 。

・熱 中す る こ とが な い 。

・一 生 懸 命 に な る こ とが な い 。

・反 応 が 少 ない 。

・横 着 。

・もの ぐ さ。

・筆 不精 。

・ぐ うた らし て い る の が好 き。

・ま め で は な い。

・面 倒 な こ とが嫌 い。

※勤 勉 で な い。

※ きれ い好 き で な い。

・じ っ と し てい る のが 好 き。

・ぼ んや りし てい る
。

・エ ネル ギー が な い
。

・無 気 力 。

・ぽ 一 っ と して い る。

※ 惰 性 で 生 きて い る。

※ 計 画 は す る が なか な か 実 行 し な

 い。

・他 人 に対 す る気 配 りに欠 け る
。

・秘 密 にす るべ き こ とは む や み に 他

人 に 話 さ ない 。

・クー ル。

・感 情 的 に な ら ない 。

・ニ ヒ リス ト。

・非 情 。

※ 冷 淡 で 人 情Y` い 。

※ 思 い や りに 欠 け る。

・ナ イ ー ブ 。

・デ リケ ー ト。

・傷 つ き や す い 。

匚例示な し。コ

・自分 か ら話 す よ り他 人 の 話 しを 聞

 くの が 好 き。

※ 聞 き上 手 。

・無 口。

・寡 黙 。

・無駄 口Zま聞 力、な し・。

※ 黙 り込む 。

※話 す の が 嫌 い。
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2900     ・一人でいる ときは考え事をしてい

思考的     る。

       ・一人 で考 えるのが好 き。

       ・行動 より頭 で考 えるタイプ。

       ※非現実的。

       ※私は考 え込む タイプ。

3.性 格(そ の他)

小項 目番号
小項 目名

3010

短気 である

3020

短気ではない

3030

話 し上手

     例   示

・怒 りっぽい。

・けんか早 い。

※かんし ゃくもち。

※す ぐ腹 を立 てる。

・あま り怒 らない
。

・人前で話すのが得 意。

3040     ・一対一 になる と話 しをす る。

口下手    ・大勢 で話 しをす るのは苦手。

        ・人前 で話す のが苦手，下手。

3050         ・静力、。

お となしい   ・目だたない
。

        ・地味。

        ・自己顕示 欲がない。

        ・我 が強 くない。

3060     [例示 なし。]

内弁慶

3070     ・暗 い。

根暗     ・陰気。

       ※明るい よ うで実は根暗。

3080     ・詮索好 き。

好奇心旺盛   ・野次馬。

       ・何 事に も関心を持 つ。

       ・気 が多 い。

       ・好奇心 が強 い。

       ・冒険心旺盛。

3090     ・情緒的。

感受性豊か  ※感動 しやすい。

3100     ・直感的。

感覚的    ※好 き嫌いを第一印象で決めて しま

        う。

3110

個 性 的

3120

エ ヅチ

3130

ほれ っ ぽ い

3140

気 が 強 い

3150

強 引

3160

好 戦的

攻 撃 的

3170

意地悪

3180

口が 悪 い

3190

ず る い

3200

要領が良 い

・個 性 が あ る。

●ユ ニー ク。

・自己 流 。

※奇 抜 。

※人 の真 似 が 嫌 い 。

・好 色 家 。

※ 女 に 飢xて い る。

※す ぐに人に憧れ る。

・きつい。

※心 の中では きつい ことを考えてい

 る。

[例示 なし。]

・競争心が強い。

・気が荒い。

・運 転が荒い。

※けんかず き。

※争 い事 が好 き。

※小 さいときは暴れ ん坊だ った。

※戦争映画な どを観 る と血 が さ わ

 ぐ。

・陰 険 。

・あ げ あ し と り。

・他人 を 傷 つ け て し ま う。

※気 だ て が悪 い。

※根 性 が悪 い。

・き つ い こ とを 口に す る。

※皮 肉 屋 。

※辛 らつ な こ とを 言 う。

・策 謀 家 。

・卑 怯 。

・悪 知恵 が働 く。

※ 小 賢 し い。

・世 渡 りが うま い。

・調 子 が よい 。

・計 算 高 い。

・打 算 的 。

・取 り繕 うの が うまい 。

※ 八 方 美 人 。

※ 外 ヅ ラが 良 い 。

※ 人 に取 り入 る の が う まい。

※ 日和 見 主 義。

※手 早 く物 事：を運 ぶ。



3210

要領 が悪い

3220

素 直

3230

あ まの じ ゃ く

3240

うそ つ き

ほ らふ き

3250

嘘が下手

3260

頼 りカこし・カr

 あ る

3270

頼 り力二し・カミ

 な い

 

て

 

し

 

り

 

か

る

80

つ
い

32
し

3290

し っか りして

 い な い

3300

情緒 が安定

 している

3310

主体性が ある

・世渡 りが下手
。

・いい面 はあるが発揮で きない
。

※生 きるのが下手。

※物事 の運びが悪い。

※時間配分が悪い。

・従順。

・素朴。

・純粋。

・素直で ない。

・ひね くれ もの
。

・反発心が強い。

※人 と同 じことをするのが嫌い。

※一度 は反対 しないと 気 が す ま な

 い。

・虚言癖が ある。

※人をだ ますのが好 き。

・嘘をつ くのが下手
。

・嘘 をついて もす ぐぼれ る
。

・お世辞が言 えない。

※人 をだ ませ ない。

・人か ら頼 りに され る
。

・相談役 ・調 整役になる
。

・包容力がある。

※人望 が厚 い。

※人hの 尊敬 の的。

・包容力が ない。

[例示 な し。コ

[例示 なし。コ

・精神的に大 人
。

・落ち着いている
。

※老成 している。

※感情に変化が少 ない。

※あ ま り若者 らし くない ところがあ

 る。

 自立心 がある。

 自分 をちゃんと持 っている。

 自分で行動 してい る。

※他人を ひき合 いに出 した りは しな

 いo
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嫌

い

」 

で

20
き

な

…
30

道

33
好

 

「
33

地

3340

忘 れ っぽ い

3350

け ち

3360

欲張 り
欲深 い

3370

欲がない

3380

気前がいい

3400
気が利 く

3410

責任感 がある

3420

責任感 がない

3430
積極的'

3440

消極的

(積極 性に

 欠ける)  1

3450

適応性が ある

3460

適応 性がない

※私 は余 り人 を選 り好み しませ ん。

・一 夜 漬 け 型
。

・努 力 家 で は あ りませ ん
。

※ 一 発屋 。

・忘れ ものば か りしている
。

※健忘症気味。

※セコい。

※守銭奴。

※なかなか物を捨てたが らない。

[例示 な し。]

 ・野心が ない。

 ・物欲がない。

1※ 無私無欲。

・け ち で は な い。

・人 に お ごる の が好 き。

・よ く気 が 付 く。

・義務を果たす。

※役割意識 が強 い。

※人 に迷惑をかけるのが嫌 い。

※ 自分 の失敗 を人 のせ いにした くな

 い。

・いい加減。

・投げや り。

・ルー ズ。

・だ らしない。

・言行不一致

・中途半端。

※時間にルー ズ。

・意 欲が高い。

・意 欲 が な い。

・謙 虚 。

・控 え 目。

・好 奇 心 が な い 。

・順 応性 がある。

・順応性が ない。

※新 しい環堵に入 ると，何 もで きな

 くなる。
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3480

通俗的性格

 分類

3490

その他

己自4

「
号話

酩
嶺
傾

4010

成長 欲求

4020

成就 欲求

4030

自分を変 え

 たい

4040

逃避 したい

4050

非現実的願望

翻 闘 する
 願望

4070

健康 ・体質に

 対す る願望

・典 型的な～型 の性格。

・典型 的な長女タイプの性 格。

・自由i奔放。

・ふ ざけている。

※性格が とんで もない。

※性格を一 口に言 うと 「変 な奴」。

例   示

・自分を成長 させたい。

・明 日に向か って生 きている。

・ア イデ ンテ ィテ ィを確立 させてい

 きたい。

・世界中 のことが知 りたい。

・目標に向か って努力す る。

※常に向上 して生 きたい。

・社会に役立 ちたい。

・偉大な画家にな りたい。

・野心があ る。

・仕事で成功 したい。

・神 の真理をみつけたい。

・自分につい て人間について もっと

 知 りたい。

※卒業生代表を 目指 してい る。

・性格 を変 えたい。

・～ な人間に成 りたい。

・機転が利 く人間 にな りたい。

・蒸発 したい。

・消 えた い。

・家 出したい。

・大人に な りた くない。

・で きるなら逃避 したい。

※どこか遠 くへ行 ってしまいたい。

※すぺ てを忘れ てしまいたい。

※社会人に な りた くない。

・翼が欲 しい。

・猫 にな りたい。

※超能力が あった らなあ。

・歌が うま くな りたい。

・健康 にな りたい。

・体 力が欲 しい。

※病気 になるのが怖 い。

4080

容姿 ・体 格に

 対する願 望

4090

進学 への希 望

4100

就職への希 望

4110

結婚への希望

4120

老後への希望

4130
その他の将来
 への希望

4140

将来 の予測

4150

今 の精神状態

4160

年は と りた く
 ない

4170

老いを感 じる

・や せ た い 。

・きれ い に な りた い 。

・も う少 し身 軽 に な りた い 。

※ 太 りた くな い 。

・進学 したい。

・～大学に入 りたい。

※進学す る気はない。

・～ とい う職業に就 きたい。

・～ とい う職業に就 きた くない。

※大 き くな った ら看護 婦 さんにな り

 たい。

※ どんなに金に困 って も水商売は し

 た くない。

・結婚 したい。

・結婚生活に憧れ る。

・～ さんと結婚 したい。

・長寿であ りたい。

・老後は のんび り暮 したい。

※年を とっても老けた くない。

※年を とった ら孫の世話を して暮 ら

 したい。         '

※定年後は～ したい。

・将来は外国で暮 らしたい。

・将来 の希望は まだ ない。

・10年後 は母親 になっ て い る だ ろ

 う。

※未来 への明確 な ビジ ョンはまだ な

 い。

※将来 の ことを考xて 行動 している。

・精 神 状 態 が良 い(悪 い) 。

・気 分 良好 。

・気 分 が安 定 し て い る。

・悩 ん で い る。

・落 ち込 ん で い る。

・反 省 し て い る。

・後 悔 し て い る。

・昨 日 の テ ス トの成 績 が 悪 か った 。

※か った る い。

※ い ま， とて も眠 い。

※最近誕生 日がきて も嬉 し くない。

※近 ご ろ め っ き り白髪 が 増rZ.た 。

※鏡 を見 るた び， 年 を感 じる。



4180

現在の欲求 ・

 希 望

4190

生活 習慣

(生活態度)

4200

生活状態

4210

ニ ックネーム

4220

自己評価 と

 他者評価の

 食 い違 い

4230

自分は幸せだ

4240

自分 は不幸 だ

4250

自分に満足 し

 ている

・ワー プ ロを 買 い た い
。

・テ ニ スが した い
。

・(～ が した い ・欲 しい
。)

※ お金 が欲 し い な あ。

・起 床 ，就 寝 ， 癖， 食 習 慣 。

・通 勤 ，通 学 ， 無 趣 味。

・電 話 を よ くす る
， し な い。

・字 が 丸 い 。

・タバ コを 吸 う
， 吸 わ な い 。

・ピア ノを 習 って い る
。

・い つ も眠 い。

・鍵 っ子 。

※掃 除 ，洗 濯 に 明 け暮 れ て い ます 。

※朝 起 き て まず 植 木 に 水 をや る のが

 日課 で す 。

・予 定 ， 忙 しい ， 暇 。

・犬 を 飼 って い な い。

・経 済 的 に 自立 し て い る。

・ア ル バ イ ト
。

・田舎 者 。

・自由 に 生 き る人
。

・独 身 貴 族 ・共 働 き
。

・最 近 テ ニ ス を や っ て い な い
。

・す ねか じ り。

・年 金 暮 し。

・～ に 行 った こ とが あ る
。

※そ の 日暮 し。

・私は人か ら 「チ ャコ」 と呼ばれて

い ます。

・人か ら誤解 され やす い
。

・他人に本当 よ り良 く思 わ れ て い

る。

縞bカ

 
o

よ

た

て

つ

。

れ

か

い

ま

よ

し

生

で

楽

に

人

が

間

本

日

人

日

毎

※

※

※

・生 きてい るのは辛い
。

※なぜ こんな時代に生 まれたのだろ

 う。

 自分 の性格 に満足。

 自分 の性格が好 き。

 長所があ る。

 自分の生 き方に満足 している。

※私が私である ことは，本 当に良か

 った と思 う。
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4260

自分 に不満

4270

自分 に 自信が

 ある

4280

自分 に 自信が

 ない

4290

自分に素直

 
直

 
素

い

 

に
な

00
分
で

43
自

4310

経済観念が

 ある

4320

経済観念が

 ない

4330

変化 を好む

4340

変化を好 ま

 ない

4350
もてる

4360

もて ない

4370

硬 派 ・軟 派

・自分が嫌い。

・自分の性格に不満。

・自分の性格が嫌い。

・短所 がある。
・自分 の生 き方 に不満が ある

。

※私は 自己嫌悪 の塊 です。

※私は欠点だ らけです。

・可能性 のあ る人。

・絶対大 き くな る人。

・21世紀を背 負 う人。

※常 に自分 だけを信 じて 生 き て き

 た。

・劣等感があ る。

・自分は まだ未熟
。

[例示 なし。]

[例示 なし。]

・節約的。

※や りくり上手。

※貯金 が うまい。

・浪費的。

・衝動買 いを して しま う
。

※や りくりが下手。

※いつ も赤字を出 している。

・革新 的。

・新 しい もの好 き
。

※常 に流行 の先端 を行 っている。

※メ リハ リのあ る，山あ り谷あ りの

人生が理想。

・保 守的。

※流 行を追 うのが嫌い。

※チ ョコ レー ト屋 さん喜ぽせ屋。

※ナ ンパ された ことの一度 もない，・

 悲しい女 です。

 硬 派 ・軟 派 。

 ミ・一バ ー     0

 質実剛健。

※人気のあ るものには，す ぐとびっ

 く。

※私 は，はっき り言 って “チ ャライ”。



sa

4380

～ らしい

(性役割)

 

い

 

な
)

 

く
割

 

し
役

90

ら
性

43

～
(

4400

話題 が豊富

4410

話題 が少 ない

4420

合理 主義

4430

現 実主義

4440

理 想主義者

理 想家

4450

正義派

義
義

 
主
主

60
式
前

44
形
建

4470

個人 主義

4480

常識 がある

4481

常識がない

4482

一般常識 ・

 教養が ある

・女 ら し い。

・男 っ ぽ い。

・男 ま さ り。

※人 と話 していて もネタのつ きた こ

 とがない。

※人 といる とす ぐ話題 につ まってし

 ま う。

※常に能 率の良 さを考 え て 行 動 す

 る。

[例示な し。コ

※妥協は した くない。

※いつ も理想にむか って一!

・フ ェア。

・公 正 。

・ス ポ ー ツ マ ン シ ヅプ。

・陰 口を きか な い。

・か げ ひ なた が な い。

・お世 辞 が嫌 い。

・嘘 が嫌 い。

・正 直 者 。

・曲 が っ た こ とは 嫌 い。

※ 私 は 愛 想 笑 い を し た くあ りませ ん 。

匚例示な し。コ

※個人主義で考えるので，時 々世 間

 が うっと うし くな る。

・常識家。

・突飛な行動が取れない。

・礼儀を知 ってい る。

・馬鹿に な りきれない。

※分別臭い。

※冒険で きない。

・常識のない行動を取 る と きが あ

る。
・突飛 な行動を取 るときがあ る。

・知 識 が あ る。

、・博 識 。

・物 知 り。

※雑 学 博 士 と言 わ れ る。

4483     ※無知。

一般常識 ・  ※無学
。

 教養がない

4490

平 凡

4500

バ ランスが

 大事

4510

態 度 が ハ ッキ

 リして い る

4520

批判的

(批判癖)

4530

道徳重視

 

 

…
 

ス

 

 

 

 

一

 

 

…
 

ぺ

40

風

一
50

イ

45

古

一
45

マ

4560

義理 堅い

律儀

・平凡。

・平 凡な生活。

・人畜無害。

・常人。

※無難 な人間。

※可 もな く不 可 もない。

※その他大勢。

※何 の才能 に も恵 まれ ていない。

・中 庸。

※ バ ラ ンス を 常 に 考 え る 。

・思 った ことを まっす ぐに言 う。

・物事をは っき りさせる。

・白黒をは っき りさせる。

・け じめがあ る。

※歯に衣着せない。

※曖昧 を好 まない。

※頭が二進法。

※どっちっかずに イライラす る。

※人 をす ぐに とがめ てしま う。

・モ ラ リス ト。

・モ ラル を大 切 に す る。

※骨 董品な ど，懐古的味わいのある

 ものに心を魅かれる。

・独 立 自尊。

※いっ も私は 厂それな り」 です。

・義理人情に厚い。

※仁義 を重ん じる。

4570     ※質素に暮 らせる。

粗 衣 ・粗食 に ※貧し くて も生 きていける。

 耐 え られ る

4580

心がけ

・余 暇は有 意義に適 こすべ きだ。

・物事に拘 りを置かない ようにして

 い る。

・毎 日が充実す るよ うに生 きる。

・一・日を大切に したい。

※ものを大切にす る。

※自分には厳 し くしてい る。



4590

身だ しなみ ・

 お しゃれに

 関す る心が

 け

4600

健康 に関す る

 心がけ

4710

政 治

4720

経 済

4730

審 美

4740

宗教

4750

理 論

4760

社 会

・格 好 は気 に し な い。

・髪 を のぼ そ うと思 う。

・身 だ し なみ を 気 に す る
。

・フ ァ ッシ ョンに 興 味 が あ る 。

※ パ ー マを か け た い 。

・健 康 を気 に す る。

※健 康 の た め ジ ョギ ン グし て い る。

・政治に関心があ る
。

・支持政党。

・政治家の～ さんが好 き
，嫌い。

・世 の中すべて力。

・毎 日必ず経済新聞 を読む
。

・株 に興味が ある。

・経済摩擦が気に なる。

・世 の中すべて金。

・実業家志向。

・自分 に十 分な金 と暇があ った ら事

 業を始める。

・絵 をか くのが好 き。

・音楽 が好 き。

・美 しいものに憧れ る。

・星を見 るのが好 き。

・茶道，華道，書道，園芸。

・楽器を演奏するのが好 き。

※一 日中書道 をしていてあ きない。

・信仰 は重 んず るべ きだ。

・キ リス ト教 の信者 である
。

1わ が家は浄土真宗 である。

※～教を信 じない。

・真理 を追求す る。

・理 論家。

・議論好 き。

、・社会問題に興味があ る。

・愛国心があ る。

・人間が好 き。

・犠 牲的精 神が強い。

・教 育に関心 がある。

・社会 の役 に立 ちた い。

※ 日本人は もっと自分達にふ さわ し

 い ものを見つめ大切に してい くぺ

 きだ。
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4770

飲 食

4780

ス Ofi一ツ

4790

旅 行

4800

ギ ヤ ン ブル

4810

そ の他 の趣 味

4820

好 き

4830

好 きな異性 ・

 嫌いな異 性

 のタイプ

4840

好 きな人 ・

 嫌いな人の

 タイプ ，

4850

勉 強

・辛 い も のが 好 き。

・甘 党6

・食 ぺ るの が 好 き。

・酒 好 き
。

・食 ぺ物 の 好 き嫌 い は ほ と ん ど な

 い。

・タ バ コが好 き
。

・運 動 を す る のが 好 き。

・好 きな ス ポ ー ッ
。

※ハ ン グ グ ラ イ ダー は 雄 大 で 気 分 が

 よい 。

※ ダ ンス が 好 き。

・旅 行 す る の が好 き。

・旅 行 す る た めY'は 何 で もす る
。

・賭 事 が 好 き， 嫌 い。

・麻 雀 は つ きあ い 程 度 。

・コ ン ピ ュー タ， ドラ イ ブ， 料 理 ，

 映 画 。

・将 棋 ，文 筆 活 動， ～収 集 。

・手 芸 ， 洋 裁， 読 書(内 容 に よ る)。

・オ ー デ ィオが 好 き。

・私 は よ く本 を 読 み ます 。

。カ ラオ ケ。

※(家 事)が 趣 味 。

・赤 よ り白 が好 き。

・山 が好 き。

・フ ア ン
o

・子 供 が 好 き。

・外 人 が 好 き
。

・人 混 み が 嫌 い
。

・自然 が 好 き
。

※(家 事)が 好 き。

・タバ コを 吸 う人 とは つ き合 い た く1

 な い。

・京 都 ・東京 の人 が好 き。

・都会 の人 ・田舎者 が好 き。

・貧乏ゆす りをす る人は嫌い
。

・勉 強 が好 き。

・文 系 が 嫌 い。

・(勉 強 を よ くす る， し な い)。

・哲学 が好 き。

・テ ス 、トが 嫌 し}。
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4910

生命に関す る

 記述

4920

運命(運)に

 関す る記述

 
るす

 
関
述

.

30
に
記

}

49
神

一 

関
述

… 

に
記

 

然
る

40
自
す

一
49
超

・死 は 美 しい 。

・死 を 受 け入 れ る。

・死 は 突 然 や って くる。

・生 き る こ とは 素 晴 ら しい 。

・死 ぬ の も運 命 で す 。

・運 命 を信 じる。

・運 が い い。

・占 い を信 じる。

・神は存在す る。

・時 の流れ はとめ られ ない。

・四次元 の世界 はあると思 う。

       ・自然は偉大。4950
そ の他の超越       ・地震が怖 い

。 者に関す る

 記述

4951     [例示 なし。]

私は私

4952

私は誰

4953

実存的記述

4954

上位概念

機能部分

4955

自己規定

4956

過去志向

4959

そ の 他

・私 は な んだ ろ う。

・私 は ど うな る のだ ろ う。

・(私 は)わ か ら ない
。

・ど こか ら き て ど こに い くの だ ろ う
。

・何 のた あ に 生 き てい るの だ ろ う。

・生 きて い る。

・存 在 す る個 体 。

・唯 一 の個 体 。

※(私 一 人 しか い ない 。)

・宇 宙 人 ， 地 球 人 。

・生 物 ， 人 間 。

・手 が2本 ， 足 が2本 。

・私 は 花 ， 私 は 象 。

・私 は 貴 公 子 。

・は ず れ 者 。

・変 わ り者 。

・善 人 ， 悪 人 。

・ア ホ， バ カ， 天 才 。.

・よ く昔 の思 い 出 に ふ け る。

・過 去 を 省 み る こ とが 多 い 。

・自分 の中で しっか りした考 えを持

 ってい る。

・水平思考。

・垂直思考。

・他人に も自分に も厳 しい。

・変な奴 とよ く言われ る。

・日記を書い てい ると心が落 ち着 く。

(格性翫

 
番
名
号目

目
項
項

小
小

性格(：力動)

5010

見栄張 り

5020

自信過剰

5030

プ ライ ドが

 高 い

5040

負けず嫌 い

5050

意 地 っぱ り

5060

生意気

5070

自己顕示欲が

 強 い

5080

野心的

5090

高望み

5110

子供 っぽい

5120

甘えんぼ う

5130

世間知らず

例 示

・他人 に 良 く見 せ よ う とす る。

・xxか っ こし い。

・虚栄 心 が強 い。

・人 に か っ こい い と ころ を見 せ た が

る。

・自惚 れ屋 。

・自信 を もちす ぎ る。

・自信家 。

・自尊心 が 強 い 。

・高 慢 。

・人 を見 下 す 。

・人 をぼか にす る。

・勝気 。

・くや し が り屋 。

・人 と張 り合 い た が る。

・強 が り。

・す ぐ意 固地 に な る の は欠 点 。

・か わ い げ が な い。

・自己主張 が強 い。

・自分 の考 え方 を押し付 ける。

・我 が強 い。

・目だちたが り屋。

・派手好 き。

・決 まりきった こ とでは満足 しない

人間 です。

・向上心が ある。

・理想 が高 い。

・理想 を もっている。

・無邪気。

・気が若い。

・考 えが幼稚です。

・家にい ると親に甘xて しまって何

もしない。

・考 えが甘 い。



5140

主体性 がない

5150

被 暗 示 性

siso

ロ マ ンチ ス ト

5170

気分屋

5180

好 き嫌 いが

 激 しい

5210

自分勝手

5220

自制心が ない

5230

感情が激 しい

5240

やき もちやき

5310

神経質

・依存心が強い。

・依頼心 が強 い。

・他人志 向。

・す ぐ相談す る。

・自立心が ない。

・付和雷同。

・自主性がない。

・多数派。

・人に左右 されやすい
。

・す ぐ人 に まかせてし まう
。

・感情移入 しやす い
。

・自己暗示 にかか りやす い
。

・ム ー ド派 。

・夢 多 き人
。

・感 傷 的 。

・空 想家 。

・夢 想 家 。

・夢 見 る少 女
。

・気 分 に波 が あ る
。

・(泣 いた 鳥 が も う笑
った 。)

・落 ち 込 み が 激 し く
，立 ち 直 りが 早

 い 。

※人 の好 み は は っ き りし て い る。

※好 き な人 とは と こ と んつ き あ うが ，

 嫌 い な人 とは そ うで は ない 。

・自己 中 心 的 。

・傍 若 無 人 。

・独 断 的。

・利 己主 義 。

・思 い や りが な い。

・わ が ま ま。

・身 勝 手 。

・衝 動 的 。

・克 己 心 が な い
。

・感情的。

・情感を抑 えられ 汝い。

・情緒不安定。

・うれ しが り屋。

泣 き虫。

妬 み深い。

※ うらや ましが り屋。

神経 が細か い。

5320

くよ くよ悩 む

5330

心配性

5340

悲観的

5350

物事 にこだ

 わ る

5360

まわ りを気 に

 する

5370

気 が弱い

気が小 さい

5380

恥 しが り屋

5390

あが りやすい

緊張 しやすい
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・考 えす ぎ。

・す ぐ気に悩む
。

・悩みが多い。

・内省的。

・後悔ばか りしている
。

・ノイローゼ気味
。

・物事 を気 にする。

・不安 を感 じやす い。

※出か ける ときに戸締 りが あれ これ

気に なる。

・何事 も悪い方に考え る 傾 向 が あ

 る。

※将来が暗い。

・完全 主義。

・好 みに うる さい。

。物事へ の執着心が っよい
。

・相手 の顔色 を気にす る
。

・世間体を気にす る
。

・人の言 うことや評価を気にす る
。

・気 を使い過 ぎる
。

・精 神的 に疲 れやすい
。

※他人 と自分 をよ く比較す るこ とが

 ある。

・精神的 には弱 い
， もろい。

・意気地がない
。

・押 しが弱い
。

・は っき りノー と言えない
。

・人の失敗を責め られ ない
。

・臆病 。

・小心。

・引っ込み思案
。

・遠慮 しが ち
。

・内気。

・照れ屋。

・はにかみ屋。

・人見知 り。

・私は一見お とな しいが親 しくなる

とよ く話す。

・知 らない人には進ルで話しかけ ら

れない。

・焦 る。



72

5400

目立ちた く

 ない

派手 な事は

 嫌い

5410

自分の考xを

 ス トレー ト

 に表 せない

5420

優柔不断

5430

根気 がない

諦 めが早 い

・波風を立 てるのがいや，立 てた く

 ない。

・他人 の前 であま り自分を さらけ出

 す ことをしない。

※自分 をあま り飾 りた てない方。

※ 自分 自身を表現す ることが苦手。

※ ぐず ぐずす る傾向がある。

・茉占りカミなL・。

・忍 耐 力 が な い 。

・根 性 が な い。

・持 続 性 が な い。

・意 志 薄 弱 。

5440     [例示 なし。コ

未練 がましい

5450

ひがみ っぽい

5460

自意識が強い

5510

反動形成

5520

自己 防 衛 的

5530

ア ン ビバ レ

 ン ス

5540

～ ぶ る

・い じけ や す い。

・卑 屈 。

・疑 い 深 い。

※ い つ も 自分 だ け が 損 を し て い る。

・ナ ル シス ト。

※ 自分 が か わ い い。

・か ら元 気 。

・女 らし さを意 識 す る あ ま りに ， 男

 っぽ くふ る ま って し ま う。

・逃避型。

※責任転嫁 しがち。

・明るいけ ど暗 い。

・優 しさ と厳 しさが同居。

※積極 的である ようでいて引っ込み

 思案です。

 ・か わい子 ぶる。

 ・ぶ りっ子。

 ・真面 目ぶ る。

 ・偽善的，偽悪的。

※私 は自分 を演 出す る こ とが で き

 る。奮

5550

多重人格

・二重人格。

・人 格が分 裂している。

※私 は 「ジキル とハイ ド」 の ような

 ところがある。

5560

恐怖症

6.身 体

小項 目番号
小項 目名

6010

 記述

                「
・強迫観念的。

・被害妄想的。

・高所恐怖症。

※ とが った ものを見る と ゾ ッ と す

 る。

※赤面恐怖症。

身体 に関す る

(容姿 ・体格)

6020

身体に関す る

 記述

(健康 ・体質)

例   示

・身 長 ，体 重 。

・や せ て い る。

・太 っ て い る 。

・背 が低 い， 高 い。

・中 肉 中背 。

・体 格 が 良 い ，悪 い。

・筋 肉質 。

・年 齢 よ り若 く(年 取 っ て)見 られ る 。

・大 人 っ ぽ い。

・手 足 が短 い。

・容 姿 に 劣等 感 を持 っ て い る， 自信

 が あ る， 人 並 。

・顔 が大 き い。

・色 黒 。

※父 親 に似 て い る。

・健 康 で あ る， 持 病 が あ る。

・病 気 。

・体 力 が あ る， な い， な くな って き

 た 。

・目(視 力)が 悪 い ，(眼 鏡 ・コ ン タ

 ク ト)を し て い る。

・疲 れ や す い 。

・ひ 弱 ， 貧 血 。

・血 液 型 。

・～ 体 質(ア レル ギ ー体 質)。

・汗 か き。

・寒 が り， 暑 が り。

・利 き手(左 利 き)。

・入 院 経 験 。

※酒 を 飲 む と赤 く な る ・陽 気 に な

 る。



6030

身体機能

身体的能力

・テ ニ ス が得 意 ， 苦 手 。

・運 動 神 経 が 発 達 し て い る
。

。ス ポ ー ツ マ ンo

・器 用 ・不 器 用 。

・味 覚 が 発 達 して い る(五 感 に 関 る

 も の)。

・音 痴 。

・歌 が 下 手 。

・リズ ム感 。

・声 が 大 きい 。

・方 向 感 覚 。

・運 転 が 上 手
， 下 手 。

・腕 力 が あ る
。

・字 が 上 手 ， 下 手 ， きれ い ， 汚 い。

・ス ポ ー ツの選 手
。

※ 酒 に 強 い ， 弱 い 。

※ 少 しの 酒 で 酔 っぱ ら う。

7.プ ラ イ マ リ・一 ・ゲ ル ー プ

小項目番号
小項目名

7010

血縁的役割

7020

両親に関す る

 記述

7030

父親 に関 する

 記述

7040

母親 に関す る

 記述

?050

兄弟 に関す る

 記述

?060

配偶者に関す

 る記述

      例   示
一

 ・夫 ， 母 ， 嫁 ， ～ の子 供 。

 ・妊 婦(も うす ぐ母 親 に な る)。

 ・一 人 っ子 ， 兄。

 ・～人 兄弟 の～ 番 目。

 ・～家 の子 供 。

 ・～家 の一 人 。

※親 父 で あ る。

※旦 那 の奥 さ ん。

・両 親 と うま くい って い る。
・親 孝 行 。

・親 を 大 切 に しな い 。

・両 親 健 在 。

・父 親 が 好 き。

・父 親 と う ま くい って い な い。

・父 親 が い な い。

・母親 を尊敬 している。

・母親 ξ仲が悪 い。

・弟 思 い。

・兄弟 の こ とが た ま に気 に な る
。

・兄 弟 と仲 が悪 い
。

・～人 兄 弟。

・良妻 賢 母 の妻 が い る
。

・夫 と うま くい っ て い ない
。

・夫 と死 別 。

7070

子供に関する

 記 述

70so

祖父母に関す

 る記述

?090

孫に関す る

 記述

7100

そ の他の親族
 に関す る
 記述
(義理 の両親
も含む)

7110

家族 ・家庭 に

 関す る記 述

7120

家 系 ・階 級
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・子 煩 悩 。

・父 親 ら しい 。

・自分 の 子 供 が 嫌 い 。

・子 供 が 一 人 い る。

・子 供 に厳 しい 。

・お ぽ あ ち ゃん 子。

・祖 父 と仲 が悪 い。

・祖 父 母 は健 在 。

・孫 が 可愛 い。

・孫 は うる さ い。

・孫 は 元 気 だ。

・叔 父(叔 母 ・姪 ・従 兄弟)が 好 き
。

・姑 と うま くい って い な い
。

・あ ま り親 戚 付 き合 い は し て い な

いo

・家 庭 は 安 ら ぎ の場
。

・家 族 に冷 たい 。

・～ 人 家 族 。

・～ 家 の子 孫 。

・上 流 階 級 。

8.セ カ ンダ り一 ・グ ル ー プ

爛 耄号  例 示
8010

名前

8020

性別

8030

人種

8040

国籍

8050

出身地

8060

住所

8070

年齢

8080

生年月 日

・氏 名， 姓， 名 。

・男 ， 女 。

※男 で な い。

・東 洋 人 。

・ア ン グ ロサ ク ソ ン人
。

・日本 人 。

・国 籍 は ア メ リカ
。

・～ 出 身。

・江 戸 っ子
，浜 っ子 。

・本 籍 は ～。

・～ で生 まれ た 。

・東 京 都 罵 。

・杉 並 区 に 住 ん で い る。

・～才 。           冖 ～

・～ 年 ～ 月 ～ 日生 まれ
。

・～ 座(星 座) 。
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8090

世代1

(年齢)

8100

世 代Il

(い つ 生 ま

 れ た か)

8110

資格 ・免許 が

 ある

8120

資格 ・免許が

 ない

8130

世帯主

8140

生活形態

8150

所属団体

(ゼ ミ)

8160

所 属団体

(学内サー

 クル)

8170

所属 団体

(職場 サー

 クル)

・未成年
，中年。

・三 十代。

・思春期
。

・大 人 と子供の間
。

・適齢期。

※選挙権 を持 っている。

※青春真 っ盛 り。

・戦 前 派 ， 戦 後 派 。

・犬 年 生 まれ
。

・昭 和 一 桁 。

・運転 免許を持 っている
。

・英検1級 を持 っている
。

※剣道5段 。

※書道3段 。

・運転免許を持 っていない
。

※英検1級 に落ちた。

・当 主 。

・扶養家族 を持 っている。

・ア パ ー ト暮 し。

・寮 生 ， 下 宿 人 。

・下 町 育 ち。

・山 の 上 に 住 ん で い る。

・～ と暮 ら して い る。

・独 身 ，新 婚 ， 離 婚。

・一 人 暮 し。

・未 ・既 婚， 再 婚 。・

・金 婚 式 。

・別 居 中 。

・単 身 赴 任 。

・未 亡 人 。

・保 護 者 ， 被 保 護 者 。

・結 婚 ～年
。

・～ ゼ ミに 入 って い る
。

※ 槇 田 ゼ ミのOBで あ る。

・児童文化研究会に入 ってい る
。

・クラブに青春をかけてい る
。

※～サ ークルの幽霊部員です。

※学生時代7グ ピーを していた。

・会社 でサー クルに入 っている
。

8180

所 属団体

(その他)

8190

所属団体

(無所属)

8200

学校に関する

 記述

8210

学歴

8220

職場 ・職業に

 関す る記述

8230

職 歴

8240

収 入

8250

友人に関す る

 記 述

8260

恋人 ・恋愛 に

 関す る記述

8270

故郷に関す る

 記述

・町内会の役員です。

・町内会長です。

・創価学 会に入 っている。

・どのサー クルに も属 していない
。

・学 校 が 好 き。

・学 校 へ 行 きた くな い
。

・先 生 が 嫌 い 。

・学校 名 ，学 生 ，学 年 ，学 部 ，学 籍

 番 号。

・浪人
， 受 験 生 。

・大 学 に行 っ て 良か っ た と思 っ てい

 る。

※高 校 生 活 は 面 白か った 。

・学 歴 。

・出 身校 。

・上 司(職 場 の 仲 間)と うま く行
っ

 て い る。

・仕 事 に不 熱 心
。

・上 司に 恵 まれ て い ない
。

・会 社 名 ， 会 社 員 ，社 会 人 。

・職 種 ， 仕 事 内 容 ， 部 署 。

・地 位 ， 無 職 ， 主 婦 。

・東 電 学 園 。

・仕事 が忙 し い。

※ サ ラ リー マ ンに 向 い て い な か っ

 た。

・職 歴 。

・勤続年数。

・年 収
，月収，収入 が 多 い ・少 な

 い。

・年金 を～円 もらっている
。

・友人を大切 にしている。

・友人が多 い ・少 ない。

・～君 と友達。

・恋人がい る。

・片思い中。

・～ さんは私 の恋人 です
。

・故郷 が懐か しい
。

・故郷 に帰 りたい ・帰 りた くない
。

・故郷が嫌 い
。

・故郷は遠 きにあ りて思 うもの
。

※郷土愛が強い。
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8280

人 間関 係に

 関す る記述

・仲間意識 が強 い。

・人間関係に疲 れている。

・顔 が広い。

・今時 の若 い衆 には幻 滅 させ られ

 る。

・～の後 輩です。

9.そ の 他

小項目番号小項
目名

9060

その他

9070

無回答

     例   示

・このテス トはお もしろい。

・このテス トは くだ らない。
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索

明るい

あ

あが りやす4

飽 きっぽい

諦 めが早 い

頭 が良し

頭が悪 し

甘xん ぽ う

あ まの じゃく

ア ン ビバ レン ス

意地 っぱ り

い

2050

5390

2210

5430

1010

1020

5120

3230

5530

・一 途

意地悪
一般常識 ・教養があ る

一般常識 ・教養がない

・一般的能力があ る

一般的能力がない

今の精神状態

飲食

嘘 が下手

うそつ き

う

5050

Zsao

3170

4482

4483

1070

1080

4150

4770

内弁慶

運命(運)に 関する記述

エ ッチ

え

3250

3240

3060

4920

老 いを感 じる

お

3120

おお ざっぱ

お しゃぺ り

お しゃれに関する心がけ

：お っち ょ こち ょい

お となしし

お人好 し

思 いや りがある

温和

階級

か

4170

2260

2070

4590

2180

3050

2160

2130

2120

外向的

?120

2020

弓

開放的

歴

系

学

家

過去志向

家族に関する記述

学校に関する記述

活発

家庭に関する記述

神に関する記述

感覚的

頑固

感受性豊力

感情 が激 しL

感情を表 さなし

寛容

気が利かない

き

2030

8210

7120

4956

7110

8200

2230

7110

4930

3100

2480

3090

5230

2760

2100

気 が利 く

気 が小 さし

気 が強 し

気が長 し

気が弱 し

聞 き役に まわ る

気さく

几張面

機能部分

気分転換がうまい

気分屋

気前がいい

兄弟に関する記述

協調性がある

恐怖症

嫌いな異性 のタ イプ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

0

0

0

0

0

0

81

40

37

14

61

37

88

04

54

95

29

17

38

05

09

56

2

3

5

3

2

5

2

2

2

4

2

5

3

7

2

5

嫌いな人 のタイプ

きれ い好 き

緊張しやすい

勤勉

ギ ヤ ン プル

義理堅い ・律儀

口数が少なし

く

4830

4840

2570

5390

2520

4800

4560

口が堅し

口が悪 し

口下手

2890

2820

3180

3040



くよ くよ悩む

経済

ナー

5320

経済観念がある

経済観念がない

形式主義

率

ち

軽

け

結婚への希望

血縁的役割.

健康に関する心がけ

健康に対する顔望

現在の欲求 ・希望

現実主義

恋人に関する記述

こ

4720

4310

4320

4460

2180

3350

4110

7010

4600

4070

4180

4430

強引

好奇心旺盛

攻撃的

好戦的

強情

行動的

硬派

後半追い込み型

合理主義

故郷に関する記述

国籍

心がけ

個人主義

個性的

孤独が好き

子供っぽい

子供に関する記述

み

風

好

古

細かい事が好き

凝 り性

根気がある

根気がない

寂 しが り屋

冷 めている

さ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

.6

5

8

6

6

8

4

7

0

2

7

4

8

7

1

3

1

.7

2

4

7

0

7

3

2

1

0

1

1

4

2

3

6

4

2

0

5

4

1

7

1

0

8

5

8

5

4

4

8

3

3

3

3

2

2

4

2

4

8

8

4

4

3

2

.5

7

4

4

2

2

2

5

.
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9

騒がしい

資格がある

し

2170

2850

2060

8110
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資格がない

自意識が強し

思考的

自己規定

自己顕示欲が強い

自己評価と他者評価の食い違い

自己防衛的

自信過剰

自制心が強し

自制心がない

実存的記述

自分勝手

自分に 自信があ る

自分に 自信が ない

自分に素直

自分 に素直 でなし

自分に不満

自分 に満足 している

自分 の考 えをス トレー トに表せ なし

自分は幸せだ

自分は不幸だ

自分 を変xた し

し っか りし てい な し

し っか りし てい る

しつ こい

会

教

所

社

宗

住

就職への希望

執着心が なし

収入

執念深い

主体性がある

主体性がなし

出身地

上位概念

消極的

常識がある

常識がなL

成就欲求

情緒が安定している

情 に もろし

将来の予測

職業に関する記述

職場に関する記述

職歴

所属 団体(学 内サー クル)

所 属団体(職 場 サー クル)

所 属団体(ゼ ミ)

0

0

0

5

0

0

0

0

0

0

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

6

0

5

7

2

2

2

2

2

5

1

7

8

9

0

6

5

1

3

4

3

9

8

9

6

4

6

0

7

4

9

1

4

5

5

4

8

8

2

0

5

4

2

2

3

6

7

5

1

4

9

9

0

2

5

0

4

2

9

2

2

2

2

3

2

2

4

2

2

0

2

2

4

7

7

0

1

7

2

4

3

1

0

9

4
，
4

4

0

3

1

1

2

2

2

1

1

1

8

5

2

4

5

4

5

5

2

5

4

5

4

4

4

4

4

4

5

4

4

4

3

3

2

4

4

8

4
.
2

8

2

3

5

8

4

3

4

4

4

3

2

4

8

8

8

8

8

8



7a

所属団体(そ の他)

所属団体(無所属)

進学への希望

神経質

人種

身体機能

身体的能力

身体に関する記述(健 康 ・体 質)

身体 に関 する記述(容 姿 ・体格)

慎重

心配性

審美

図 々し し

す

8180

8190

4090

5310

8030

6030

6030

6020

6010

2580

5330

4730

好 き嫌いがない

好 き嫌 いが激 しい

好 きな異性 のタイプ

好 きな人 のタイプ

素直

図太い
ス ポ ー ツ

ずるし

生活形態

せ

2460

3320

5180

4830

4840

3220

2460

4780

3190

生活習慣(生活態度)

生活状態

正義派

精神的に強い

政治

成長欲求

生年月日

性別

生命に関する記述

責任感がある

責任感がなし

世間知らず

世帯主

世 代1(年 齢)

世 代皿(い つ生 まれたか)

8140

4190

4200

4450

2430

4710

4010

8080

8020

4910

3410

3420

5130

8130

8090

せっか ち

積極性に欠ける

積極的

世話好き
    「

繊細

専門的能力がある

専門的能力がない

8100

2220

3440

3430

2140

2860

1030

1040

粗 衣 ・粗食 に耐 え られ る

そ う欝

そ

そそっか しい

そ の他(性 格)

その他(自 己)

その他

その他の将来への希望

その他の趣味

4570

2300

2180

3490

4559

9060

4130

4810

その他の親族 に関 する記述(義 理 の両親 も含む)…7100

その他の超越者に関す る記述         4950

粗父母に関する記述

体格に対する顔望

体質に対する顔望

対人的能力がある

た

7080

対人的能力がなし

大胆

態度がハ ヅキ リしてい る

高望み

多重人格

建前主義

頼 りが いが あ る

頼 りカミし、カこな し

短気 である

短気ではなし

小 さな事を気にかけなL

ち

4080

4070

1050

1060

2440

4510

5090

5550

4460

326p

327δ ・

3010

3020

父親に関する記述

地道 でなし

超自然に関する記述

調子 にの りやす い

通俗的性格分類

つ

2250

7030

3330

4940

2220

冷たL

適応性がある

適応性がなし

て

3480

2850

逃避 したし

と

3450

3460

年 は と りた くなし

同情 しやす し

同調的

4040

4160

2150

2090



道徳重視

度胸がある

ドジ

努力家

鈍感

内向的

生意気

な

4530

2440

2180

2510

2450

名前

怠け者

軟派

に ぎやカ

一
」

2720

5060

8010

2790

4370

ニ ッ クネ ー ム

人間関係に関する記述

忍耐強い

忍耐力がある

暗

齢

根

年

ね

2060

4210

8280

2470

2470

能力に対する願望

の

3070

8070

のろい

のん き

配偶者に関する記述

は

4060

2590

2280

恥 しが り屋

派手な事は嫌い

話し上手

母親に関する記述
バランスが大事

反動形成

被暗示性

ひ

7060

5380

5400

3030

7040

4500

5510

悲観的

ひがみっぽい

非現実的願望

非行動的

人が良い

批判的(批判癖)

敏感

5150

5340

5450

4050

2800

2160

4520

2860
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無愛想

～ぶ る

ふ

プライ ドが高い

平凡

へ

2750

5540

5030

変化を好まない

変化を好む

勉強

ほらふ き

ほれ っぽし

ほ

4490

4340

4330

4850

マイペ ース

負けず嫌い

ま

3240

3130

孫に関する記述

ま じめ

まめ

まわ りを気に しない

まわ りを気にする

見栄張り

み

4550

5040

?090

2530

2550

2470

5360

身だ しなみに関する心 がけ

未練が ましい

無回答

無神経

む

5010

4590

5440

明朗

め

9070

2450

目立 ちた くなし

免許がある

免許がない

面倒 くさが り屋

もて ない

も

2050

5400

8110

8120

2790

もて る

物事に関して無感動

物事にこだわらない

物 事に こだわる

4360

4350

2780

2250

5350
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や きもちや き

や

約束を守る

優しい

野心的

ゆ

5240

5260

2130

5080

理屈 っぽ し

り

理想家

理想主義者

ユ ー モ アが あ る

優柔不断

2080

5420

8250

2110

両親に関する記述

行

論

旅

理

友人に関する記述

融通が き く

陽気

よ

冷静

れ

2620

4440

4440

7020

4790

4750

2050

4080

3200

3210

3370

3360

3360

恋愛に関する記述

容姿に対する願望

要領が良い

老後 への希 望

ロマ ンチス ト

要領が悪 し

欲がなし

欲張 り

ろ

2830

8260

忘れ っぽい

欲深し

楽観的

ら

わ

4120

5160

2270

4380

4390

私はE・ そ の他

私はS・ その他

私はZ・ その他

～ らしい(性 役 割)

～ らし くない(性 役割)

私は誰

私は私

話題が少ない

話題が豊富

3340

2410

2710

2010

4952

4951

4410

4400



2.事 例集

 この事例集には，9才(小 学校3年 生)か ら18

才(高 校3年 生)ま での48事 例を掲載 した。掲載

された事例には，その年齢において一般的なもの

と特殊例の両者が含まれるよう努めたが，適切な

事例がない場合もあ り，年齢 ・性別ごとの事例数

には偏 りがある。年齢 ・性別ごとの事例の構成は

以下のようになっている。

事 例1

事 例2

事 例3

事 例4～5

事 例6～7

事 例8～9

事 例10

事 例11～12

事匚イ列13～15

事 例16

事 例17～18

事 例19～21

事 例22～24

事 例25～28

事 便聾29～31

事{列32～34

事 イ列35～38

事 例36～44

事 例45～48

小学校3年 生

小学校3年 生

小学校4年 生

小学校4年 生

小学校5年 生

小学校5年 生

小学校6年 生

小学校6年 生

中学校1年 生

中学校1年 生

中学校2年 生

中学校3年 生

中学校3年 生

校

校

校

校

校

校

高

高

高

高

高

高

1年 生

1年 生

2年 生

2年 生

3年 生

3年 生

馳
姓
馳
姓
馳
姥
雛
姓
騅
姓
騅
馳
姓
騅
姓
騅
姓
馳
姫

 各事例は，被験者の反応を忠実に掲載しようと

極力努めた。従って，誤字 ・脱字等もそのまま掲

載してある。各回答は，回答番号をつけて1つ ず

つ掲載 してあ り，その回答に自分らしいもの とし

て○が付けられている場合，回答番号を○で囲ん

である。また，1988年 度版基準書での反応の評価

コー ドを，各回答の最後の()内 に示 して あ

る。被験者の回答の中には，プライバシーの保護

や印刷の都合からそのまま掲載できなかった部分

もある。それについては以下のような変更を行な

って掲載した。

① プライバシー保護の立場から，そのまま掲載

 す ることができな い固有名詞は，《 》の中に

 説明を入れて省略を行なった。

② 被験者 自身が反応内容の訂正を行っている部

 分は，■を用いてある。

③ 文字や文章が，各行の上や下から挿入されて

 いるものは，{}の 中に入れて印刷してある。

④ その他説明が必要なものについては，※を用

 いて回答の後で説明するか，あるいは，[注 ：コ

 として反応の中で説明を加xた 。

事例1 男性 9才0ケ 月 (小学校3年 生)

1 し んぞ うを う こか して生 き て い る。(4954)

2 食 物 を た くさん た べ て 学 校 に い っ て い る。

 (4190， 8200)

3 ど うぶ つ で は あ りませ ん (4954)

4 力 は ふ つ うで か け っ こ もふ つ うです 。(6030)

5 ふ とっ て は い ま せ ん。 や せ で もあ り ませ ん 。

 (6010)

⑥ め い ろ を 作 るの が 大 す き です.(4820)

⑦ た ん け ん とか ぽ うけ ん が す きで す 。(4820)

8 工 作 が とて もす きで す 。(4820)

9 うわ ぽ き で ク ロス ご っ こを とき ど き す る 人

 間 (4200)

10 べ ん き ょ うが に が て 。 国 語 が と くい の 人 間

 (1080，1030)

⑪ 本 を よむ の が とて もす き な人 間(4810)

12 ブ ラ ン コ もす き。(4820)

13 い ろ い ろな め い ろを 作 る のが と くい。(1030)

14 ロ ー・ラ ース ケ ー トが だ い す きな 人 間 。(4780)

15 テ レ ビを み るの が す き。(4820)

16む ぎ茶 が す きな人 間 (4770)

17 しけ ん のむ ず か し い学 校 に は入 い っ て い る。

 ($200)

⑱ ときい じめ られ るけ ど ほ ん き だ せ は強 い人

 間 (4959)

19 サ ラ ダが大 す き。(4770)

20 頭 が ふ つ う。(1010)



82

 遊びのことについての反応が多いが，自分の性

格についての記述は見 られない。性格の反応が少

ないとい う傾向は小学生全般に見 られ る。しか

し，この事例は，小学校3年 としてはしっか りし

たものと言xる 。

事例2 女性 9才3ケ 月(小 学校3年 生)

1 お ち つ い て しず か な こ とを す るの が あ ま り

 で きな い 。(2180)

② 勉 強 よ り体 育 の方 が と くい 。(6030)

③ お どる の が 好 き で そ の場 です ぐお ど りた くな

 る くせ が あ る (4820，4190)

4 け ん か が と くい 。(3160)

⑤ な に よ りもス ケ ー トが 好 きで す 。(4780)

6 か け足 は と くい で は な い け れ ど もお そ くもな

 し、o (6030)

7 勉 強 好 き で は な い。(4850)

⑧ 毎 日 ドジな こ とをや っ て い る。(2180)

9 し ょう らい ス ケ ー トの オ リソ ピ ッ クで ゆ うし

 ょ うした い 。(4130)

⑩ し ゃべ る が と って も好 き で す.(2070)

⑪ 勉 強 や体 育 な ど計 画 を た て て や る 。(2580)

12す ぐ お こ りっ ぼ くな る くせ が あ る 。(3010)

13 せ い せ きが あ ま りよ くな い 。(1080)

14作 文 の 題 名 と文 し ょ うの 考 が え る の が す き。

 (4820)

15 自由 ノ ー トに 自分 の 好 きな 絵 を か くの が 好

 き。 (4820)

⑯ 自分 が 自分 に 「くや しい な あ 。」 と思 う こ と

 が あ る 。(4959)

17 す べ り台 で 遊 ぶ の が す き。(4820)

18 女 の 子 とあ そ ぶ くせ が あ る 。(4190)

19学 校 の せ い服 が す き でわ な い 。(8200)

20 ど く書 がす きで は な い 。(4820)

 この事例には，勉強や学校生活についての記述

が多 く見られる。16は ，自己意識，自己態度のあ

らわれ と見ることができる。このような反応は，

小学校3年 生においては稀なものである。

事例3 男性 10才0ケ 月(小 学校4年 生)

1 人 げ ん(4954)

2 《姓 》 で す(8010)

3 男 です(8020)

④ せ の ち い さ い ほ うです(6010)

5 い ま は さが み は ら しにす ん で い ます.(8060)

⑥10才 です(8070)

⑦ た い くの マ ッ トがす きです(4780)

8 フ ァ ミコソ と手 うち がす き です.(4820)

⑨ て ん び ん ざです 噛(8080)

⑩ 圏 ■ 膕[注 ：「おわ り」 と書 い て あ るコ4年

 で す(8200)

⑪ ぼ くは こわ い です(3010)

※ 12～20は 無 回答(9070)

※ 実 際 に は ， 回答 番 号 に○ が付 い て お らず ，反

 応 自体 が○ で 囲 まれ て い る。

 生物学的，社会的属性 と自分の興味の記述に終

始してお り，ひらがなの反応 も多い。 このような

反応は，精神的分化があま り進んでいない者に多

く見 られる。

事例4 女性 9才11ケ 月(小 学校4年 生)

① す ぐは ず か しが る。(5380)

② 一 度 大 笑 い をす る と、す ぐに止 ま ら な く な

 る 。(2050)

③ き らい な人 は き らい とい う思 い こみ が は げ

 しい。(5180)

4何 度 も同 じ こ とを言 っ て しつ こい と思 う。

 (2490)

⑤ す ぐお こ りっぼ くな る と思 う。(3010)

⑥ ピ ーマ ソを たべ る の が に が て。(4770)

7 こい み ど りが き らい。(4820)

⑧ 大 きい花 よ り小 さい花 の方 が 好 き。(4820)

⑨ な きまね をす る の が と くい。(3190)

⑩ み み ず が大 き らい 。(4820)

⑪ ね ぎを たぺ る の が に が て 。(4770)

⑫ 絵 を か くの が 好 き。(4730)

13色 を つ か うと きは 、 な るべ く多 くの 色 を つ か

 うo (4200)
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⑭ こい 色 よ り うす い色 の方 が 好 き。(4820)

⑮ ち ょっ とした こ とで もす ぐ弟 と け ん か を す

 る。(7050)

⑯ か くれ る の が と くい。(1070)

⑰ さむ が りだ と思 う。(6020)

⑬ す ぐ忘 れ っぽ い。(3340)

19 ふ つ うの リボ ソ よ り レース の 方 が い い。

 (4820)

20 お い しい もの は あ とに とっ て お く。(4190)

 1か ら5ま でと15から20ま では性格や行動傾向

の記述を行なっているが，それ以外のほ とんどは

好みについての記述である。好みについての記述

が多いのは，女性の反応の1つ の特徴である。

 シ ョ ッピ ソ グに つ か っ て し まい ます (4790)

13 私 は 、 休 日に 、 は や く起 き て平 日お そ くお き

 る タ イ プ です.(4190)

⑭ 私 は ， ペ ヅ トが わ りに ミ ッキ ー ・マ ウス を し

 て い ます.(4200)

⑮ 私 は 、 いが い と字 がへ た です.(6030)

⑯ 私 は、 今 度 の ク リス マ ス こそ ペ ヅ トを も ら

 うつ も りで す (4180)

⑰ 私 は 、 小説 を 書 くの が 大 好 きで す(4820)

⑱ ノ ー トな どに ら くが きす る い た ず ら っ 子 で

 す.(4200)

⑲ 私 は、 日本 で は軽 井 ざわ が大 好 き です.

 (4820)

⑳ 私 は 、 エ ス パ ーに な りた い で す(4050)

事例5 女性 9才8ケ 月(小 学校4年 生)

① 私 は 、 女 の 子 です が 手 芸 な どは 、 あ ま り と く

 い で は 、 あ り ませ ん が 、 今 い っ し ょ うけ ん め い

 努 力 して い ま す (1080)

② 私 、 じっ と して い る の が いや で お ちつ か な

 い子 です.(2180)

③ 私 の と くぎ とい う物 は 、 あ そ び しか あ りませ

 ん.(4820)

④ 私 は 、 あ ま り女 の 子 ら しい 子 で は 、 あ りま せ

 ん ，(4390)

⑤ 私 は 、一 番 楽 しい の は ， 自分 の物 を 買 の が

 大 好 き です (4820)

⑥ ペ ッ トシ ョ ップの 犬 や ね この 洋 服 や 首 わ や シ

 ャ ソ プを 見 るの が 大 好 きで す.(4820)

7 家 の近 くに は 、捨 て ね こが た くさん い ます 。

 (かわ い そ う)(8140)

⑧ 本 屋 、 古 本 屋 な ど で マ ン ガを 買 っ て し ま っ て

 あ ま りお 金 が な くな った こ とが あ りま した

 (4320)

⑨ 私 は 、 ドジ です.(2180)

10 私 は 、 あ ま り人 に お こさ れ た よ う じゃ起 き な

 い時 もあ ります が人 に起 され て お き る こ とも あ

 ります.(4190)

⑪ 私 は 、 弟 と24時 間 起 き て い よ う と言 っ て12時

 くらい に ね て し ま うタイ プで す (4190)

⑫ 私 は 、 旅 行 大 好 き少 女 で す が そ の ほ とん どが

 日常的なことを記述 しているが，反応にバラエ

ティがあり，それぞれの反応 も長いものとなって

いる。また，自分の性格や行動傾向を客観的に記

述している点も，この年齢では珍しい。

事例6 男性 11才3ケ 月(小 学校5年 生)

① 僕 の し ゅみ は 、 も型 とか コイ ソ、 切手 とか

 です 。(4810)

2 僕 の生 か くは 、 ひ ょうき ん で す 。(2060)

③ 僕 の と くい な物 は 、 絵 を書 くこ とで す 。

 (1030)

④ 僕 の 一 番 に が てな 物 は 、 音 学 です 。(1040)

⑤ 僕 は 、 あ ん ま りべ ん き ょ うは 、 好 きで は 、

 あ りま せ ん。(4850)

⑥ 僕 は 、動 物 が 大 ■ 好 きで す 特 に 犬(4820)

⑦ 僕 は 、 じ ゅ うど うを ・や って い ま す 。 で もな

 か な か うま く行 き ま せ ん (6030)

8 僕 は 、 ぽ うけ ん とか た ん け ん が 大 好 き で

 す 。(4330)

⑨ 僕 は 、 ハ ッキ リい って グズ で す 。(2590)

⑩ 僕 の体 重39.4キ ロです 。(6010)

⑪ 自分 で は 、 そ ん な に 、 うん 動 が ヘ タ とは 、

 思 い ま せ ん。(6030)

⑫ ぼ くは 、 す ぐち ょ うしに の るの が 次 点 で す 。

 (2200)

13僕 は 、 す ぐ感 ど うし て し まい ます 。(3090)
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⑭ 僕 は 、 し よ うらい 自分 で 会社 を 作 ろ うと思 い

 ます 。(4130)

⑮ 僕 が 、 今 一 番 ほ しい 物 は 、{ポ ケ ッ ト}さ る で

 す 。(4180)

16僕 は 、 く うそ うが す き です 。(5160)

⑰ 僕 は ■ 目□ の し ゅ力2.0と2.0で す 。(6020)

⑬ 僕 は、 日本 人 です 。(8040)

19僕 は、 いた ず らす き です 。(4820)

⑳ 僕 の 最 大 の 次 点 は 、(くす ぐ られ る と、 ち び っ

 て しま う事 です)(6020)

 自分の興味，身体，能力についての記述は，小

学生に多い反応であり，これは小学生男子の典型

的な反応の1例 である。

事例7 男性 10才7ケ 月(小 学校5年 生)

1 ぼ くは 《姓 名 》 です (8010)

2 け ん き ゅ うが 大 す きな 人 間 で す (4850)

3 す きな だ べ も のは くだ も の る い です (4770)

④ す きな か も くは体 育 や 理 科 です(4850)

5 す き な の りも の は い ち りん車 や 自動 車 です

 (4820)

6 ぼ くは 、 あ ん ま りす き き らい が あ りませ ん

 (4190)

7 す ぐに び ょ うきに す ぐか か りや す い タ イ プ で

 す (6020)

8 ぼ くは 長 男 で お と う と とは 、 す ぐけ ん か しま

 す(7010，7050)

⑨ 絵 が す きで す(4730)

⑩ ぼ くの ゆ め は 、 が か や レーサ や き ょ うじ ゅ

11に な りた い とか ん が え てい る うちに す ぐ

12 頭 の中 が ゴチ ャ ゴチ ャに な って し まい ます 。

※ 10～12で1回 答(4100，4959)

※ 13～20は 無 回 答(9070)

 10か ら12の ような反応は珍 しい。それ以前では

ちゃんと1行 に1答 ずつ反応 しているので，反応

の仕方を理解 していないわけではない。 これは，

自分の将来の夢について記述 しようとした と こ

ろ，収拾がつかな くなってしまったためと思われ

る。

事例8 女性 10才11ケ 月(小 学校5年 生)

①

②

3

4

5

6

7

8

9

10

⑪

12

⑬

⑭

15

16

17

⑱

⑲

⑳

女 の子(8020)

人 間(4954)

動 物(4954)

男 の 子(4955)

ロボ ッ ト(4955)

プス(6010)

美 人(6010)

天 才(4955)

ノミカ (4955)

ケ チ(3350)

根 明(2050)

根 暗(3070)

ふ つ うの子 供(4490)

変 人(4955)

で ぶ(6010)

や せ て い る。(6010)

大 食(4190)

小 食(4190)

《学 校 名 》生(8200)

好 きな 男 の 子 の い る 女 の 子(8260)

 単語の反応が多 く，しかも20答の中には相互に

反対の意味を持つ単語も含まれている。このよう

な反応は，男子高校生にはよく見られるが，小学

生の女子では非常に珍しい。おそらく施行時の被

験者の態度にも問題があるものと思われる。

事例9 女性 10才9ケ 月(小 学校5年 生)

1

2

3

④

5

⑥

7

※

《姓 名 》 です 。(8010)

《学 校 名 》 の児 童 です (8200)

ピア ノを 習 って い ます (4190)

音楽が得意です

英語も得意です

体育が苦手です

給食も苦手です

(1030)

(1030)

(6030)

(8200)

8～20は 無 回 答(9070)

 氏名 と学校名以外は，自分の能力について記述

しようとしたものである。反応数も少なく，自己



の 内 面 に つ い て は ，全 く目が 向け られ て い な い
。

事例10 男性 11才7ケ 月(小 学校6年 生)

-
↓

9
臼

Q
り

4

5

6

7

8

⑨

⑩

11

12

13

14

15

わ た しは 、 だ れ で ■圏 し ょ う (4952)

わ た しは 、 生 き てい ます ，(4953)
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(4953)
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 (9060)

16   〃

0

18  ii

19   〃

ｮ   //

ど うして 生 きて い る ん で し ょ う

ゴ ミ■■{ば こ}で す (4955)

い ま空 を とん で い ます (9060)

凾 人 間 で す.(4954)

い まへ ん な き もち で す (4150)

本 当 に だ れ な ん で し ょう (4952)

 つ りがす きです (4810)

 気 が あ ら い です (3160)

 い ま ち き ゅ うに い ます (4954)

 つ くえ に む か って い ま す(9060)

 くも って い ま す (9060)

 犬 とあ そ ん で い ます (9060)

 しんか んせ ん をみ て い ます

ほ け ん だ よ りで す.(4955)

子 ど もで す (8090)

早 くら くに な りた い です(4180)

 白衣 で す (4955)

む しを よ くころ しま す.(3160)

 イマジネーションの中で様々な行動をした り，

自分を物にた とえた りしている，非常に珍しい事

例である。内容から見ても，決して施行時の被験

者の態度がふまじめなわけではなく，一生懸命反

応している。

事例11 女性 11才8ケ 月(小 学校6年 生)

①

②

③

4

⑤

6

⑦

私 は 、 人 間 で す 。(4954)

私 は 、 《学 校 名 》生 です 。(8200)

私 は 、 末 っ子 で す 。(7010)

私 は 、 ピア ノを 習 って い ま す 。(4190)

私 は 、動 物 が大 好 きで す。(4820)

私 は 、 テ ニ ス が大 好 き です 。(4780)

私 は、 高 い所 が 大 好 き です 。(4820)
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⑧ 私 は 、 遊 ぶ の が 大 好 きで す 。(4820)

⑨ 私 は 、 算 数 が得 意 で す 。(1030)

10 私 は 、音 楽 が苦 手 です 。(1040)

11私 は 、 ソ フ トク リーム が大 好 き です 。(4770)

⑫ 私 は 、灰 色 や 黒 色 や 白色 が 大 好 き です 。

 (4820)

13私 は 、 トマ トジ ェース が 大 き らい で す 。

 (4770)

14 私 は 、球 技 が大 好 き です 。(4780)

⑮ 私 は 、将 来 、 メ ガ ネ屋 に な りた い です 。

 (4100)

16 私 は 、 あ わ てん ぼ うで す 。(2180)

⑰ 私 は 、 め ん類 が 大 好 きで す。(4770)

18 私 は 、 フ ァ ミコ ソが大 好 きです 。(4820)

⑲ 私 は 、 目が 悪 い です 。(6020)

20私 は、 ス カ ー トを あ ま りは き ませ ん
。(4190)

 日常生活に関する好みを中心に記述 してい る
が，学校名，家族の中での位置づけ，性格，将来

の希望など幅広い反応をしている。個々の反応は

小学生において一般的なものであるが，このよう

に広 く自分を捉えている点で注目に値する事例で

ある。

事例12 女性 11才10ケ 月(小 学校6年 生)

① 私 は女 の子 です 。(8020)

2 私 は ボ ケ です.(4955)

3 私 は 天 才 です.(4955)

④ 私 は 動 物 が 好 きな もの で す 。(4820)

5 私 はAが た で す 。(6020)

6 私 は か っぱ の 三 吉 で す.(4955)

7 私 は 三 うら ひ こ く の か くし子 (4955)

8 私 は か わ い い で す.(6010)

9 私 は 男 で す.(4955)

10 私 は き ょ うぽ うな も の です 。(3160)

⑪ 私 は 背 が 高 い です 。(6010)

⑫ 私 は 氷 河 サ マが 大 大 大 大 大 大 好 きで す ，

 (4820)

⑬ 私 は ア ニ メが 好 きな もの で す 。(4820)

14 私 は さ る です 。(4955)

⑮ 私 は 子 供 です 。(8090)
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16 私 は こ じ き です.(4955)

⑰ 私 は 聖 闘 士 です.(4955)

⑬ 私 は 人 間 で す.(4954)

⑲ 私 は 紫 龍 とあ く手 を した 。(4959)

20 私 は さ ん ま の あ い じ ん です.(4955)

 テ レビ，マスコミの影響が認められる反応がい

くつか見 られ，7や20の ような非現実的な反応 も

ある。この事例の場合，施行時の被験者の態度に

も若干問題があったもの と思われる。

事例13 男性 13才0ケ 月(中 学校1年 生)

1 本 を読 の が 好 きな もの で す 。(4810)

2 ゲ ー ムが 好 きな もの で す 。(4820)

3 れ い ち ょ う目で す ・(4954)

④ 人 間 で す.(4954)

⑤ 男 で す 。(8020)

⑥ 中 学 生 で す.(8200)

⑦ 陸上 部 員 で す 。(8160)

8 未 成 年 です.(8090)

9 ぜ ん か が な い もの で す 。(4200)

10 中 学 受 験 で 成 功 した も ので す 。(8200)

⑪ 友 達 が た くさ ん い る も の です 。(8250)

12地 球 人 です 。(4954)

13 日本 人 です 。(8040)

14 飛 行 機 に 乗 った こ とが な い も の です 。(4200)

15外 国 に行 った こ とが な い も の です 。(4200)

16九 州 四 国北 海 道 に行 った こ とが な い も の で

 す 。(4200)

17 ゲ レソ デ で ス キ ー を した こ とが な い も の で

 す 。(4200)

18重 病 にか か った こ とが な い も の です.(6020)

⑲ 次 男 で 末 っ子 です 。(7010)

⑳ 動 物 が 好 きな 者 で す 。(4820)

 全般的には平均的な事例であるが，9，18の よ

うな否定表現や10の ような言い回しには，自己を

単純に捉xる のではな く，複雑に捉え，表現 しよ

うとい う姿勢が うかがえる。

事例14 男性 13才0ケ 月(中 学校1年 生)

① 《小 学 校 名 》 出 身(8210)

01.D.21.(8200)

③ 日本 人(8040)

④ 人 間(4954)

⑤ 男(8020)

⑥13才(8070)

⑦ ラ グ ビ ーが す き。(4780)

⑧ 《 小学 校 名 》 の と き6.0.18だ った(8200)

⑨ し り ょ く1.21.5(6020)

⑩ 体 重49㎏(6010)

⑪ 身 長 不 明(6010)

⑫ 「宮 ざ きは や お」 に あ いた い(4180)

⑬ ね ぼ う(4190)

⑭ お そ ね(4190)

⑮ チ ョコ レー トが す き(4770)

⑯ 天 空 の 城 ラ ピュ タが す き(4820)

⑰ 風 の 谷 の ナ ウ シ カが す き。(4820)

⑬ こわ い 映 画 は き ら い(4820)

⑲ 足 の 大 き さ25.0(6010)

⑳ ス キ ーが へ た(6030)

21.ア ニ メが す き(4820)

※ 21.は 上 部 の余 白に 書 か れ て い る。

 この反応は，主に自分の社会 ・生物的基礎につ

いての記述 と，アニメに対する興味 ・関心につい

ての記述で構成されている。社会 ・生物的基礎に

ついての記述は，小学生，中学生の男性の反応に

おいて特に多い。

事例15 男性 13才2ケ 月(中 学校1年 生)

① 私 の長 所 は努 力 ・頑 固型 とい う事 だ と思 う.

 (2510， 2480)

② 私 の短 所 といxば 、 ゆ うじ ゅ う不 断 型 とい う

 こ とで し ょう.(5420)

3 私 は 偉伝 記 を読 む の が 好 き で あ る.(4810)

4 私 は 努 力 す れ ぽ 必 ず 何 か得 られ る と思 っ て い

 る.(2510)

5 私 は 恥 ず か しが り屋 だ と思 う.(5380)

6 私 は 、{何 か}や りは じめ る と、 とて も熱 中 し



 て しま う.(2500)

7 私 は 、1辺 に2つ の事 が で きな い性 格 で あ

 る ，(2500)

8 私 は国 語 の問 題 を 解 く の が 好 き で あ る.

 (4850)

9 私 は 、 神 け い 質 ・完 ぺ き主 義 な 面 が少 しあ る

 と思 う.(5310，5350)

※ 10～20は 無 回答(9070)

 この事例の特徴は， 自分の性格について記述が

非常に多いことである。中学生になると自己意識

の発達に ともない，自己の性格の把握も進むもの

と考xら れるが，男子中学生のWAI反 応では性

格の反応は比較的少ない。

事例16 女性 12才9ケ 月(中 学校1年 生)

1

2

3

④

5

6

7

8

⑨

10

11

12

13

⑭

15

16

17

18

19

20

電 話 ま(4190)

こ うも り(4955)

こん た く とれ ん ず(4955)

天 気(4955)

ス ポ ー ツ(4955)

手 紙 ま(4190)

明 る い 太 陽(4955)

月(4955)

'〔=♪ (4955)

ば くは つ む す め(4955)

笑 顔(4955)

炎(4955)

写 真(4955)

夢 追 い 人(5160)

あ ら し(4955)

風 せ ん(4955)

奥 深 い 谷(4955)'

チ ー ム ワー ク(4955)

希 望(4955)

お 化 け(4955)

 この事例の場合，メタファーで自己を表現 して

いるが，ほ とんどの反応の意味する ところは，本

人以外には理解できない。中学生から高校生にか

けては，このような自己満足的なメタファーが多
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く見 られ る。

事例17 男性 13才11ケ 月(中 学校2年 生)

1 私 は 人 間 で す 。(4954)

2 私 は 生 き物 です 。(4954)

③ 私 は 宇 宙 人 で す 。(4954)

④ 私 は 命 の あ る生 物 です 。(4954)

5 私 は 地 球 人 です 。(4954)

6 私 は 外 国人 です 。(4955)

7 私 は 日本人 です 。(8040)

⑧ 私 は 世 界 で1人 し か い な い 生 物 で す 。

 (4953)

9 私 は 頭 の発 達 した 生 物 です 。(4954)

10私 は サ ル です 。(4955)

11 私 は 中 学 生 で す 。(8200)

12 私 は 大 人 です 。(8090)

13私 は わ が ま ま な人 で す 。(5210)

⑭ 私 は 自分 か って な人 で す 。(5210)

⑮ 私 は 今度 死ぬ 人 です 。(4910)

16私 は 服 を身 につ け て い る人 です 。(4200)

⑰ 私 は キ リギ リス です 。(4955)

18 私 は 心 の せ まい 人 で す 。(2480)

19私 は な まけ もの で す 。(2790)

20私 は 脊 椎動 物 です 。(4954)

 「人間」や 「生 き物」の よ うな上位概念で自己

を規定しようとする反応は，どの年齢層でも見ら

れるが，男子中学生に最も多い。これは，その傾

向が特に顕著な事例 と言えるであろ う。

事例18 男性 14才0ケ 月(中 学校2年 生)

①

②

③

④

⑤

⑥

7

8

⑨

 男 です.(8020)

や さ しい です (2130)

決 して イ ル カで は あ りま せ ん

バ カで は あ りま せ ん (4955)

戦 争 を した こ とが あ りま せ ん

(4955)

は ち ゅ うる い で は 、 あ りませ ん

ふ ろ うし ゃに な りた くな い.(4130)

《学 校 名 》生.(8200)

ご っ きげ ん だ ぜ ～!(4150)

(8100)

 (4955)
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10 「わ た しは、 こ うい うも の です 」 と い っ て 、

 め い しを だ す.(9060)

11 「ア ワの おふ ろ の ポ ー タ ブル 」 が だ い っ … ・き

 らい だ (4820)

12 1amaハ ン プテ ィ ダソ プテ ィ.(4955)

13 1amaビ ズ ィ。(4955)

  {ク ラ ウ ソ1年 よ り.}[注 ：12，13に 対 す る補

 足]

14 ま るべ に る 一 とに つ い て の け つ ろ ん を て い

 ぎ して

15 「トン … トソ …非 国人 … しけ い」 って い う 人

 に な りた い な

※ 14，15で1回 答(4100)

16大 金 持 ち (4955)

⑰ 中1の ときか ら 学 校 を休 ん だ こ とな い け ん

 こ 一な 人 で ～ す (6020)

⑬ か くせ ん そ うに な って も生 きの これ る よ うな

 運 が い い や つ で す (4920)

⑲ ち ょ うの う力 者 で す.(4955)

⑳ ↑上 記 の よ うな 人 間 で す.(12{13}以 外)

 (9060)

 中 学 生 や 高 校 生 の 男性 に は ， こ の事 例 の12，13

の よ うな “遊 び ” が 時h見 られ る。 これ は 自己 を

真 剣 に 直 視 す る こ とを 嫌 う傾 向 の あ らわ れ と考 え

る こ とも で き る。

事 例19 男 性 15才1ケ 月(中 学 校3年 生)

1 本 人 に 聞 い て下 さ い.(9060)

2 好 青 年 です (4270)

③ ど こか の 国 の参 謀 です(4955)

④ 高 橋 名 人 の弟 子 です.(4955)

⑤ 日系 の 日本 人 です(8040)

⑥ ア ソ ラ ッキ ー な少 年 です.(4240)

7 ミー ハ ー です.(4370)

8 窓 ぎわ 族 です.(4955)

9 ま じめ な人 です.(2530)

⑩ 元 茨 城 県 の主 です.(4955)

⑪ そ こで 問 題 です 私 は い っ た い誰 で し ょ う.

 (4952)

⑫ 松 下 幸 ノ助 と 田中 角 栄 と孫 子 の フ ァ ソ で

 す ，(4820)

13 ク ール な 奴 で す.(2850)

⑭ 右 に 同 じ です.(9060)

15 辞 書 で調 べ な さ い.(9060)

⑯ そ ん な こ と も わ か ん な い の?(9060)

17変 な人 です (4955)

18新 人 類 で す (4955)

⑲ な が ら族 の ヘ ッ ドです.(4955)

⑳ 驢上 記 に 示 した こ とを 書 くよ うな 、 ち ょっ と

 変 わ っ た少 年 です.(4955)

11，15，16は ，WAI自 体 に対 す る不 快 感 を表

現 した もの と思 わ れ る 。 この よ うな反 応 は ， 中学

生 ， 高校 生 の 男 子 に は よ く見 られ る が ， これ も 自

己 を 直 視す る こ とを嫌 う傾 向 の あ らわ れ と考 え ら

れ る 。

事例20 男性 14才(中 学校3年 生)

① 短 気 な 性 格 の人 間 です 。(3010)

2 人 と対 話 す る時 は常 に 自分 が 次 に言 うべ き こ

 との正 誤 を心 の 中 で確 認 しま す 。(2580)

③ 人 を外 見 で判 断 し、 余 りそ の 内 面 を見 つ け る

 こ とが で きま せ ん 。(1060)

4 自分 に とって 良 い事 が あ る と、 す ぐ表 情 に 出

 て しま い ま す 。 善 悪 の 判 断 は で きる と思 う。

 (2030， 1070)

5 自慢 す る事 が 多 い と思 い ま す 。(5070)

⑥ 性 格 の合 わ な い人 間 とは い っさ い つ きあ い ま

 せ ん.(5180)

7 親 友 とは この ま ま 関 係 を保 つ こ とが で きる よ

 う、 努 力 して い ま す.(8250)

⑧ 他人 に過 大評 価 さ れ て い る と思 い ます 。

 (4220)

⑨ 生 活 面 の全 て に お い て努 力 は お しまず 、 た え

 ず心 掛 け て い る つ も りで す 。(4580)

10仲 間外 れ の人 間 を つ くっ て しま う 側 に い ま

 す 。(3170)

11余 りお し ゃべ りで な く、 どち らか とい え ば 無

 口な方 で す 。(2890)

12家 と学 校 で は 人 格 が 全 く違 った 時 が あ りま し

 た 。(5550)



⑬ 興 味 を 魅 か れ る も のに は 熱 中 しま す が 、 そ の

 時 期 は す ぐに過 ぎて あ き っぽ い 面 が あ り ます ，

 (2500， 2210)

⑭1つ の物CFiに つ い て 落 胆 した な らそ の 気 持 ち

 の回 復 が遅 い 面 が あ ります 。(2300)

15 他 人 の優 劣 や性 格 の分 別 は た え ず 、 頭 に い れ

 て い ます.(5360)

16ど ち らか とい え ぽ 根 が 暗 い と 思 い ま す。

 (30?0)

⑰ リー ダ ー格 に なれ る よ うな 統 率 力 は も って い

 ま せ ん 。人 に 使わ れ る か 、独 立 す る の み で す ，

 (1060)

18 1人 き りで も余 り寂 しい と思 わ な い。(2730)

⑲ 兄 弟 の存 在 が嫌 だ.(7050)

20 どち らか とい えば 勇敢 で な く、 憶 び ょ うだ と

 思 う。(5370)

 自分の性格や能力を客観的に，しか も，かな り

深 く見つめている。中学生ではこのような事例は

希少である。おそらくこの被験者は，普段から自

己の内面に強い関心を持っているも の と思 わ れ

る。

事例21 男性 15才4ケ 月(中 学校3年 生)

① 俺 は ロ ッ クソ ・ロ ー ラ ーだ!(4730)

② 俺 は 音 楽 を 愛 して い る男 だ!(4730)

③ 俺 は 仲 間 を た くさん 持 って い る 男 だ!(8250)

4 俺 は 強 い 男 だ!(2430)

5 い や 俺 は 弱 い 男 だ … ・!(5370)

6 俺 は 考 え を 持 って い る 男 だ!(3310)

⑦ 俺 は か っ こつ け た が る 男 だ!(5010)

⑧ 俺 は幸 せ な こ との 多 い 男 だ!(4230)

⑨ 俺 は 苦 労 も多 い 男 だ!(4240)

⑩ 俺 は人 を見 る が好 き な 男 だ!(4760)

⑪ 俺 は 楽 しい だ け で は ダメ だ と思 っ て い る 男

 だ!(4959)

⑫ 俺 は めだ ちた が りや な 男 だ!(5070)

⑬ 俺 は親 の言 っ て る こ とが わ か るが した が えな

 い ひね くれ た 男 だ!(7020，3230)

⑭ 俺 は い じ っぽ りな 男 だ!(5050)

⑮ 俺 はす ぐ熱 くな る 男 だ!(5230)

16

⑰

⑱

⑲

⑳
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俺 は 完璧 主 義 で は な い 男 だ!(2250)

俺 は い じめ 他 が ゆ る せ な い 男 だ!(4450)

俺{は 、}今 の社 会 に恐 怖 を感 る 男 だ!(4760)

俺 は 、 凡人 で な い と信 じて い る 男 だ!(4270)

俺 は 愛 を 持 って い る 男 だ!(4959)

 全ての回答の最後に 「!」 が付けられており，

非常に元気な印象を受ける。 しかし，決 して表面

的で単純な反応だけではな く，自己の性格につい

ても客観的な把握が為されている。

事例22 女性 15才6ケ 月(中 学校3年 生)

① 私 は 舌先 が 器用 です 。(6030)

② 私 は笑 い じ ょ う ごです 。(2050)

③ 私 は精 神 年 齢 が 低 くて 年 下 の 子 に 持 て ます 。

 (5110)

4 私 はClarinet player[注 ：筆 記 体]で す 。

 (1030)

5 私 は ク ラ シ ックが 好 きで す 。(4730)

⑥ 私 は 野 球 を 見 る の が 大 好 き です 。(4820)

7 私 は い つ も弱 い チ ー ムば か り応 援 し てい ま

 す 。(4820)

8 私 は 芸 能 界 の こ とを ほ とん ど知 りま せ ん 。

 (4820)

⑨ 私 は で し ゃば りで す 。(5070)

10 私 は 、 フ ァ ッシ ョソな ど ど うで も よ く、{(女

 ぽ な れ した)}男{今 、 男 の子 もお シ ャ レ!}の

 子 の よ うな 女 の子 で す (4590)

11 私 は 背 が 小 さ くて、 体 重 が 重 くて 顔 が 丸 い

 で す。(6010)

12私 は バ レボ ール を す る のが 大 好 きで す 。

 (4780)

13 私 は バ ス ケ とハ ソ ドボ ール は で きな い ので

 嫌 い です.(4780)

14 私 は け じめ のな い 困 った 子 です 。(3420)

⑮ 私 は は し ゃ ぎだす と 恥 もが い ぶ ん もな くな

 ります 。(2060)

16 私 は お 料理 は で き ませ ん 。(1040)

⑰ 私 は 、 ほ とん ど好 き嫌 い な く何 で も食 ぺ る良

 い 子 で す (4190)

18 私 は 元 気 で す 。(6020)
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⑲ 私 は か くし ご とが で きず に 、 す ぐ本 当 の こ

 とを言 っ て しま うタ イ プ です 。(2070)

20 私 は 一 般 的 な 常 識 が ま るで な く、社 会 は 苦 手

 です(特 に経 済)(4483，1040)

 好みについての反応が多 く，女子中学生らしい

事例である。14，17の ような 「～子です」 とい う

表現 も中学生や高校生の女子によく見 られるもの

である。

事例23 女性 14才9ケ 月(中 学校3年 生)

① 私 は 、 虫 を さわ る こ とが で き ませ ん(4820)

② 私 は 、 音 楽 が 大 好 き[注 ：イ ラス トあ り]で

 す(4730)

3 私 は 、 い ま お 金 を た め て い ます(4310)

4 私 は 、今 、髪 を の ば して い ます(4590)

⑤ 私 は 、 遊 ぶ こ とが だ あ一い す き です(4820)

⑥ 私 は 、 本 を 読 む こ とが 好 き です(4810)

7 私 は 、 勉 強 が き らい で す(4850)

⑧ 私 は 、 動 物 が す きで す(4820)

⑨ 私 は 、 虫 が 死 ぬ ほ ど き らい で す(4820)

10 私 は 、 玉 ね ぎが き らい で す(4770)

11私 は 、家 庭 科 が と くい で す(1030)

⑫ 私 は 、海 がす き で す(4820)

13私 は 、外 国 の ア ー チ ス トが大 好 き です(4730)

14 私 は 、好 き な人 が い ます(8260)

※ 15～20は 無 回 答(9070)

 これも好みについての反応が多 く，女子中学生

らしい事例 と言える。5の 「だ あ一いすき」のよ

うに日常使っている言葉を，文字に表現 しようと

する傾向も，この年齢層の女子の反応には多い。

事例24 女性 15才0ケ 月(中 学校3年 生)

① 私は 動物がとても好きです(4820)

② 私は 落葉の上を歩 くのが好きです、(4820)

③ 私は 推理もののTVが 好きです。(4820)

4 私は ねおきが悪いです (6020)

5 私は 心配しょうです.(5330)

⑥ 私は 性格 が とても 明るいです.(2050)

⑦ 私 は 運 動 が 好 きで す.(4780)

⑧ 私 は 夢 が よ く現 実 に な ります.(4959)

⑨ 私 は 天 気 が 良 い 日は 空 を 見 て 歩 きた くな り

 ます.(4820)

⑩ 私 は 雲 が大 好 きで す(4820)

⑪ 私 は 季 節 の 中 で 冬 が … 番 好 きで す(4820)

⑫ 私 は 雪 を見 る の が 好 き です.(4820)

13私 は 勉 強 は 好 き で は あ りませ ん (4850)

⑭ 私 は 毎 日が 楽 し い人 です(4150)

⑮ 私 は 悩 み は あ ま りも った こ とが あ りませ ん

 が 、 悩 み を もつ と とこ とん 落 ち こみ ます(2300)

⑯ 私 は 夜 の星 を 見 る の が好 き です.(4820)

⑰ 私 は 今 とて も幸 福 で す(4230)

⑱ 私 は 友達 が 大 好 きで す(8250)

⑲ 私 は し ゃべ る こ とが好 きです(2070)

⑳ 私 は もの まね が で き ます.(1080)

 この事例では，審美的なキャセ クショソについ

ての記述が多 く認められる。また，自己や環境に

対する非常に肯定的な態度も読み取ることができ

る。

事例25 男性 16才1ケ 月(高 校1年 生)

① サ ッカ ー 少 年(4780)

2 頭 が 、悪 い.(1020)

3 背 が 高 い.(6010)

4 や せ て い る (6010)

5 燃 え て い る (4959)

6 ス ポ ー ツ大 好 き少 年 (4780)

⑦ 全 国 高等 学 校 サ ッ カ ー選 手 権 大 会 を 目指 して

 い る.(4020)

8 健 康 に は 、 自信 が あ る。(6020)

9 なわ とび が 特 い.(6030)

10甘 い もの が 好 き.(4770)

11ふ と りた い と思 っ てい る (4080)

12耳 を 動 か す こ とが 出 来 る (6030)

13足 が 長 い といわ れ て い る.(6010)

14好 きな 言 葉 が 、 努 力 、 こん じ ょ う、 が まん 、

 で あ る (4820)

15 テ レビを 、 見 る 時 間 が あ ま りな い.(4190)

16 マ ソ ガを読 む の が 好 きだ ，(4820)



一一一一事  イ列  塀ミー 一   91

17 視 力 は 、 左 右 、1.5で あ る。(6020)

18 い つ も、 お 金 を あ ま り も って い な い (4200)

19 授 業 中 い つ もね て い る (4190)

⑳ 好 きな 科 目は 、体 育 と英 語 で あ る (4850)

 身体に関する記述が多 く，運動，特にサ ッカー

に対する指向がよくあらわれている。運動をやっ

ている高校生 らしい事例である。

20 私 は ミー・バ ーで は あ りませ ん(4370)

 女性歌手の名前を列挙し，その歌手の持ち歌を

反応の中に書いている。施行時の被験者の態度に

も問題のある事例ではあるが，テレビ，芸能界へ

の指向はあらわれている。

事例27 男性 16才0ケ 月(高 校1年 生)

事例26 男性 16才3ケ 月(高 校1年 生)

⑧

⑨ 私は菊地桃子です

 (4955)

⑩ 私は佐野量子です

 (セリフ)(4955)

⑪ 私は斉藤由貴です

 あとには～(4955)

① 私 は新 田 恵 利 で す うた い ますn冬 の オ ペ

 ラ グ ラス で ～(4955)

② 私 は 永 田 ル リ子 です(4955)

③ 私 は渡 辺 美 奈 代 で す 月探 さ な い で ネ!!

 (4955)

④ 私 は渡 辺 満里 奈 で す(4955)

⑤ 私 は少 年 隊 の カ ッち ゃん です 月lwant you

 non non non (4955)

⑥ 私 は 国生 さ ゆ りですn夏 を待 て な い ～

 (4955)

⑦ 私 は吉 沢 秋 絵 です nい ちず い ちず い ち

 ず ～(4955)

  私 は本 田 美奈 子 です 月 マ リ リ～ ン(4955)

n空 にsay yes!1

月量：子 は 量 子 は … ・

n平 気 涙がか わ いた

⑫ 私 は 川 島 な お美 です(4955)

⑬ 私 は 五 味 岡 た ま きです(4955)

⑭ 私 は 白石 麻 子 です(4955)

⑮ 私 は寺 本 容 子 です(4955)

⑯ 私 は 山瀬 まみ だ よ 月 メ ロ ソ メ ロ ソ メ ロ ン

 メ ロ ソ(4955)

⑰ 私 は 森 恵 です  月 ダ ソス ア ウ ェイ ～

 (4955)

⑬ 私 は 薬 師 丸 ひ ろ子 です 月 あ い て よ くわ か ら

 な いけ ど(4955)

⑲ 私 は 岡 田有 希 子 です 月oh summer beach

 ～小 さ な ～太 陽 ね ～(4955)

1

2

3

4

⑤

6

7

8

⑨

高 校 生 で あ る(8200)

練 馬 区 に 住 ん で い る(8060)

3人 兄 弟 の一一番 下(7010)

2人 の兄 弟 とも今 は 家 に い な い(7050)

麻 雀 が 得 意(1030)

ゲ ー ムセ ソ タ ーに よ く行 く(4190)

本 は どん な も の で も読 む(4200)

温 和 で あ る(2120)

自分 の こ とを 自分 の こ と と し て 考 え な い

 (4959)

10あ ま り多 くを し ゃべ るほ うで は な い(2890)

11 のん 気 で あ る(2280)

12他 人 に 対 して 冷 た い ほ うで あ る(2850)

13 テ レ ビを1週 間 以 上 見 な くて も平 気(4820)

⑭ 生 活 が 不 規 則 に な りが ち(4190)

15 他 人 が 自分 を ど う思 って い よ う と気 に しな い

 (2740)

16 わ りあ い に社 交 的(2090)

⑰ 色 弱 で あ った が だ いぶ 治 った(6020)

⑬ あ き らめ な い ほ うで あ る(2470)

⑲ い つ で も冷 静 で あ る(2830)

20後 の こ とを あ ま り考 えず 行 動 す る(2270)

 反 応 の初 め の部 分 で デ モ グ ラフ ィ ッ クな属 性 に

つ い て記 述 し， そ の後 ，性 格 や 日常 生 活 につ い て

の記 述 を行 な っ て い る。 これ は ，高 校 生 男子 に よ

くあ る反 応 パ タ ー ソ の1つ で あ る。

事例28 男性 16才2ケ 月(高 校1年 生)

① 地球人 です(4954)

② 日本人 です(8040)

3都 民 です(8060)
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4  男 です(8020)

5学 生 です(8200)

⑥ 生 物 です(4954)

7球 児 で す(4780)

8 か くこ とが ね 一 と思 っ て い る人 です.(9060)

9 わ け のわ か ら ん調 査 に答 え て い る人 です.

 (9060)

10 こん な こ とや らせ てん じ ゃね 一 よ と思 って い

 る人 です.(9060)

11 お れ らは 、 心理 学 の実験 材 料 か 、 と思 って い

 る人 で す ，(9060)

12 こん な調 査 して な ん に な る と思 って い る人 で

 す.(9060)

13 いみ が わ か んねx一 一ん だ よ と思 っ て い る人 で

 す (9060)

14 こん な こ と調 べ て よろ こぶ や つ の顔 が み て 一

 と思 って い る人 で す (9060)

15 こん な こ と何 の と くもね 一の にや っ て られ る

 か と思 って い る人 で す 。(9060)

16む っ て る人 です.(9060)

17 とい いつ つ や っ て い る人 です.(9060)

⑬ WAIを わ 一い とい っ てい る人 で す.(9060)

1916だ か ら ・ミイ クに の りた い と思 っ て い る人

 で す.(4180)

⑳ さい ごに 思 い つ か な い人 で す.(9060)

 初めの1か ら7ま では，上位概念で自己を規定

しているが，それから後は，WAIに 対する批判

を行なっている。高校生男子には， こ の よ うな

WAIに 対する批判が多く見 られる。

事例29 女性 16才4ケ 月(高 校1年 生)

1 人 間 で す(4954)

2 高校1年 生(8200)

③10人 並 の 容 姿(6010)

4 明 る い 性格(2050)

5 責任 感 は強 い.(3410)

⑥ さ び しが りや.(2170)

7 自己 主 張 が か な りで き る.(5070)

8 読 書 が好 き.ス ポ ー ツは ま あ まあ(4810，4780)

⑨ 自 由 が好 きだ け ど時 々不 安 に な る(4820，

 2300)

⑩ だ ま され て も、 裏 切 られ て も人 を 信 じ た い

 (8280)

11 友 だ ち は多 い.(8250)

12 音 楽 が 好 き(4730)

13 精 心 年 令 は か な り高 い(3300)

14時 々 素 直 に なれ な い(3230)

⑮ わ り と、 ひ ん ば ん に 自己 嫌 悪 に お ちい る.

 (4260)

⑯ や や 、 ソ ー ウ ッ症 気 味(2300)

17 シ ョパ ソ が好 き.バ ッ・・は嫌 い.(4730)

18 わ が ま ま (5120)

19人 前 で は なか な い(5050)

⑳ 根 は き っ と 明 い(2050)

 「人間」，「高校1年 生」などの属性， 容姿， 性

格，趣味 ・好み，対人関係についての記述など，

非常に広い視点から自己を捉えている。高校生に

なると，このような多角的な視点から自己を記述

する者 も見られるようになる。

事例30 女性 15才9ケ ，月(高 校1年 生)

1

2

③

④

⑤

6

7

8

9

10

⑪

12

13

⑭

15

16

17

⑬

⑲

私 は 鳥 で す(4955)

私 は人 で す(4954)

私 は へ び です(4955)

私 は水 です(4955)

私 は風 です(4955)

私 は木 です(4955)

私 は 月 です(4955)

私 は 太 陽 で す(4955)

私 は だ れ で し ょ う(4952)

私 は 私 で す(4951)

私 は 音 で す(4955)

私 は波 です(4955)

私 は霧 です(4955)

私 は川 です(4955)

私 は 海 です(4955)

私 は 声 で す(4955)

私 は 心 です(4955)
  い の ち

私は 生 命 です(4954)

私は宇宙です(4955)



20 私 は 色 で す(4955)

 非常に抽象的なメタファーを用いて自己を記述

している。これは，女子高校生によく見 られるロ

マソチシズムのあらわれ と考xる こ と もで きる

が，その反応の意味を理解することは難しい。

事例31 女性 15才10ケ 月(高 校1年 生)

2

3

4 私 は ス ポ ー ツ が 大 好 きで す

 と くい で す.(4780，6030)

5 私 は 高校 に 入 って ふ と り ま した

 せ ます (6010，4080)

6 ク ラ ブは 茶 道 部 です (8160)

7 テ レビを み る のが す き で す

8 兄 が2人 い ま す

 い 方 で もな い で す.(7050)

9 性 格 は 全 く二 重 で す (5550)

⑩ 顔 は ご想 像 に お まか せ し ます.

11 ジ ュ ース は

 きで す (4770)

1 私は少し ひ ょうきんです  シリアスな面

 もあると思います (2060)

 私は髪の毛が短かいです (6010)

 私ははっきりいって明るいです，(2050)

特に陸上が

す こしや

     (4820)

仲は いい方でもな く悪

         (6010)

も りな が の ヨ ー ゴ ド リソ クが 好

12 父 は す きな と き と き らい な と きが あ ります

 が ま た好 き で し ょ う (7030)

13 食物 は 、 カ レーが 好 きで す.(4770)

14東 京 都 内 に はす ん で い ます が は っ き り

 い って は し っ こで す (8060)

15川 が{家 の}す ぐそ ぽ に あ ります.(8140)

16 飼 って い る もの は あ りま せ ん.で もか う と し

 た ら い ぬ の ちい さ い の です.(4200)

17夜 はす ぐね む くな ります 朝方 で もあ りま せ

 ん が.(4190)

18 よ く食 べ ます 米 とパ ソ で は 日本 人 ら{し}

 く米 を と ります (4770)

19背 は高 い方 ■ だ と思 い ます.そ の分 体 重 も あ

 ります.(6010)

20料 理 とか お 菓 子作 りが す きです (4810)

容姿についての記述 と飲食についての指向が目
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立つ事例である。容姿と飲食は，女子高校生の反

・応には多 く見 られ
，これらは彼女らにとっては重

大な関心事であるようだ。

事例32 男性 17才0ケ 月(高 校2年 生)

1 私 は 《学 校 名 》 の学 生 です 。(8200)

2 私 は テ ィ ー ソエ イ ジ ャ ーです 。(8090)

3 私 は 音 楽(洋 の東 西 を 問 わ ず)が 好 きな 男 で

 す 。(4730)

④ 私 は 好 きな事 に 熱 中す る反 面 、嫌 な事 に はす

 ぐあ きて 投 げ だ した くな り ます。(2500，5430)

5 私 は 好 奇 心 の割 と強 い 男 です 。(3080)

6 私 は 不 正 、 暴 力 な どは 好 み ま せ ん。(4450)

⑦ 私 は 多 少 ロマ ソチ ック な とこ ろ の あ る 男

 で す 。(5160)

8私 は 時h気 分 が ゆ う うつ に な り、 無 口 に な

 ります 。(2300)

9 私 は 自分 の両 親 に さほ ど 親 密 感 を 覚 え ま

 せ ん 。(7020)

10 私 は 金 遣 い が普 通 の人 に 比 べ て荒 い で す 。

 (4320)

⑪ 私 は 自分 が 責 め られ る と反 論 した くな る、

 割 合 短 気 な 男 で す 。(3010)

12 私 は さほ ど遊 び(tr'_.ム セ ン タ ー で の、 金

 を 使 う遊 び 、etc.)を 知 らな い です 。(4190)

13私 は 映 画(洋 画)、 テ ニス を趣 味 とす る 男 で

 す 。(4810，4780)

14 私 は 目が 悪 く、 コ ソ タ ク トを して い る 男 で

 す 。(6020)

15 私 は 服 装 、 髪 型 な ど の フ ァ ッシ ョソ に は

 あ ま り関 心 が あ りま せ ん 。(4590)

16私 は 割 と 大 食 いで す 。(4190)

17 私 は(9070)

※ 18～20は 無 回答(9070)

 学校名，年齢，性格，趣味 ・関心などの自己の

様hな 側面について記述 している。これは，高校

生の男子における典型的な事例 ということができ

る。
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事例33 男性 17才5ケ 月(高 校2年 生)

① 人 一 倍 自尊 心 が 強 い 男 です(5030)

② 《姓 名》 とい う名 の者 で す(8010)

3 酒 も、 た ば こ も しな い 健 全 な 高 校 生 で す.

 (4190)

④ 将 来 、弁 護 士 を め ざ して い る者 で す(4100)

5 《 大学 名 》 法 学 部 法 律 学 科 を 進 路 希 望 を とっ

 て い ま す.(4090)

⑥ 神 ・霊 魂 を信 じて い る 男 で す(4930)

⑦ 田 中角 栄 を尊 敬 して い る者 です.(4710)

8 ア ニ メが 好 き な高 校 生 です.(4820)

9 数 学 が 好 き な 男 です ，(4850)

10 私 はむ しろ悪 人 か もしれ ませ ん.(4955)

⑪ 私 は 神 か ら選 ば れ た 人 間 の一 人 と は 思 わ な

 し・. (4930)

12 横文 字 が 好 き で な い 男 です.(4820)

13 お ちつ き のな い 男 で す.(2180)

14新 聞 を読 む こ とが 好 きな 男 で す.(4760)

15 F・F雑 誌 を 買 った こ とも な い 男 です.(4200)

⑯ 自殺 した い と一 度 も思 った こ とは な い 人 間

 です.(4959)

17 剣 道 部 に 属 して い る高 校 生 です.(8160)

18 剣 道 よ りもサ ッカ ー の 方 が 好 きな 高 校 生 で

 す.(4780)

⑲ 祖 父 が す ば ら し い人 だ とい うこ とを 誇 りに 思

 っ て い る人 です.(7080)

⑳ あ ま り長 生 きは した くな い と思 っ てい る十 七

 歳 の少 年 で す.(4120)

 将来の希望や尊敬する人物などを述べている一

方で，6，10，11の ような宗教的 ・哲学的な表現

も見られる。このような表現の仕方は，高校生や

大学生には時々見られる。

事例34 男性 17才3ケ 月(高 校2年 生)

① 「頭 わ るい ん じ ゃな い?そ ん な パ クゼ ソ とし

 た質 問 に答xら れ るわ け な い 。」(9060)

2 「あ ん た に 答 え る義 務 、 あ るわ け?」(9060)

③ 「また?き の うも きか れ た よ。」(9060)

4 「お 茶 つ きあ って くれ た らお しえ て あ げ る 。」

 (9060)

5 「… …(無 視)，」(9060)

6 「そ ん な こ とは ど うだ って い い じ ゃな い 。“今 丶、

 だ け が問 題 な の さ 。」(9060)

⑦ 「そ れ は 明 日の 天 気 を 当 て る のに 等 しい ほ ど

 む ず か し い な 。」(9060)

8 「お れ が 誰 だ か 当 て られ た ら答 え て あ げ る し、

 は ず れ た ら食 事 を お ご っ て も ら うけ ど、 そ れ で

 も答 え てほ しい?」(9060)

9 「も う1回 い っ て」(と 相 手 が 嫌 に な る まで く

 り返 す 。)(9060)

10  (9070)

⑪ 「私 は、 《姓 》 と申 し ま し て、 《学 校 名 》2

 年 に 在学 中 で あ り ます 。」(8010，8200)

12 「私 は 、 た だ の 男 で あ ります が 、 た だ の人 間

 で は あ りま せ ん 。」(8020，4959)

13 「わ か らな い 」 とい う返 事 が 返 って き た ら 、

 「い っ し ょに 食事 して くれ た ら教 え た げ る」 と

 ナ ソバ す る。(9060)

⑭{私}「 あん た 、 例 の3億 円事 件{の 記 事 の新

 聞}読 ん だ?」 相 手 「読 ん だ 」 ■ 私 厂じ ゃあ 知

 って るは ず だ 。」 相 手 「犯 人 か?」

15私 「そ ん なわ けね 一だ ろ 、 そ の新 聞 を くば っ

 た 配 達 人 だ ヨ!」

※ 14，15で1回 答(9060)

※ 16～20は 無 回 答(9070)

WAIを 施行 している人間との会話の形式で反

応 している，非常に珍 しい事例である。おそらく

これは，WAIに 対する拒否反応の1つ のあらわ

れ と考えるべきであろう。

事例35 女性 17才3ケ 月(高 校2年 生)

  さい疑心 が 前に出る人(5450)1

  完全主義(5350)2

  さびしがり屋(2170)3

 神経質(5310)4

 他人の犠牲になることを かえ りみな い時 が5

 ある(2160)

6 あらゆる分野の 事に 挑戦してみようという

気持ちが 涌 く(3080)



7 常 に 他 人 よ りも あ る事 に 対 し上(先)へ 行

 こ う とす る(5040)

8 多 重 人 格 的(5550)

⑨ 自分 の 心 の まま に 素 直 に な れ る(4290)

10社 会 的 に 自分 の認 め られ る こ とに 満 足 ・喜

 び を 感 じる.(5070)

11 努 力 家(2510)

12 トラブ ル ・苦 労 を 割 り切 っ て うけ とめ られ

 る(2430)

13 冷 静 に 沈 着 な 行 動 、考 え方 をす る(2830)

14 沢 山 の人 と 接 し、 話 しを し、 共 に行 動 で き

 る(2090)

15 ス ポ ー ツ大 好 き な子(4780)

16 空 想 へ き が あ る.(5160)

17理 想 を 永遠 に求 め る(4440)

18 意 地 悪(3170)

19 き ち ょ うめ ん(2540)

※20は 無 回 答(9070)

 性 格 を 中 心 に ， 客 観 的 に 自己 を 記 述 し ょ う とい

う姿 勢 が うか がxる 。 性 格 な ど の内 面 を 含 め た 自

己 の客 観 的 な 把 握 は ， 高 校 生 以 下 に は あ ま り見 ら

れ な い 。

事 例36 女 性 17才1ケ 月(高 校2年 生)

1 17才 の女 の子 で す.(8070，8020)

2 《学 校 名 》 に 高校 か ら 入 りま した ，(8200)

3 数 学 の 嫌 い な人 間 で す.(4850)

4 自分 に や さ し く、 他人 に わ が ま ま で す(5210)

⑤ 食べ る こ と と 寝 る こ とが 好 きで す(4770，

 4820)

6 わ り と 理 想 が 高 い で す.(4440)

⑦ 必 要 な い深 い こ とま で 考 え て しま い ます

 (5320)

8 人 に 何 か 言 わ れ る と黙 って られ ませ ん.

 (5040)

9 コ ソ プ レ ックス の か た ま りです (4280)

10異 様 に 健 康 で 元 気 で す (6020)

⑪ ジ ャ ソ ケ ソポ ンに 生 きが い を 感 じ ます

 (4810)

⑫ 歌 番組 や歌 を き く ・うた うこ とがす きで す

          一.一一事 例 集一  95

 (4810)

⑬ い ち お 匚注 ：イ ラ ス トあ り]正 義 感 のつ よ い

 方 です (4450)

14怒 る と とん で もな い こ とを して し ま い ます

 (3010)

⑮ 満 腹 中枢 が 欠 如 して い ます.(6020)

16 ち ょっ と 自意 識 過 剰 です ，(5460)

17 本 を よむ の が好 き です.(4810)

⑱ そ う状 態 と うつ 状 態 の違 い が 激 しい で す.

 (5230)

⑲ 妙 に 見 栄 っぽ りで す(5010)

20人 を 傷 つ け る の を こわ が ります (5360)

 反 応 内容 自体 は ，女 子 高 校 生 で一 般 的 な も の で

あ る が，9，11，15な どオ ーバ ・一な表 現 が 目に つ

く。 こ の よ うな表 現 を とっ て ，反 応 自体 を コ ミカ

ル な も の に し て しま う傾 向 は ，高 校 生 で時 々見 ら

れ る も の で あ る。

事 例37 女 性 16才9ケ 月(高 校2年 生)

1 そ ん な こ とわ か らな い 。(4952)

2 宇 宙 人 で す (4954)

③ 普 通 の女 の子 で す(4490，8020)

④ 学 生 で す(8200)

⑤ 日本 人 で す(8040)

6 ア メ リカ人 で す (4955)

7 フ ラ ンス人 で す (4955)

8 イ ギ リス人 で す (4955)

9 ドイ ツ 人 です(4955)

10イ ン ド 人 です(4955)

11 オ ラソ ダ人 で す.(4955)

12 スペ イ ン人 で す (4955)

13ロ シ ア 人 で す(4955)

14ベ トナ ム人 で す (4955)

15 中 国 人  で す (4955)

16 メキ シ コ人 です (4955)

17 ア フ リカ人 です (4955)

18オ ース トリア人 で す (4955)

19オ ー ス トラ リア人 で す (4955)

20韓 国 人   です.(4955)
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 5の 厂日本 人 」 以 降 は ， 「～ 人 」 と い う記 述 に

終 始 し て い る。 これ は 明 か にWAIに 対 す る拒 否

のあ らわ れ で あ る。

事例38 女性 17才6ケ 月(高 校2年 生)

① ワ タ シ ハ ダ イ ニ ッポ ソ テ ー コ ク シ ソ ミ ソ デ

 ア ル.(8040)

2 ワ タ シ バ 、 コ ク セ キ ヲ モ ツ モ ノ デ ア ル.

 (4954)

3 ワ タ シ ノ丶 シ ソ ゾ ー ガ ウ ゴ イ テ イ ル.

 (4954)

4 ワ タ シ バ 、 ワ ケ ノ ワ カ ラ ヌ チ ョ ー サ ヲ ウ ケ

 テ イ ル モ ノ デ ア ル.(9060)

5 ワ タ シ バ 、 キ ョ ウ カ ラ テ ス トベ ソ キ ョ ー ヲ

 セ ネ バ ナ ラ ヌ モ ノ デ ア ル (4200)

⑥ ワ タ シ バ 、 イ マ ハ ワ タ シ デ ア ル.(4951)

⑦ ワ タ シ バ 、 シ ネ
.バ ワ タ シ デ ・・ナ イ(4951)

8 ワ タ シ バ 、 ワ タ シ ハ ダ レ デ シ ョ ー トオ モ ウ モ

 ノ デ ァ ル (4952)

9 ワ タ シ バ 、WAIト ハ ナ ソ ダ ト、 カ ソ ガ エ ル

 モ ノ デ ア ル (9060)

⑩ ワ タ シ バ 、 コ レ ハ ニ ソ ゲ ソ トー セ イ ダ トイ カ

 ル モ ノ デ ア ル (9060)

11 ワ タ シ バ 、 カ ネ ガ ナ イ (4200)

12 ワ タ シ ノ丶 カ ネ ガ ナ イ カ ラ ク レ トナ モ ウ モ ノ

 デ ァ ル (4180)

⑬ ワ タ シ バ 、 シ ョ ー ラ イ グ ソ ジ ソ ニ ナ ル トオ

 モ ウ モ ノ デ ア ル (4100)

14 ワ タ シ ノ丶 モ ー カ イ グ イ ハ シ ナ イ ト オ モ

 ウ モ ノ デ ア ル (4200)

15 ワ タ シ バ ソ ソ ナ モ ソ ワ カ ラ ナ イ トオ モ ウ モ

 ノ デ ア ル (9060)

16 ワ タ シ ハ モ ク ピ ケ ソ ヲ ツ カ ウ モ ノ デ ア ル

 (9060)

17 ワ タ シ バ (9070)

18 ワ タ シ バ (9070)

19 ワ タ シ バ (9070)

20 ワ タ シ バ (9070)

 すべてカタカナで反応 している珍 しい事例であ

る。部分的には一般的な内容 もあるが，かなり特

異な内容が目につく。 これ もWAIに 対する拒否

的反応と考xる べ きであろう。

事例39 男性 17才(高 校3年 生)

1

②

③

4

5

6

7

⑧

⑨

10

⑪

12

13

14

⑮

16

⑰

⑱

19

⑳

日本 人 謀 県 民 謀 市 民(8040，8060)

多 趣 味 な人(4190)

浅 く広 くを モ ッ トー とす る人.(4580)

テ ニ ス プ レー ヤ ー(4780)

ゴル フ プ レー ヤ ー(4780)

二 人 兄 弟 の長 男(7010)

長 距 離 通 学 者(4190)

自 由、 気 ま まな 遊 び人 。(4200)

理 想 が 高 く、 感 情 が豊 か な 人 。(5090，3090)

昔 は 強 か った人(6030)

身 長 が 欲 しい人(4080)

法 律学 科 に生 きた い が 、難 しい人(4090)

10年 後 に は ア メ リカ在 住 の予 定 の人(4140)

英 語 が話 せ な い人(1040)

意 志 薄 弱 な人(5430)

せ っか ちな 人(2220)

目が 悪 い 人(6020)

歯 は や た ら丈 夫 な 人(6020)

短 命 な 人(4910)

免 許 が 欲 しい 人 。(4180)

 趣味，性格，欲求 ・願望などが中心に述べられ

てお り，その他にも社会属性，身体などについて

の記述もなされている。これは，高校生男子の事

例 として一般的なもの と言xる 。

事例40 男性 18才(高 校3年 生)

1 私は2足 歩行 し、火を使い、物を考える生き

 物です.(4954)

2 私は、社会を動かす1歯 車です。(4955)

③ 私は、知識をため込む大きな風船です。

 (4955)

④ 「私」は私を コソ トロールするために いる

 精神生命体です。(4955)

5 私は目という双眼鏡で外界をながめる頭の中

 に住む小人です。(4955)



6 私は世界で一番ねむたい人間です。(4150)

7 私は、いったい何だろう?(4952)

8 私は、空間を超越した旅人 (4955)

※ 9～20は 無回答(9070)

 全般的に抽象的なメタファーによって自己規定

をしている。しかし，自己満足的な自己記述では

な く，理解可能な表現が用いられている点で，他

者の目も考慮されているものと思われる。

事例41 男性 17才11ケ 月(高 校3年 生)

9

10

⑪

12

13

 (5530)

14 自分 で な や む(5320)

15 悪 い癖(生 活 習慣)が な か なか な お せ な い

 (5430)

16 自立 す る 意識 が い まだ に 持 てな い 。(5140)

17将 来 に 常 に 無 理 な 期 待 を 抱 い てい る。

 (5090)

18 他 人 よ り劣 って し ま うこ とを おそ れ る.

 (5040)

19人 の 好 き嫌 い が 激 しい(5180)

20人 に 頼 りや す い(5140)

  ま じめ(2530)1

  短 気(3010)2

  髪 に癖 が あ る(6010)3

  前 歯 が な い(6010)4

  背 が低 い(6010)5

  日本 人(8040)6

 集 中 力 に 欠 け た 人 間(1080)z

 {事に}中 途 半 端 な人 間 だ が そ の くせ 完 璧 さ8

を 求 め る(3420，5350)

 人 目を 気 に す る(5360)

 将 来 の 自分 を心 配 して い る(5340)

 全 て に 自信 を もて な い人 間(4280)

 時 間 を 気 に す る(5310)

 行 動 に お そ い事 と速 い事 との差 が あ る。

 全体的に自己に対する否定的な評価が目にり く

事例である。否定的な自己意識は，高校生におい

て強 くなる傾向があるが，このようにWAI反 応

に直接的にあらわれることは珍 しい。
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事例42 男性 17才10ケ 月(高 校3年 生)

1 イ ン ク の漏 れ た ペ ンが あ る。[注 ：イ ラ ス ト

 あ り](9060)

2 青 くて黄 色 くて 、黒 い絵 を■ ■ 描 く、(装飾 的

 です ね).美 しい ，(9060)

3 本 を読 ■ む 。 写 実 が 好 き で あ った が 、 そ れ は

 ドス トエ フ ス キ^`v'と ど ま った.(4730)

4 周 りに は 笑 って い る人 ば か りい る.(9060)

5 自己 紹 介 す る とき、 家 族 の こ とか ら話 した く

 な い ， 家 族 が い や な わ け で な い.あ れ は 別 で

 す.(7110)

6 現 職 の教 師 で あ っ た らい い■ と思 う。(4050)

7 自転 車 が好 き だ。 自動 車 は遅 い。 き ら い だ。

 (4820)

8 1番 の■ ■{答 え}の とな りの イ ラ ス トは 今

 ■ 描 い た 。8番 の圏 答 え とす る (9060)

9 [注 ：ム ー ミソ の イ ラ ス トあ り]ム ー ミソ は、

 感 情 に対 す る理 由 が し っか りしす ぎて い る.子

 供 に は とて も よい.(9060)

10 食 事 を した くな くな る こ とが あ る。(4200)

11Aa..ロ シ ア語 が 好 きだ.(4850)

12 コソ ピュ ー タ ーは 、 シ ス テ ムが 複 雑 な ほ うが

 い い 。 再 帰 や 、 自己 書 きか え は 他 人 に わ か りに

 く くて よい (9060)

13こ れ を書 く時 間 が ほ しい 、 あ と6分 と せ ん

 告 さ れ た 。(9060)

14 火 を ふ い た こ とは1度 もな い.(4959)

15 しか し、 そ の絵 はす き だ.匚 注 ：イ ラ ス ト あ

 りコ (9060)

⑯ 雨 が 好 き な の は 、本 当 は 、 それ が き らい だ

 か らだ.同 じ よ うな こ とは い くつ もあ る{参 考

 に な らな いか な.}(4820)

17分 析 者 を意 識 しす ぎ て ます ね (9060)

18成 績 は 悪 い.努 力 し てな いつ ■{も}り だ っ

 た.(1080，3330)

※ 19，20は 無 回 答(9070)だ が ， この2行 に わ

 た って イ ラス トが 描 い て あ る。

 中学生や高校生の女子の反応の中には，イラス

トの描かれたものが時々あるが，男子の反応には

少ない。この事例の場合，反応自体も詩的な表現
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が用いられてお り，反応の意味がわかりに くい。

事例43 男性 17才5ケ 月(高 校3年 生)

① 男 で あ る(8020)

2 高校 生 で あ る(8200)

3 バ ス ケ を5年 間 や った(8160)

④ 東 京 生 まれ で東 京 育 ち で あ る(8050)

5 17才 で あ る(8070)

⑥ 大 学 へ 行 きた い と思 って い る(4090)

7 趣 味 は な い(4190)

⑧ 面 倒 くさが り(2790)

⑨ 忍 耐 力 が な い(2210)

⑩ 注 意 力散 漫(2180)

11 眼 鏡 をか け て い な い(6020)

12 虫歯 が な い(6020)

13 祖 父 、祖 母 が い な い(7080)

⑭ 長 所 、短 所 が 自分 でわ か らな い(4952)

⑮ 健 康 で あ る(6020)

16数 学 が嫌 い で あ る.(4850)

17 一 戸 建 て の家 に両 親 と姉 と一 緒 に 住 ん で い

 る.(8140)

⑬ 年 老 りに な る まで生 きて い た くな い(4120)

⑲ 夢 が な い(5340)

⑳ 遊 び た い(4180)

 社会属性，家族，身体，性格，将来の希望など

広範な反応をしている。このような反応はかな り

一般的なものであ り
， 高校生のself-imageが 小

学生や中学生 よりも広い範囲に及ぶことを示して

いる。

事例44 男性 17才6ケ 月(高 校3年 生)

① 私は私であって私でないものではない(4951)

② 人間であって人間でない.(4955)

③ 質問するならばまず 自分の意けんを言 うべ き

 だ.(9060)

④ こんな くだらないことをいまさら答をだすひ

 つようはない (9060)

⑤ 私が誰であってもかまわないではないか

 (9060)

⑥ な ぜ こ の質 問 を 私 に た い し てい うのか

 (9060)

⑦ 私 は 人 間 でな く、 機 械 に よ りちか い.よ って

 ア ン ケ ー トの と うけ い に い み を な さな い

 (4955， 9060)

⑧ こ の質 問 は あ ま りに も ち ゅ うし ょ う的 す ぎ意

 味 を な さ な い (9060)

⑨ 「私 は 誰 で し ょ う」 の 私 とは 答 を か い て い る

 私 の こ とか 、 質 問 者 の こ とか (9060)

⑩ 質 問 に は 答 いが い の も の で 答 を か えす こ と

 に し て い る.(9060)

⑪ 答 はつ ね に 変 化 す る.た だ し変 化 は ゆ る され

 な い.よ っ て こ うき ゅ う的 に いみ は な い(9060)

⑫ 「私 は 誰 で し ょ う」 と聞 か れ た ら英 語 でWho

 AmIと 英 語 の しけ ん な ら答 えな け れ ば な らな

 し・  (9060)

⑬ ち ゅ うし ょ う的 な質 問 に対 し て具 た い的 な い

 よ うで こた え て も よ い のか (9060)

⑭ 私 は人 間 を こ え る こ とを め ざ し、 人 間 のわ く

 を こ え た.た だ し、 ど っ ちへ こ えた のか(4955)

⑮ なぜ た い し ょ うを 私 に え ら んだ のか(9060)

⑯ 他 とは ちが った もの で しか な く、 他 と ち が

 っ た もの に な らね ば な ら な い (4953)

⑰ rWho Am I7」 ときか れ た ら 厂私 は 英 語 が

 わ か らな い」 と英 語 に対 して 日本 語 で答 え る

 (9060)

⑱ あ な た は ど この まわ し もの か ，(9060)

⑲ 心 理 テ ス トだ と した ら私 を と くい点 と して あ

 つ か わ ね ぽ な らな い 。(9060)

⑳20の 答 を お もい だす の に くろ うす る 国 語 の

 う力 の な い もの だ.(1030)

WAIに 対する拒否的な反応を示 している事例

である。しかし，単に嫌悪感を表すのではなく，

教示¥y対 し合理的に反駁をしようとしている点が

興味深い。

事例45 女性 18才1ケ 月(高 校3年 生)

1

②

③

性格がはっきりしない人間 (4952)

小さなことでも気にしてしまう性格 (5320)

皆 と ちが う 行動を とりたがる人間 (3230)



4 女 の 子 (8020)

5 高 校 生 (8200)

6 私 は私 よ (4951)

⑦ 環 境 の良 い中 に 生 き て ます(4230)

8 テ ニ スが な か な か うまい で す 。(6030)

⑨ 料 理 が とて も好 きで す 。(4820)

10精 神 的 に 少 し 強 くな りた い と思 っ て い る

 (4030)

11か わ い い お 嬢 さ ま (6010，7120)

12 少 し ボ ー っ とし ち ゃ う人 間 (2800)

13単 純 な 子 だけ ど 少 し 偏 屈 者 とも い え る

 (5530)

14 自分 の こ とを 卑 下 しち ゃ う と ころ が あ る 。

 (4260)

15努 め て 友達 との 話 を 盛 り上 げ よ う とす る。

 (2090)

16 け っ こ う 言 って る こ と と考 え て い る こ とが

 矛 盾 (3240)

⑰ あ せ っち ゃ う と 何 に も ま ともに で きな く

 な っ ち ゃ う。(5390)

18人 前 で は い い子 家 ん 中 で はわ が ま ま で 甘

 え ん坊 か な?(5120)

19 意 志 が 弱 い こ とが いや だ と思 う。(5430)

20 まわ りに 動 揺 され や す い か ら、1人 で生 き

 よ う とし て る (5140)

 社会属性や興味 ・関心も述べられているが，性

格や行動傾向が中心に述ぺられている。このよう

な反応は，普段から強い自己意識を持 っている場

合に多いようである。

事例46 女性 17才11ケ 月(高 校3年 生)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

私は 《学校名》生です (8200)

私は人間です (4954)

私は 女です。(8020)

私は 学生です。(8200)

私は もうす ぐ大学に行 く少女です (4140)

私は もうす ぐ18才になる少女です (8070)

私は 食べるのが 好きな少女です。(4770)

私は 眠るのが 好きな少女です。(4820)

私は 音楽 が好きな少女です。(4730)
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10私 は 日本人 で す 。(8040)

11私 は ア メ リカに 住 ん だ こ との あ る 少 女 で す 。

 (8140)

12私 は 外 国 に 行 きた い と思 って い る 少 女 です 。

 (4130)

13 私 は フ ラン ス が 好 き な少 女 です 。(4820)

14私 は フ ラソ ス語 を もっ と勉 強 し ょ う と思 っ

 て い る少 女 で す 。(4850)

15 私 は 髪 の長 い少 女 です 。(6010)

16私 は パ イ オ リソ を弾 くこ との で き る 少 女 で

 す 。(1030)

17私 は 高 校 生 活 を おわ らせ た くな い と思 っ て

 い る少 女 で す 。(8200)

18私 は 音 楽 系 クラ ブに 入 っ て い る少 女 で す 。

 (8160)

19 私 は ふ とっ て い る少 女 です (6010)

20私 は や せ た い と 思 っ て い る少 女 です 。

 (4080)

 社会属性 と好みが中心に記述され て い る。 ま

た，希望や願望も述べられており，女子高校生の

反応 としては一般的なものと言xる であろう。

事例47 女性 17才6ケ 月(高 校3年 生)

①

②

③

4

5

6

7

⑧

⑨

⑩

11

⑫

⑬

14

⑮

16

17

け な げ(2530)

うる さい(2060)

す ぐ泣 く(5230)

笑 い じ ょ うご(2050)

い い 加 減(3420)

遊 び 好 き(4820)

ふ ま じめ(3420)

め ん ど くさ が りや(2790)

掃 除 が嫌 い(4820)

料 理 が うま い(1030)

寝 坊 が と くい(4190)

変 な とこ ろ で ま じめ(2530)

教 学 と理 科 が 嫌 い(4850)

お金 に 飢 え て る(4180)

眠 る の が好 き(4820)

普 通 の男 は 嫌 い(4830)

流 行 を 追 って るだ け の■{奴}は 嫌 い(4840)
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⑬ ハ ー ド ・ロ ックが 大 好 きd(4820)

⑲ 甘 い物 大 好 き(4770>

⑳ 年 柄年 中1人 の 男 に 恋 して る(8260)

 1つ1つ の反応が非常に簡潔な表現でなされて

いる。 このような傾向は女子 よりも男子の方に強

い。しかし，内容自体は，女子高校生では一般的

なものである。

事例48 女性 17才8ケ 月(高 校3年 生)

1 女子高校生 で 毎日を 楽しく すごしていま

 す。(8200，4230)

② 何にでも す ぐに感動する 感動屋です.

 (5230)

3 夜も昼 も好きだけど夜の方が おちついて 話

 しができます.(4820)

④ 夜 星を見るのが大好きで 一晩中でも見て

 います。(4730)

⑤ 夕暮れ時に 夕焼けや雲を見るのが 大好きで

 す。(4730)

⑥ 高い所に のぼって あた りの風影を ぽ一っ

 として見ているのが好き (4730)

⑦ 高い所から 見る夜影が好きです.(4730)

⑧ 部屋のベヅドで 庭 の 白樺が風にゆれるのを

 見ているのも好きです.(4730)

9 部屋のべヅドで ものを考えるのも好きです.

 (2900)

10 映画を撮影した り、その後の語らいが好きで

 す。(4810)

⑪ 伊豆 の城ケ先海岸に毎年行 くと， 小さし・こ

 う か ら の 思 い 出 が い っぱ い{胸 もい っぱ い}

 (4956)

12伊 豆 の別 荘 の ベ ラ ソ ダか ら海 を 見 て い た と

 か ，

⑬ 河 を1kmぐ ら い下 っ て ゆ く と 流 が 早 くな

 って そ し て 目の前 に 広 が る 海 を見 た時{あ の

 気 持 ち}

※ 12，13で1回 答(4956)

14大 き くて 深 い 塩 だ ま りに も ぐ って上 を 見 あ

 げ た 時 の水 面 が キ ラ キ ラ光 っ てい る のを 見 る の

 が{好 き}(4730)

⑮ い ろ ん な 人 と友 達 に な りた い で す 。(4180)

⑯ 自分 の 意 志 主 義 主 張 を 自分 の 中 に し っ

 か り持 って い る が 魅 力 が あ って 好 きで す(4840)

⑰ 長 所 ， 短所 ともに お っ と り し て い る 事 。

 (2280)

18 不 思 議 な 出来 事 や 歴 史 的 に とっ て も不 思 議

 な事 を も っ と追 求 した い。(4750)

⑲S.F.的 な もの は も う目が な い くらい 好 き で

 す.愛 読 書 は 「星 の王 子 さ ま」 と 「銀 河 鉄 道 の

 夜 」{「時 計仕 掛 け の ヒ ロニ イ」}(4820)

20 とて も雰 囲 気 に の まれ る タイ プで お 城 とか

 広 い 野 原 が好 き です 。(5160，4820)

 詩的な表現が多 く，文学的な指向が 認 め られ

る。内容も自己の属性を記述するよりも，自分の

心を魅 くものを記述することで自己を表現 してい

る。 自己が単なる属性の集まりではなく，興味や

関心の対象 との関係をも含むことを示す事例であ

る。




